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⑩一巧にパンの 1 IP も佈わぜょ。 If の巧利み巧 

10 (た《當巧未わゅ历巧ポ **1,> 


①巧ょ/巧め奥#が怖め Lyw る巧に、ホで 
無なをひみ L てけいけ主ぜん。キンィにを 
ベて L とぅ巧なみむがりドさい〇时じぐん 
むた to 

(• KB 當輯ホ ugHwaw おけ S » s ボス*—) 

③ 苗 人に tt 力して if •しなた LA iv.KS •公 化 
じ#巧しがへ。 

二九 - ホさ二月二十1立巧け||»を||#<<^用ホ， 《1) 

④ ァ t こ二 ’ A お、巧衣、黄巧策 、 CASTLE 
衣の家み巧けななさるべし。各人けこれみ 
巧供がょ〇みホ巧、化な所-しが乂ホ化けら 
る〇 (-乂-セが义月二十乂日||3のポ《* —】 
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今日の »< 巧♦巧遂建巧を巧巧された t ブトラ ー 總なのな業は、具じせた 
の驚異でわら、を世巧人の！！歎が<能はざる所である。 

この回天の大業は t ブトラなの巧々たるホ化の巧な•巧大。る人#- 
致治的天才じほるものでホるこ£はか倫でるるが、巧時じ巧後の巧&を固民 
がす换不ぶの»逸精神を骚揮したことを巧邊してはならない。 

大巧後が！！<函两の巧 A •生巧窮まの•トン巧に々つても、獨逸■民は尙互 
巧逸精神を巧畫廿ず、 A 底に力»<巧かしてゐた。を■民は f して一丸ど 
な b 、 をの理想は火となぇ、童氮は天を衝くじまつた。是れ*じ巧巧をして 
今日あらしめたほ巧力で♦る。 

M つてホ0現下の■情を見るじ、巧が固は文丰通ら巧おな來のじを巧 
してゐる。坦かち巧あるとも、今じして宿年の禍巧を化#するじホずんば、 
«西の巧ちは永巧に巧み巧ないのでホる。今次事變巧巧の目巧を巧巧せんが 
夕には、巧也一かの！■家雜動貝簾勢を一段とさ一•化ずることが斤要でホる 






束西の巧をは永巧に巧み巧ないので々る。今次事變巧巧の目的を巧巧せんが 
夕には"物み一かめ函家！！動>感勢を】巧と； IMPl 張化ずることが斤要でホる 

あじ田ちの】人々々がぶな度の度±として、 W 又 g 濟載の度±として1す 
べき巧である。巧巧苗ちの資巧はた i 重きた化へてホた。われわれは眞かじ 
化の資巧を自畳すると共に、衣貪住のを化じま6舊巧をれ巧して生活の M 新 
改ぞを斯巧し、！！巧打 M のかををわ*じ示現せねばならない。 

巧が函と獨逸とは巧共ななの】環として益 i 相置の5^を巧密じし、 親春 
M 巧を增おしつ、ホる。この巧巧揭逸田民の祖函じ«する爱！一のお情化じそ 
のお情ょ6迸る寅 B 生活の巧巧をかることは、今日化の R 巧が因ちじとつて 
大なる巧化でみる。適をが 键篆 さつて本♦を着されたことは、眞じ 
時宜じ適したことである。をは比のを♦を巧たこごをさび、敢て江巧じ 推薦 
するみ巧である。 

«和 十吉年 セ■:セ日 交娜事變一厕年記念の日 

巧姑巧報なち巧巧光巧 



自國じ長所のあ&巧く•值 B にも亦ち所があ 6 •本 » は filMI 逢*巧の優れたる資生活のれ簾じつ 
いて•勞巧塞 • #樂、せ巧、巧ち精神生巧の呂から•爱じがけるを*かな消資泣 A 
等の巧巧を •» めて的じ 55 ^ することじ巧めた 0 

街も材も、老人も靑1^、■民のをがが合環的な資生巧を*む K じ於て •»»* 巧に及ぶものはわ 
るまい。 

ホへばわの拥の大»じ、あらゆ6困難と R つた！* aw 巧は • K じ；のちみ雜•一 おの麥の尊 
さをかる W 巧でわち0 

しかし ‘ p ■わは巧じ、み含が} K 化の資 s にミれないもミム理由ばか《ではなく•夏の隹て V 
祖ミ«を*じ*興！！！をたらしめたいと去ふ、 ti ■の！^が•■民の貪を巧の上に】つの巧をとなつ 
てみ 現されてちる からで ホる 0 

巧つて！國ちは、巧逸 W の 1 負、！*達 ng の H とまふ®い白 g に巧つて生活するのでホる** 
だから，！1巧は今巧！8食デ|を資巧し、わとへ一つの#資々€#卞る5^0でも，それダ訓家の^資で 
わ&ことを深くた頭に巧んで居るのでわ*〇〇 





わることを巧くを頭に巧んで居るのである0 


w おのためとわむば•かきな默巧の巧をも H して•自ら巧んで化海の»をな食することじ少しの-小 
ザも巧たない用巧である。 

化巧に巧巧 W 巧の夕大さがあると共じ•巧を W おの«さがみ60 

凡を「巧巧の貪を巧」なだの阳巧は•が來これをかなふ#もないお•それおじ】ねのサの中は實生 
巧の巧巧に巧して•貨賠から巧ざかつて居る。化度にその田安の•な舍の、おちの•化人のホ隹をか 
お巧がホ在するのではホるまいか。 

一田の巧がも•かをの巧巧も•巧人のを巧も•寸時も生巧から•誰れてな在しないと巧巧じ.その 
H の財れも，巧がも • 總て！！巧生巧がを巧となつて•その隹ネボをれて居ることをならなけれげな心 
ない。を田巧が巧月一旧を節約しこれを貯蓄卞ることじ巧つて•ー ヶ年じ十二ほと云ふちなが* ♦ 
のが冉をを主なるのでわる。しかもそのち巧は•■巧のなを巧のおがから*ンの一寸した也かじ巧つ 
てをれもし•ホお資ともなるので ある •» 巧一人一巧の巧费はなじ十二な脚のおかとなるのでホ &• 
今やま乂時な下の巧が巧巧が巧資節め，が蓄巧曲を叫びつ t あるのも亦實に化おじわら。 

「ホ苗のみ巧は•巧なる昔葉でなく*これを«巧じをさなければならない。」 

一時的のあとがへまるな巧は•時のと共に、それは一魂のみとして巧るばかりであ &• WK の 
巧生巧巧の閒酉も> 巧じこわを口に卞&ばかりでなく'こねを円巧生巧の上に一つの*なとして•規 



がら子へ》子から巧へ傳へ、 これが一 つのお*となり， 化會風南となゎ》^|^夫巧じ«が»のょ夕— 
>• W 巧を とならな けれげ ならないと 思ふ。 

しかしそれは.巧じ巧费巧ね. 無胜排 かの闭 H げか々ではない •巧 働に • に•術まじ.巧隹 
に、な樂じ資生活上の綠てじついて • g じ正しくなごやかな生巧》«せを養ふと其に》各人が•を* 
を穿巧めじな巧卞るなホにをで f なけれげならないと a ふ。 

祖« 日本は •今責 じ巧大なち時じを面して*んで居る•今こそ围巧は*じ正しい資ホ巧の«住に« 
し一を • W みの大目的に巧つて«力しなければならない時で わる， 

はか巧に、靑年頭に•巧はみでみ々モの馬する業務の上に最善を蠢さなけれげならない- 
ホ；：さが' 日巧の生活よじついゥ々ブじ*してちたことをあ S させ•それが K 夕の t を巧の上 

に資卞 ることがみれば策ををかの幸せ f ： あも。 

終々 に«々卿巧 巧々 頂いた巧溝曲下に巧其の巧意を巧けで$を福く • 

家な巧■の自巧にで 



巧隆巧家巧を离 . 

フランスも•ィタリ—も扭ホは 巧巧 • I ナポレオンの大軍じなれた 巧達、— 才— 
々ゥ日ゥの 巧#巧 — t ブトラ， のが一一一两をを鼓へ。 

大巧じ 苦しめられた 獨を國 . ： . 

化ホを巧キじ巧か巧が•しかも巧巧は巧れた0 

巧線で瞧つて銳後で化けた . 

说合巧のを傳—を傳じ巧れわ巧巧 B 巧 • デン•トルフ巧軍と t ンデンプ A ダ 
の巧息 IB 巧巧&0 I 巧後の巧巧0 

當時巧逸の巧內情巧 ( 一】 . 

田內58|^|同巧巧||?!{~ホ巧一^||化の魔手.ま那ホ，と日本|ホ化ぁ巧を|||1|{せょ 


當時巧逸の留內情巧{二) . •，ぃ . 

パ.^も無くなった—巧も欠を— R ちは«へた—人な巧の S 泣— お A の石 i 








巧じ敗けてはなら a .. 

ベル♦ュ條わは！*逸のキもをも切ゎホつた—*逸な巧*ゆ聲明香—大戰で興*!は 
巧を失つたか一ま巧ホ ii と日本—函民の«巧 

戦後の困ち生活 .... 《 

マ ー クの乂®}^—^*時巧»大良のお巧|あも化な かつた せ巧—》巧の^不を— 

. 病者の！6出—#人のホ產 IR のお々ナィて" 

ヒブトラ1 現は る . 一 

「！■&れてち傑がづ」—巧逢！■面ち生巧十巧0 

巧巧とわを . . 

巧か巧なホに十マ I クは巧の W 巧—パリ博のを—一巧のをも■外へ出さない^ 
かし勞慟者の給ち一日十曲を當—巧わと巧蓄。 

巧を苗民の公谊也 ... 

巧巧の林#—公 W のお木—！*»のモ巧に叱られた日本の# ± i みわの中—改札場 
自曲单の運巧手。 

巧を因民^時巧 . . 


其 


夏 


5 









自動卑の運 w 手0 

巧を巧ほ^時間. 


正 g な時冊の観を！約束は a て時旧で一あ々がじ«巧へ來るが人—會合の時面は 
g ず—時田の活用ゥ 

巧な阁ほと巧澄 .；：.：. (又】 

巧巧を巧して担る巧这のお師長—かちな巧所は巧氣な<巧もい t 巧—巧巧の下な 
のおかみさんのぶ—明るい巧逸の R れ—百中口前に K いて居る日本の巧は0 

巧を酉 巧 i 巧か 二) . .：、. ....( W 1) 

巧巧畫まの巧ホのが用を色々-巧逢本！■から來ろお巧の»巧し—一寸ザガ巧の巧が。 

巧を西民と巧ホ(二} . (喜一) 

一寸苹ザの巧片々巧約すれば•驚くべきるおチー拿いな特—ペン《のが用法| 

K み更生の迫。 

巧を西民と«筆 .. 二|六】 

興年♦を巧なね巧逢人1最後ぇでなふ® i — のホ巧も巧ホじせね巧 a 人—曰ネか 
學生の文房具の A 用。 

巧を人とマツチ . (又) 

►プチー本じおするこの注度—一本のマブナで玄人の水み—マッチー本を巧め卞 
れば化の^||^^となる， • 

一二 









巧逸人と，ハナ、のを .(2 

•ハナ、のをを括てない巧*!のみを—9ンゾ•巧のなや也も巧てない — i はむし 
ろ巧じある • 

锅をの住宅 . (き 

おとが瓦のま—ァバ—卜ま巧を—お庭の g 巧—什巧巧巧を大切じすも—!*这大化 
巧のれ巧り 

巧なのま婦 . . . (交 

ホ貧の 因— 日本のを官のおつた巧 — r 巧 じ 貢 ふなら 巧逢のたを Y よく働く こと 化 
巧 1— お巧計《| 巧日の化巧を— 一巧一回の大巧か•—巧*曰—よくのきよく体 
養卞る〇 

巧逸の訪問日 . (K 

訪問日のをめ•面會日—巧巧日—なホの時阳—巧庭日—族巧の夕べ一巧待の時面 
ホをの來者じはをも出さ»。 

巧逸の下女 . い .(5 

下女の化き•合巧的なお巧—ま持は下ホの人巧を尊重—巧 E は巧ホ大睾へ。 

巧逸の婦人と化粧 . (き 






一 












下女のがき•合巧的なおを—ま掠は下ホの人巧を尊重—ホ M は巧ホ大#へ。 


巧逸の婦人と化粧 . (皇 


化巧の巧巧ない巧巧のを巧！化な美ょ々もな巧菜—サホー任が美の巧,®婦人—健 
巧美の巧—ク リ！ムとチブク で化巧する日本の巧年* 

巧を禄人の活動 .. £ 


ナリムピブブ肤畫と、リ—フェンシュ.* —ルホそ—あらゆる U 巧で5かし最後 
はよき巧じ—お#とザまの«巧—»人は總ての巧せをが巧せよ—!!人は一人なら 
ずち族の巧である。 

巧を人-*^食事 .. (ホ 

巧食—巧をと巧巧化は則—日常た—食べ巧し•かなく •が巧の活用—食寒の®おも 
田をの立#で—日本のを巧の巧な一年四百禹■が巧 tt から 

巧を人の榮ま .... ..(ご 

巧巧巧みな# g 巧、巧等#巧—美をかならずしも巧養でむい— 1; よゎも*を 
—夕春は巧末でもを巧巧は滿 K — 巧巧主 ft の t ットラ—*巧—巧ちお巧••巧酒 
R 巧を止めてみ巧み巧巧をじ一 an 巧の榮餐は牛を二十セ巧じに敵。 

巧を人と辨當 . (さ 

巧！ R 人と乎巧當—日本の«會巧巧#人の寮ホー手辨 g 巧 B — ホ♦ホの IN €— 巧が 

I ■巧巧力巧下の一巧。 

• S 

を隆；を表 fi 11三 1.-^ ぃ ，- -f ? 







巧を人と巧巧 . 尸 

】つの材巧を色々じ巧理と生巧—巧がる巧の巧るホぶ——/ 

揭逸人とお茶 .. ::: . ...( 

その人のみむ*さじ—角巧«の巧ね一を所の天再れり—おられたもの々巧巧じ巧 
用ずるか。 

巧を人と煙草 . . 

一おのバブトを一二十丰に—巧な中た對まな一喫巧の時 W ををめょ。 

巧を人とビ . •‘ . _ 

«»はビ I ルの本巧|ょくがむ»る人、ビ J ルはサィグの«を|醉つても趙度を 
忘れず—ピ I ルのを巧を資る巧&のた負 

巧を人. ojg 装 . _ 

g 素、菜、 a 巧’—自お製ので合爱ロォ1バーは R 巧—国民脈はどぅか。 • 

织を人と巧濯と巧生 . . 

巧ち U 日の巧灌のない巧这 #1 總て自々の手で—街生じな煮—日光にお 
.す.ちちへホ—袖巧に巧る責お 


一 









巧当/、が巧 を, _ 

巧ち！？日の巧 il - HK 灌わのない！！*!お—總て自々の手で—街生にホ*—日光にお 
•す.る者へ方—巧巧に巧る資お 


巧を人ととお生 ... (八0 ) 


獨进の巧一おち—ル舉巧のホ度おお 1 A 邊のホ潔—巧 W の♦巧巧を、おをの«力 
がを ゎない0 

巧を 人と# 巧 . . . (な 一、 

»理の天才—蠢のお巧化禀場—ホ街町の嘗巧 

揭逸人と巧 動 . (を) 

巧のは人阳の*巧—をてのく巧»のエ巧—巧の時巧とか時历1か時面に巧«をが 
さね—巧«の神を化〇 

巧を人と化養 ... (八セ-) 

i は思ひ切り巧分のかま—巧ルへ—田巧へ一をみ族！！けて^—新しい力を}!< 

つて叉ホへ一^も一つの爱據 

揭を 人と 換樂 . (ろ) 

、を»女のピァノ、菜をのみ樂—ホふ巧历る子供—のを樂—獨 a の舞* 1— 明朗 
なをを—おをホ樂の巧巧。 

獨を：人と，花： .. .(を】 








r 巧に巧々 1. T ななの巧に巧する巧日！！も巧巧をかされ 6 巧すぅるはひの 
わ人をへ—花を爱卞&也—巧店のを K 連が化な • 

巧を 人と 自が . A を 

森を夕卞るグルマン巧嵌—獨逸で巧をなブンゾフホゲル(巧墓)—靑年と亩な 
— 巧を巡つて！ 1 W を黃人の CH ホはこれから—互に抱き合つて惠む圃 
巧—大巧巧おの血は化ホー純潔でわる—お互は化人ではない。 . 

巧な人と大お時計 .. (を 

g 父の大お時かを自役—な統を拿ぶ—日本のがおさんのを時計1上等みボ國へ» 
つても麟の居ないが—その乎—村のか黄の巧巧—巧らじ»化の巧者。 

巧な人と输 ：.：•. (み 

巧れをブククで修理 i ま大をホ田のお s —巧巧巧曲の女巧のな#細から一日本 
のた事巧と畑历巧酉—ル事巧の义巧具助巧—家庭の無自«。 

巧を人 於 巧巧利用 (一).. (i 

一度*んだ♦化を本 B へ—おの中に K 々なふ也#—船>き«のゴ.•、み場から澤山 
の表材|度下の直»で巧を^ 

巧を人の*巧利用 (一一) .(18 


レ 








巧を人の*巧巧巧(一一) .(18 


W 巧のま庭也 «—« 時の A ホの需要 • 5下日本はどんなもの含更まさせなけれ 
ばならないか。 ' 

巧を人と*が . . i ) 

機读をホす巧逢人—バスの*!*手の也#—巧！ W 人と巧«機城。 

巧を人と油：.^^ . 三二】 

ホを大切に卞&獨«人—一巧を巧用—事一!下日本とホ—巧が*のかの•入 «• 

逸を人と石炭 ... こ-ミ 

お巧と巧きザ—日本の HA と石巧—案と巧所，輕濟無巧のピルグンダのステ— 

ム C 

巧な人と水 . ニーこ 

水を K 入れる巧ホの巧おの巧—白みの用水は水巧まで 一 水を大切に一水の巧宙- 

巧を人と木屑 . (ミ】 

木巧々がふ巧 a の f — ちがの®巧ホ♦大—化お道のコハ>•這 s - i 逢人の中古 

ムシロち入れ， 

巧を人と 巧 おがを ( 一 ). こ二こ 









11156下宿で、とまふことホならねお人，-#れた雜下とヴィシャブ修理—!* 

を政巧の公ホと！！巧の巧蓄 — g まのた女に’ 

巧を人と動みがま(二) .. 二-き】 

巧逢のな»力 i 變下日本の巧蓄のを巧—お入を化へ W 化すると — W おの化のみ 
ぐ々を黒くする一か'圃爲をとおち。 

巧を人と巧が貯き(一二】 .. (ミ) 

两巧め信用と8?|^—泣おと输乂脚限|—巧1^8!1||のお巧—か11へをを出さない工夫 
1«ふためにおホはぜひを巧だ li して巧をに備へょ。 

巧な人と巧利ま巧 .. (ミ) 

■ 日常生活の上にも—め束はかは一巧もをけね—日本式特ぞを—レストランの曲來 
ホー S をのれ會正ち一道度—!!民巧。 

がを人と唐儀 .. (ーミこ 

を上におして一宙ザの中で—招待された巧理 一 if をの失か渡。 

風な人の巧巧 . (一まこ 

一日を云十诗雨に一時旧の活用—面#诗巧は巧をじ一能奉と時阳。 

獨を人の巧究ム. . (臺) 









一日を一二十時閒じ一時巧の巧用—面を時巧は庙みに—お率と時历。 

獨を人の硏嘴ん.… . ^ . (妻】 

■ 

ブエブ ペリンが巧拓—人の居ないエ！ II ■ <近巧—芭巧 バヶブ 、ハサミの目巧 
ゎ一石 ♦とが か♦化の巧な 

巧逸人の! . (ミ八) 

レストランの •本— ィ 、下宿のホ—ぶ人と巧しいをを—!*をの巧衆大舉 I * 巧の* 

街！！賞。 

巧逸人と健康 .. こ S ) 

隹巧と B を—人生1世み一巧ネの多い日本—が食兒畫—隹巧法のにお冊もな力せ 

•ち 

巧を人 t 健康(二 )：…: . (音こ 

»逸のお核点をホ巧隹巧鼓 

巧を人と健ま{一二) ... こま) 

おちホ！！の巧巧*—*節の參い日本 J 键巧生巧の巧巧へ - i ぇれわ者の不お—ホ 
自巧の活用。 

巧を の 文化 . . . こ 巧】 

優れた獨13奚 >• ま、雲、5•藥星ミ化 g 莫 —5 奚婦- 

音樂との ■ i 化とを術の围。 










-巧をの力 . . . ニミ 

^い旁い—ムヴッ，•二のホが—ナポレオンのさじ巧れ—ゥォ 1♦ I ロゥで* 

巧 T 熱血 兒ャ I シ| 巧 逢の 呈度操—獨15 を二固おを投 へ！。 

一>巧を特神 . 二■ミ 

「一巧 子の 一昔」 とまふ獨巧の言 巧 J 巧 逢のなをなホ— より 巧 神の 尊き#を 》 しと 
する—かおよ々巧をへ—巧るべきルお化の 肚會！日本な神をホおせ • 

、オタ厶ミク霞 . . 

ヒブトラ—總巧の訓示 I 獨達の觀ホが I 日本婦人の jg 態—日本 jjj 光地の一^■】 

>パブ巧と巧をの出品 . . 

f |豪 一 |おお|日ま基 

、巧を闻バ7ッヤの山巧よら . (一まレ 

«巧よ々1へる信" 

•道傍の並木はを巧が . 一 . (ミー 

フォン•ファル巧の山巧へ！さ地々巧用せよ0 








一木一谢每 < 造が . こご 

ファゼル巧の生巧—巧巧の山がはを化株—日本の«おは山林を放化するな 0 

飛び巧ふ小鳥の嘴 b . (i 

ファゼル巧とル烏論—ル烏と日本の巧ま一日本もかをの藥々巧れ0 

小鳥は輿家の守 b 押 .(1 S 


フン\ア9ヴ ク大王とかを—をるを A ふか島—作化とルみ—山#とか急—かわのお 
をはル烏でかへ—せホじめ ける ホ烏ホ度蓮の—巧とホる 

鳥は害蟲巧除のま巧家 . . . ( I な) 

一巧のル鳥がをふま巧のお—日本のをおはかみを朽ちせょ- 

小鳥は雜草をも駆除する . (ミ】 

日本をみの注息すべき巧巧—巧ザを巧巧がもをふ島。 

小鳥を巧せ ... (亥) 

巧巧のル#巧で作るルをのおお ー ホと者 S とかる—年1ほの作を巧巧 

牛、豚、輿のお養 . こち】 

巧巧の農お i 巧が巧を巧巧をする—巧巧のな興は島巧の巧興から一！の♦巧 












化を一化合の色々。 

農が化合の. . . 

巧連した組合化な一巧巧一*の化合—愛った化合ち—日本農巧も化をの 活用を 

巧をの產業 . (ミ) 

自給自足を目ざして— W 巧をホの*ホ—ホをのがのがホ iw 巧のホ斷の巧力 

巧をの工業 . (一八0】 

歌がの二大工柔 B — 巧るの a 塞—を巧獨»の巧ホ K み—み挂の*おの人 お" 

ヒツトラ J を .. (I 会】 

t ブトラ—總«の政*巧1 1 プトラ—の A 大さ IW 巧的自 > の附巧—ヒ、ブトラ 
ttK — の田巧じ巧する十巧。 

まづ巧おを . 《ミー 

巧は B おの#基—巧の sat こそおしいホの田巧をかる 

—よき巧を • 

みじ靑少年を ... こな) 

t ッラ—靑少年な靑の iHUI — ヒブトラ—巧少年 i か子靑年ま巧—肯 
年■の勞のホ ih - 日本は ft 巧最巧の巧年圆 WIt プトラー總統の靑少年西への抑 








% 


示0 

、租園日本のためじ . 

田 民のた力—本巧のあなをホ罔せよ•巧をゆ巧務’ »合の！：お•化貪をかれ — W 
家の ためじ— のく 喜びと信を— おじ 反するをは. えづ 自ら じ 反するちでホ 
る」。 「一 ■寒を薦るものは まづ 自らを*るものでホる。」 

戦はこれからである . 一 

なゼ，«はこわからか—ホの用なじ《ちの一大自 t を巧華卞る • 


乂 


を 





巧暧西家巧を國 

击#の下に、をいもちきも•另もホも•を苗巧ボー丸となつて前巧し•♦ホにその々力を を— して 
~ら養迦面^^ 乂もい- W な«でホらうか，讀をはまづ » aw の歴史じついて•そ£要ホなる必巧 


i L 巧ザ^:^の蒙は•西唇置百巧巧ゲルマ-ーャ巧族の統一じょつて •フランク 王■がをれ 
- 苗 t も！^^ ぉ夕，為著々 P 巧巧に法って •フランク 王田は一二つじ々巧して •ドイプ•イタ，ァ•フ 

-達 u の一名と.^ツがかで节 る。. 

パーブ；54イ^リァも，そのちホは同じ巧をから生れて居る〇’ 

ーバい'遷商蔡い一一 W じ用ひられ*じ至つたのは差世紀に a 入つてからでわ&夕その後ド 
ぶ！^.吿けた一幸ザ擊がを•一八〇六ホじは、ナポレオンの攻撃じ遣つて 
獨巧の两主は無《じも佛巧のためじ R 蹟せられ■•神巧 a — マ 巧 田と I おはれた オブト—大ホ画は が 度 
するじまつたのである〇 

しかし•せ夏巧興を檢ム巧を田巧の巧巧は•ナポぃ* ン のちなじサん じては居なかつた。 

遂に一八一 II 一年巧露と置した r イッ馨巧は泣に巧つて ナポぃオン々；夕 n •じ S 卞 &や中化 







名詞帮吗 . X ' ' 一* 

おはき育じも f わを巧をまし T ‘ f 一十丸？しわが、 g じちの襄をな一する必 s 
生じた獨15は•一八 S 1 5 1* 卜，7ミふ巧を•含琶 f 卞&じをつたのでホる。 

ホいで一莫一？スマルクを宰相として•獨这■が#一さる、や’さハおじは . f ストリアと 
«つて大 .f •面もなく襄まプ。セインは一八セ$ナポレ♦シーニサをひ•さを g つて，ア 
ルサス•口 —レンの二州を宙巧するじ至つた0 

この Ri て•プ"セイン王は、 i ドイツ皇帝じ器し•なじターの§£窒れたさホ 

しかし、その S 巧ち四王■主ハ大公■•五を■•七侯 S 一二 島 
ら皮卞ることが篆なかつた。 S ミ 系々 

かくて一八八八年クイルヘルムニ累器卞るじ及び、ドイブと • T : リア•イ？7は 
曼をがおした car し一九0七年 C は香を中を 1 7ラ；、；* Qi 《化が a はれ•等 
お まお f ミ や、巧 ' S おさ爭ミぐつ S 备拥の 5 は f 吿け•ミー Sr 巧 
じをんだ•時がか气才 i トリアの妻子同おの巧技に管 • 3は世芝相乎じして g たなけ" 

がち政拥の大 ® がそれでみる0 


1 化一の年じ始まつたホ化は•四ヶ年半のを巧に瓦つてなけ^れ】允一化ホーハ月に •渐 くヴ* 

ィュのキ巧な約となゎ共か卸となつたのでホ & が•駐になれ切つた巧巧は•ホ和な わの 後】九ニーニザ 
マルクス 內曲ボ扣琪し • w 巧は 極ホの ィンフレ—シ3ン じなはれ•巧ホホは全面的じな 財した0 

かくて一九二置年玉—ベルト大巧巧の後々«いで fe ンちンプルダ#軍が宰巧となるや•一 か■巧も 
モ巧したかに見へた獨这》も•一九二化年未 W のむ濟る化に巧つて•巧び«濟ホは大巧»じ R つたの 
でわつた。 

化の時現はれたのが巧巧のヒヴトク1總巧である。 

本*はまとして、»拥大度中から、巧後にかけて•獨民が幾♦の巧雞と«い•韋い K » じ巧つ 
て，巧遠のを■巧•がを自の«生巧を«つて巧た卑近な例を♦けて大時局下の W 巧の參夕じした 
いと思ふ • 


ホ 巧に苦しめられた巧遠 
器大巧富の巧巧じ巧いて • 

一义品ホ各 一日の すを•舅は巧？巧を 雲す るち ■巧に 器ち ミ 巧し •化* じみのを 
るべき大曼乂をが巧つ5されわ G でホつわ。 

«いて巧かは露！！じを おした。 

«爭はます <な雜 化ムて！！大 し！ 

完一^年の巧じは•セルピヤ•モンチネグロ •ベル f •ポルトダル‘日本が i をなとして ♦ 
お年じはィ♦リア•ル—1ヤが之れじかはり•一九一七年の存じは北米合♦■が•まを 
吏て R じ參か々いでホホ案の巧■がかはゎ.•巧にま那ぇでもこれじた力したのでホる•巧は* 
けて致巧を戰々雲したしかし•かなの S 魂巧な■の—交るじ巧れて•勇氣はちなし r ベ 
ル T . 某の-西が孤《を初めとし•東がじ於けるヒンデンプルダとル—デンドルフの南さょ•夕 
シネンベルダちマス，レシ？がて大ち•委の。シヤのさミ巧した•一九一襄晉こね 
まつた巧巧の S 巧巧く一九一六年のホまで S せられすチヤが星され • ポ|ランド/; 


ヤ*ク I ル ランド•，セル ピやを征服、ブルダリヤとトル 3 もかくて連なされ • 續いて•ル—マニヤは 
一九 一巧年のをじ 巧かられた ので あつた。 

巧にがおした巧を巧はリダと て ゼルを巧化し* n シヤの巧巧巧巧ポそ化するじ及んで一九一八ザリ 
ヴランドと H K トニヤの占 巧と なり度いて 巧 法軍は •ウクラィナ じ度乂オデブ ♦とク 9ミヤ半*に巧 
するや•巧に西なにがては•一九一八ホに巧かの一大攻擊が闻おされたのであつた"このな房の隨載 
と共に •を 軍ホょ く 度ひ•巧巧も巧に»巧であつたにも不巧ドィプはおじが化したのであつた•しか 
しせホを相手じ巧つて，がを四ヶ年キのおい面 •ホら ゆるま—を«けながら常じ戰線で巧かした 
W 这 W の力は•表つたくか大であると.云はなければならない。 

かくも巧おじ巧ち誇つた巧逢が、何ぜ じ， »化■としての巧あ々巧なけれげならなかつたか•勿論 
一 ■內の W 巧もかさして來たであらぅ.巧みもホ巧 じ 度れて交たことであらぅが•故®の原 H は•た r 
そればかゎではなかつ わ。 



* 

• • 

度巧で《つてが巧で化けた 

f 

今•.獨含をの畜を、«時•束が技 g を巧巧してちたル—ブン f ルフさ自らの ，、 
ことにしよぅ* 

ri か 《かしだ 理由巧 f 軍のさじおがす ることが化 来な かつたからではない。まちこ 
巧 巧して居た 寡を 住者と •蓋をおの 巧ホが •ささの S 的 まの ためじ •妄じ RK され 
巧の背後で •面 おがが！ I したからでみる•」と0 
まつたく’ 巧軍の 言 巧の かく•獨 a は受口 軍のまの 毒矢•のために 化れたのでわも。 

R ひは古來ょり•巧ち巧か、 f 兵の度ひでホる巧力 R を玄と卞るものであを•まじ S 
《外交®、巧 li 富じなつて、 S の兵まして戰ををホはサ、なをの夏の■お力を S させる 
ところの思お戊ターちなつ T ' 5 二と 客と I ものである 0 
••寫货爭じ於ては•巧じ爱ち•思—夕累を極めたのでホつて •聯合軍は •ミ軍 sf 
法くためじ，ち米•巧5ま力としち■ク，ユ—ち妄のじお a ま本受かり • E んに3攻 
撃のを芝器した孚あつた。赛*まし*た，，ュ—ハゥ5を答 じ •この 蓋か各せら 



れたものでわる〇かをの】例を♦けてをると • i * 合軍は 《 才—ストリ巧おにおし r ホは巧 a 軍の】 » 
じ巧して、巧日の巧に巧斤機から數十 A れのを傅ビラ々ホホした。 

その宜傳ビラじは、大巧ホの巧な意ホが寄かれてある0 - 

「獨这兵じがぐ！巧連は一たい何のためじ«つて居るのか、祖■では今，巧の巧が•巧の妻が•そ 
して受卞る子供が R へてゐる〇巧をはそのお族を巧けたいとはあはないのか〇1■巧のエ典ではを業 
や•龍柔がけはれて•一切のををはた早止まつたのだ。 

一日も早く平巧が來るょぅじ、巧ちはがを括て、国巧へ巧らなければならない〇じ 
をの单か巧貪のピラや、及なじ夕巧が迫つて，巧れた兵女が巧壌に想ふ*•巧巧からともなく*な 
つかしい•巧 H の巧巧が巧れて來ることもあつた〇これも聯合軍が •»» 兵じ化寒をあひかさせるた 
めじをおじ巧つて冉を軍の记なから巧を泣に巧つて接巧し•これををつたものであつた0 
义まる時は•麻合巧のを傅ピラじ•「巧*!田ちの乎巧」として、お壯な B 巧の巧勢を杳いたものなど 
をホからホにホ布した〇この紙じ巧る宜傅の寄矢は•巧んど巧日のをじ巧逢みの«巧に巧0化いだの 
である。 

か何に巧巧な•巧を兵も•巧合軍のを巧の煤に•ず•巧 W の家族が煤へ、函巧のをををが止表つた 
と e いては、ちつとして居られなかつた〇 • 

♦ 


ちがぶ i 衰一《基け T 」 まミ SG た《じ審けたのでゎを， 
今目のかじ■内が愛して居ると历いて主 》5つて來たのでみる々 

一なの黨ボー赛暮する ことは， な巧の;;々でホる fp 5 力を？なつたのも含はない。 
この W 合巧の惡じ封するを傳は ホい じ 

こ《で•まつたく•星寞つてしまつたので ぁつた f — のを《の巧壬はさ今一を i ふと 
つた^^ごプルグ霧巧ををして•「吾れ巳巧吸を典へょ。」4量しめたの装じ化の巧でホ 

て巧苗は夕てサ||へ！めに.——もつ 
て—富—し！ yi—Tf ri 等をミ5&らミ つ 


當時*をの 國巧倍巧二】 

f JIA は、？巧一 i 雪じ e けら n たばかかつた。 

I ま— f から難胃ミし•雪星夕」 T 含達 f ミ_ 
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• .ころで化板を « けて居を。今じ苗民が巧つて平がを促走しなければ•巧を西は：*この化はないとと- 
ふをなことを枉んにを巧し •ホ化思巧の魔乎はを田の工場巧にお入し勞« をを巧のして g 業を巧はし 
わ•おおがホの巧通機 M を停止し•まは左巧•水な•，電巧のお給を新つて•がにを！ fa をして•「巧- 
なの巧 •巧みと巧への巧， のを化を現化したのであつた。 

巧めホ々では•至るところに巧お•かおつて•「巧を止めょ••.平巧を化塞せょ！」とた叫しのな藥 
.は巧を38ゎホいた0 

この巧がじ力々巧たがを巧は*サホの新曲 > 通信網を1 1 巧化して.！1逢の函巧巧 a と•度かの« 

&された 狀 化々せおじ報巧し•ぶは曲宿の報巧を作つて•これを を傳 した 〇 かくて化巧の輿論を 一 》 
巧这にホがじ巧つたのであつた。 

「巧れじ一つの P ンドシ タィ ムスなん〇」とは巧時のカィゼルの巧きであつた。かくて»»は•た« ♦ 
を断たれ•巧巧を！！たれて•巧じ g 合巧は 1 齊に！*巧田をおかの*地じをひつめたのでホつた • 

今や祖团日本は•その乂巧卖ををまの巧じ巧して居るが • R ひの相手は講じてまホー■ではない • 

ホにか何なる巧態ボを生するか•それは晰じ難いのであるが•今回の«はホして現化のかき生やさ 
しいものではないとまふことを•再民のを B は巧く覺巧して居なければならない0 
巧じを力•經濟、ホを、を巧の围おな力 A を g 巧卞る最巧の巧ひじがては•.祖■日本の巧巧は！•ての 

丸 


な力しょ i し；じて•大巧じがけ i な —a のかく今—な i じなつて. 
對養からを ミ わ、蓋な芝が巧 はれょ.乏も•二わがた*に夏の、むが法ふ巧でホつて 主なら 
なも。 含民はさ一る 《力して•器なる田麵じホ争ることがホ つても •あくを 5はな S ミ 

^ない。ホ量 S 曼に對毛•同じ芝ミ同おザち es キなミ t つ5内^1 

を—す様なことなく •政巧の目的じなつて最後まス霎しなければならないのでみる。 

^曼をに頁はれちホる大事お巧のかさ巧単なる巧人の•自由—を—.】值同蒙さ’ 

比り%ゎ •《 i 尝ミミん奮畫•二5ち重•へ i ミ夏は今後 

化2じ巧いてもホ々、どて、か、 る 巧巧の わるホに f ては、 たとへそれ 

らぅとも夏は•を日本養のちにがて•これじミたる g みかへなけれげならな、^をであ 

a . i^ini 

屠が惠む程•夏はーター s 掛が必 R でホ*と思ふ • 


•だ餐么が意巧の]隹ぃむれらピ乘 I こィ 


當時巧逸の国內情巧(二) 

しかし•なれたゎと雖.も • a 巧—であれば，，}モ•旧ヶホ半も«ひ巧たのでわち〇この力はぇさにサ 
ホの w 異とされて居も。 

そこに巧巧の偉大さのみること々巧をしてはならない0 

せかから « 立した！*逸は、田おから軍需なの»巧に ァルミ ニ ユ—ム g あ、««、黄銷«•白銷 «• 
♦製のお具を i した；黄をも•寶おも衛巧した' 爱！■公巧は九回-出された•開«ょ其に，#含 
軍からは食 g々ll たれた〇巧席々おたれた C そして田巧がする巧そ*たれたのでわる•巧つて】 
巧のホも、.一巧の巧も、】魂の巧も、これを A 入ずることポ出来な < なつたのである。 

せ時獨4 は•バンの巧巧である麥を歌ホの み巧から雜 入しなければ 函 巧の 需 巧を滿た卞ことが也 来 
なかつたのでみ 6 が•これ ボ帷 乂出來ないとしてるると、日常度のバンめを 巧わし •これじ 代る ベタ 
ものを作らなければならない#目となつた。そこで f ィブはを！■一 齊 じホパンを 食す ることじなつた 
のである。まパンは 巧 白しない麥をもつてかられるものでわるが•それもをくはなかなかつた 〇历も 
なく一をの 量は 上用ひてはならないと云ふことになつた•ホいで•一巧じ一巧の「*巧 城食 デ I 」が 
*巧され、を日は扣肤されたパンを•更に半滅し•時には一日中た 食 さへしなければならなかつたの 



I 二 

y n での n ? め i パンの i 末： if こと 
夏はバンをやめてジャボま大巧を 2 にした。 

じ巧の堇巧巧しく苗巧をまし女、夏はーサの巧さへ貪ふことがか來なくなつミ日本人で 
•ればがじ 巧—はなくとも •也な はないボ•獨这人は かじ 巧— みし•これを 巧 食とする ■ 

で主 tit しんを巧を，#?をや蹇とじおつてかることじ巧々した。この時である？巧 
獨严ホん巧*巧し T ッ I * I ジや巧を作つ 5ミ」 と 某に 寡しこ。 

やがて7 411美乏した.麥や木の茅のちしたものが笛じ用ひられた • 

タバコ•か無くなる主巧の巧、 シナ々パハ ♦等が 谋 じされた- 

葉 U く無くなつちそこで if れなければならなかつち更—秦旨--藍•か 

ny yf 

3:;化 ゎ。 昼 f ， f ゎ f 芝もつぶ f れたと 


そぅした なホのぞ* と 巧ひ议けた巧を である。 

巧ひなつてなおの巧±ボ* «巧に K つて是ると•.もぅわみと云ふ A 資を巧め ga もをく度ひ蹇くさ 
れて居た巧巧のを+1•巧巧のを■巧は.それこ_そ獲巧と•巧巧すをで•巧せ巧へて居た‘巧じそこ 
じは’ ^<|白じなった巧の-おの’を兒の，.巧れなホボ泣ぃて居た*かくて巧*!のを主じは巧者が«化 
し•巧巧巧が担*;をなめた。そこへ共を主義夕の國巧 iKar か巧«したのであるから•巧逢—は§更 
じーホのすまと淀&じ巧がれたのであつた- 


巧におけてはなら S 

その上、か載となるや#合巧がか載田の«巧じ巧して.責_しホを植まる巧求を出した* 

ぺルサィユの#和 18 ^ 2 がそれである。 

巧ち，おなをとして，一二ち一二十值ホと云ふ，トテブもな.い天义が的度チのなをを巧め•巧ぶ隹の巧 
化ァ ルサス" J レンス 义びザ r ルの！！巧をホ ひ •束方お巧のを巧シ レジ ャを#はれ •ラィン W のぶが 
は g 度金の A 巧として巧巧さむた•みまつさへ獨逢が巧一ゆ«みとして居たエホ化巧のル—ルは佈蘭 





B の 巧にち 這の g 分 じかされ たので ホる。 - B 
かくてべ； ュ— がね は塞の手 t ざ おた寅々切でてし まつわので わる- 
もとょり H 巧 巧これじ？たけ？蔓 i しさは•どぅする，】とも— かつた。 

—ty 舊 ii I 求み f i び 

i 逢 n ち。 si 巧蒙く • sef s して f 

ミそき を—; ミ J ミ f ss さ — r 

ミ s ももつ で sss 乂卞？ 威 ♦して fo 2 

SLttt* SSI- 4 0PS. 0m0i. 0is^afo 0\ 

《 i#sn 5 さは•另 els ミ•がんと♦る々ミミ。 

5は5巧典のた & K •力 SK ならち 
今•ま W とつて 5々 c さ#6五ミミ* 

ミミ早，ミ■ご 


- 九一九年た巧廿巧 H 




もこと じ' 巧化極も研示でわも0 

i ひには麵じで R けではれらない©でミゥ」祖麵日本も•国巧のを夕5けではなミど 
とま ふ巧い巧をを巧持し泣約を巧を斤ひ、か蓄さ巧しで•蔓の度ゎ々、しつか々西 A てさぇ巧れ 
が、か何なる田！！とも戰ひ！！ B サるのでわ &• 

「■ IB ま今替巧 A なる aw に■而しで-で败 S の巧名&ではなをいので t ゥ」 

巧じ！8&»巧は、-#南巧を||48さ&、やその巧日1*巧じおし》巧びホの巧^**^*^をして巧る0 
「吾人 G 损失〇 …… 生«地城の 二 «• 13|» は； • I お炭 5 の乙みが】*— パ 生* 賴 ® 

田み 01 、 — fill 《 S み《田 • I 城田地と商9とはミ。」 

II 逢 致 《 

しかも巧«は大 g 中二巧*の g な&»±を失つたのでわつた。 

その上、 ISJR の！■巧は、！ Kil ホ及でを面的じ隹巧々 »し、 ■ちの臆ては生ネる#なさへえつて し* 
つた。 

.■家にこれ巧の不幸が义とホらぅか • 



• 巧後の固ほ生活 

かくて•不法なホ判を巧けた巧逸曲の經巧巧はな々巧巧を失ひ•ままはをホの一をじ巧つて*!•し 
た。 

ホなの巧なをを巧をはされた•一* a のを R ホは•巧巧にお&し. WA 巧巧のマ—クは•時々筑♦じ 
下を して巧つ たので ある。 

お前の»巧ーマ—クは巧巧の立十 g 巧のがたを巧し v -^ たのであるが、巧時の外がクゥナナゥ巧が 
巧されてから•巧！；の一曲ボ四十マ—ク’百あ十マ—ク•お百マ—クと下がし • W 後ーニザ目の一九二 
S 巧一巧じは K く巧れ•巧巧の1曲が t じ三一萬マ—ク•セ月-し竺二十お萬マ—ク•その十一月じは • 
巧か1凹が二巧一千なマ—クと云ム大を示したのである0 

を時巧逸では，|’»巧の紙巧はこれを41{一?として資襟つたザがを目になる。」と云はれた化でホつ 
た。* • ♦ 


巧巧の3©!^^はまふぇでもなく，面坛的じ信用ボ下をしたことををホ卞るものでぁって，か巧じ巧時 
の巧をが，を》のな用を失つて居わか r 巧はれるゥ 



かくて巧逢《は、財政的にも巧 K がをつて巧た0 


かくて 巧逢*は*が政 的じも 班な が迫つて來た〇 I 

巧つ，て> 呈巧々のを巧も • 寥の巧乏のためじ’か樓じ巧巧はれたのでゎつた〇マ—クの丢じ 
巧比例して•をは！！♦し、多くのお片生巧者は、巧末じまける給巧では化かじ二がのパンを K ムこ 
とし 力出巧ん々つたのでわる〇日巧•ホは一日じ二固 も マ—クが下な して 居るのじ •おけょ 一 S をこ 
巧けるので•あるから •たとへ •今日巧く を 巧出來るおをにまで•給巧を上け て 貫つ たとしても•ホ S 
じ給巧を 手 じする時は巧に大巧な f であ 60 • • 

.却ち一画の日奪は、巧じする と 二十一田を巧ふ譯でホる夕 いざ H ふ日じなるとそれ夕 
十曲かお旧化の巧巧 じ 下をして行つたのであつた0 
勿《巧巧としても•ホらゆる手巧をもつて•マ-.ク e 下堇巧止したのでホるが • をくところ 
それはどぅす ることも 出巧なかつた0 

當時議會で 《をした大巧の 俸給は •巧 巧の 写丰 田.暑で みつちか、 こなを 巧 おする日じは’* 

じ二十 拍の價がし か持たなかつた なぞ •マ— クの 下な はみ 巧 刻となつて來た〇 
おつて かをの i も 》 ® 入 も 思ム樣 じぶなら ない •物々はか 乏じ吿ぐじかを を もつ てした。 

巧びかもなくなつた，巧巧も > 再お*も無くなつた〇なおでホをじ典へ る 一巧の 牛れ さへ〇かはホ . 
じ入らないまでに 函 巧のか巧は巧乏したので ある0 





田巧は牛巧の化りじ K のかをナィて暮した。 

商巧の前には、を巧の巧みした婦人が、僅か一片のパンを巧るためじ • S 里の巧をホさ、一日も待 
たなければならなかつた。ホは待つて居る巧に化かが資切れとなると、巧はを曲去曲へて家じ：！わ、 
誰じなく受兒をホいてなおした。 

，が»は§の不あから巧巧し，幸ひ生れ W る子供があつても•それは巧のホが出ないた A じ角で& 
ことが化來なかつたのでわ&0 


ヒツトラ I 現はる 

しがし獨»«はたびなかつた0これ程のましみを巧けながらも、 巧»人は》'^'ブト堪へ て巧た〇化 
«、巧巧の W 面ょり 化« をつわ 巧もがに たびはしなかつた0 
これは を！* 逸 お 族が•虑 けられんばなげられる程' 爱 と 化へ て • tt 力 一を•祖 ■巧 興じ 
起ち上つたからで ある 〇 c 後 お中年は巧つ巧はずと云はれた ！ IIR ボ美事に 色ち上つたのでホ &• 
m 達々 讓れ」 「巧 1*を«れ」の*は•この 巧 &• f のドン巧から 用せ ずして 沸ネ 上つたのでホ 



「函 A れて巧！！®づ。」の通々、阳もなく祖田！** 9 を巧興卞る* S はまるところに « 生した。 

現在の大 aws 面を建投した、 ヒット ラ—大雜巧 は、 まさにこの*中に化現したのでみつた • 

ヒブトラ In なの ことは 者*々巧る こと、 して、化 g にはがベないが， » ひが*つてから责じ十ホ 
餘年をしみ巧いた獨！ a 巧族は、傳#の血南の中に«に生巧におして g なじ、しかも合 a 的な巧のを巧 
々断巧し、固巧互じ相巧めて今日の偉大な巧 a ! ■夕々&巧しわのでホる。 

本香は、この♦い巧&人のな巧から生れ化た•資生巧•見巧へい»ゎおもない««なを巧がゎを • 
あ々のま、じ傅へて巧をたいみ巧ム〇 

巧逢面巧巧み目弟して巧つた時のななは•ぇづを B おじ巧して•ホの如き生を上の大本十一!ホをぶ 
した0 

- a 逢生 s+n 

一 •1« Qg 餐たそ♦ムが！ ia 入の巧なにな&樣に法！！♦なけれげなられい0 
二•外 Bat 使用卞る♦をには•それだけ自一一を夕をに卞 SC とたをれではなられい。 

一うホの金はホ->て«逢入なかの者に«けさ♦てはなら〇〇 
田 • IIIIIICHII は ftl で外■の■械た使用 L てはなら ca 



s* AMO 食 XAt ホめ食 々 K 用ムることは • 黯乎としで # R しなけわげなられい。 

々，义ネ 1 書 < には • 麵亀の Y ン、 BMSe ィンク • 而しで |1« の « お « を用ひ • «a の紙に鲁かわげならた 
ホ、 naQ-flr 觸逸の女 *• 一一しで S のビ 《 * のみボホの痛 « に «»* をを卞ものと巧れ， 

ル，巧しもホが* «*め參巧3|じ》を好*»ならば，*««»地め3 -ヒ1た>*なけれげならに0 
九•ホ原には獨逸の布を用ひ〇氧には niMKQW 子を植られげなら亿〇 
10•外■のさ HA ® にまはされでな上の戒律た釀らた«に注* I 人が«とちつても •«* の生產占は • 

母 ■«« に唯 r の！！值わ64《たること tK < 巧#わげなら AO ( MsftA 】 (な 上 J 

な W 日本も現下じ*して•一 t この也薄へがみ巧ではなからぅか。 

は下巧 a 圃 巧の生巧否せじついてなべて巧ょぅ。 

% 

巧这とわ•を 

— 々窗 ぇせるためじは•自■のをを外面へ巧さないホをを巧らなければならない 0 
同時にか田からは•一任でもみくのをを巧ろことをちへなければ•をの！■は*ぇない0 

巧巧の獨巧は•化の K - しお 中せられ た0 


A サ乂 « 九のそ，がる A がが合 B で M I 上口每へ所 A 案な»のな衆 
〇ム-玄といむれ R み•とこの資旅.でが合 B ゆ田時がで 
•う A わで A たい薄ゆを ■* ザ *1 こな 


巧巧の巧巧は•化の K じ巧中せられた0 

例へば•巧巧人ボホ围へ ft 巧するためじは，公用は圳として•一 A につき拾マ—クは上の金を巧つ 
て巧くことを巧じられて居るのである〇それは♦じ旅巧 させえ いとするのでは な <•—巧のををか ■ 
へ巧巧させないための筑巧であら〇- 

おつてル田へ旅巧したをは、ル*か^を送つて巧ふか》 がマ|クを巧つて||境を慧へ.そこから 
ホきは' 自ら 何#かの化 入を巧ながら が行し なければならないのである0 

數年が•巧巧の靑年が世ホ1巧のみみ大反じなち寄つたことがあ&0 

その靑をのおに巧ると 「獨巧 のをで巧巧卞ることは' 一巧 面民じも巧濟ょない し•それ じ技おで巧 
をされた拾マ—クは上々持つて、晒を的ることはをされないので•自々はを函を規巧するたホにお g な 
巧ををひ立つた〇それで•を化でホ巧してをのれ入で巧を«けて居る 云ふこと であつ た 0 

それ々巧いた•巧時の大反ホな巧巧長生田五巧巧は•大いにぶのして•早速その靑ザじ「獨 A の靑 
年」と云ふ酉でホ巧して貫ふことじしたのでみつた〇筆ネも、その靑ザと規しく巧して感激の一時を 
a したことがあつたが.まつわく •その*々巧興させるた女には•を■巧がを々この也巧けでわかなけ 
ればならないと思つた0 

また、ホ年バリじザ資會が网かれて、その化な巧所^るわめじ<;^の«を人がバサじ一わつたこょが 

二- 



巧の パリと 曲いて見れば•のきをゎの巧をならキァフエ— や、 ダンス* —ルにもけつて昆わいでホ 
らぅが、 バ 9農ゃ、 ななは巧をはルのをは一切巧たせないのみか•その面の給料は 雜 てまで ’そ 
わ#出巧員の寒族のホじなされるのであつた0 

巧つて獨 JR の出巧負は • 一 ばいの n I ヒ—さへパリ—で巧まないで. 食 ♦から起居】切の用を自ら 
乗つ て 來た自 W の巧でホぇせた と 云んが，さし 撤 をした巧約振りでわる〇しかもそれに對して一人も 
不服を一友ふ巧なものは居ない0 

むしろそれを當巧のこと、し函民の g 巧と、む巧て居るところじが棘を«た‘獨巧の化が«はれ 
る。 

をくたのもしいほりであも0 

ところで 巧をは最 あそんなじをしんで居&かと云ふと•巧してさぅではない〇現を巧3の勞»階& 
は一時151マ—クカま一•ーマ—クとまふから•一日の勞 の貧 金は十曲見 g じもなるのでホる0 

そのか入はみく巧蓄して•一巧も無なじは化用しない。义政麻の公な資化しじ R しては巧れホにこ 
れを*つて政巧の仕事のためじを力するのであち。 

みしてそのをを持つてホの後ををつたり •お 庭をましめる巧なことはしない • 


祖 B を爱ずるなら•よづ自田のをボ巧へるおにしなければならない 

それには•自面おをを用し入は無せになはないで•少しでも多くお蓄することであち 0. 
それが自分のためじもなわ•义苗おのお玫、な巧へな力することじもな&のでわる0 


巧な国民の八ムお也 

「お互に同じ化の巧#5巧巧でわる〇」と云ふおへの巧い巧&人は-お互をそして•ぶにホふとぶふ 
なことがない0 

この巧統のちへぶが巧巧して化ホの公を、むはが玲巧巧して居る。 

巧 巧へ巧くと•おの 甫 巧に 巧 山のがホのがが 植 へてある〇巧ぜがホしてホると•かさいで化 wf の 
くところえで 巧 山のリンゴが鈴なりとなるのであるが、一人としてそのリンゴを失 化 ずろ者がない 

5。 

»をを W まるところの道化の巧«が.これでホ&が>かつて9ンゴ巧人が汉はれたことザないなぞ0 
西化 a 人、が巧巧の•♦い田に比べてをて巧と*しいことかとをふ0 




な w の木々大巧じ卞 6 ことも义驚くばかりでわも®こ；：じ r いて H 本の紳女がのチ供じ乂目ぶ 
を貧つた A 快な巧ボみる0 

或も日•日本の神±は•伯林に居るぶ人々巧ねて二人でを H へ曲かけた〇ところが巧のおなく新！！ 
の木の菜があよりに美しいので•その一枚々ムシ4みつて—んでをた。 

すると*どこからともなく八•九ネのモ巧がまつて来て.「才ずサン，.あなたは大•なこよを卞 
る。ホなたは今木の葉を】使みつたが、もしも•こ S 公田に來る人が•一人一人. 一 A の餐をかつた 
ら•この美しい木はどぅなるか•木の葉はむしらないで下さいよ〇」と息きをはづませながら注煮し 
たと云ふこみでわる0 .. 

日本のか女はグィと W を病された巧なあひがして•その子巧じ時く巧びたとまふが巧ふした公♦•む 
が僅か八•化巧のホさな子巧の巧にまでを植されて居ることは、睾巧敎育の力か•それとも兩«のお 
へか•いづれじしても責じ巧しいことである。 

そん譯であるから•道の上や•人巧みの巧所やな上に唾をれく#なぞは夕論見ることも W 來ない 
し•巧や > 公历で巧巧を一つ拾ふこよさへ化來ないちに巧潔でわるとまふ。 

おじ R や •其化のホわにつ いて 見る と •ホ化口では•巧>頭に一巧の 方巧から m ♦を巧つ ことは.ぶ 
みまでもないことで あるが' «享や•汽車の乗#は •かなら ♦•巧 リる 人々巧つ てから•自 々が, 



g ホのホこ厅しをつたりをを典つた0するんホ 





ずる。ホ降の時に巧し合つた々足を w つたゎする人は】 ■;< も居ない J 
义、巧雜の！||^はホしてその巧单じは乗られない«じ.巧れ口を«乂るときは*|ムナムバ|の# 
«れを巧けて坦乂るから、ホを爭つて•乘单する«なことはない0 
車中で一二人がの ft 席をちなしたゎ、ま人や子巧ボ巧るとか目で K たふ0々するおな•そも巧ないと云 
ふ0>前の♦クシ—は一巧にホんで客を待つて居るが•たとへ巧のを中の巧車が氣二乂つたから•そ 
れにしたいとあつても，断じて•巧单のおは•をれを表なしない。 

W じ冉々ると • *韓乎が同を巧ちみして•ホをホひ合ふ A 々なぞは•凡そをられないのでホ60 
總てがお互のわめに、お互ボホし合つて居ることザょく巧る。 

それがた女には•函巧がまづ同じ血を持つた巧族であるとまふ考へ•それが同じ S お•同じれ會で 
同じなじ*含みをして居るのであるとまふことを•ハヴ**自覺しなけれげならないょ思ム0笨<|は 
化の K じついて特に同じ血を巧つた巧 B じこの♦を切ま卞る〇「お互は巧血である。」とまふ自«ル k 
じ•てみ巧めわいとをふ。 

社♦々度くずるにも、*々をくするにも•まづこの•む巧がか巧ではなからそか。 



巧を固民と時間 

»巧■•ハ7リャの山荘に住むファゼル>±は•いつも大學へがホで巧つて居たが•をのた生は一一-巧 
六十五日休日をかく化' 一分の逆ひもなく八時十みがに事なへをくのががである0 
巧巧の巧の人々は•ホ生がるると•ッラ八诗十みがのホ生のおるゎだ。とえをを«準時がじしたよ 
をそ】とであるが•大巧のホ生じ巧らず、 WS 9 では時冊の板をとちふちのが•資じ•正巧で中後ーハみ W 
集貪とちふと•十分前巧じはまだ少しの人の巧も巧へないのじ置分前じなるとたちよちを負の人がど 
こから來たともなく巧ふと云ふのでホる0 

ぇた人みめち卞る場合には•かならず時晒を打合せてわまする0巧日會ひたいと云へば•では午前 
何時何十々じ•來をを煩ふとかなの方から出かけるとか，*て時面をもつてれまされる0 
巧つて._巧日の•サァ午が中化じなひます」0なぞのななとした約巧なぞはしない化でホも0 
又ね巧したは 上 じは•かならずその時历じね巧した巧巧で會ふことは巧 A でわるが•萬一止むを得 
ね巧かでもを生した場合は•かならずね巧の時曲よでにた方へ•その由を傳へかしてが乎义を$の 
やに待たせると云ム樣なことは巧おとちつてよいおじ時巧に巧する®をは厳重でホる • 


，一り,々 _1 卜のそ 1 りい 一 ，一のサ'卜い"巧ホ'け年一の人るみか.が卜ん • 
んで一め サト 六め ♦けか-- ，一の サ Wll* のそけ！ U ♦一 •一め か卜 3 の そ口け 

»ょ<«巧かサー•る 


巧面を R 守する化であるから•巧日に對しても正巧である0 

獨 a 人と 刖れら時に、「デハ义來巧伺 ひます 〇」 とを つたのではを用しない0早速が沿の何摩日 
ですか」と閒ひなへされる 〇そして巧 n 日の午が何持巧十々ボめ 巧され るので わち 〇义•をのみでこ 
ちらの都合が钟ら K 巧 * 日じしたもの かと 考へ S 6 と •「では*受。霎へて頂いて後から巧ら 
せて 下さい 〇そのな こち％ の巧合ら«おホいたしえせぅ〇をれからね巧し'>♦せぅ 〇 」 と 来&0化して 
大まかな日や時は巧巧しない0 

これなだは•人じまホ々かけないと共に、自分もをホからをがれることが化來るので•お互にが巧 
合でホ60 

巧ま約束が火 B じなつたり.午き一時と云ふ約巧が一時半の•一二十々もぞく來て•おのものを巧 
てさせた々•まは 二 時半になつて • ョコ やつて巧て•ホをを大巧はせさせる巧なことはない 
のである0 

筆をのぶ人でホる！*達人は’度おで？巧ふの工場へーヶ月巧るつてちわが•ホ佑•か川おを誰れるが 
面をチャント<>待て居て、いつも五み前にはそのぶ人のホが巧場に琪はれて居た。 

二十々も早くからホてボンャリとがつて居る人がわるかとをふと . W 巧助民じ.ァ—ョ々ヴ * とを 
ゎ片らおに巧び采るなぞあえりょくない0 



o ミ 

日本では•日本時历と云ふのがあるかと•あふとそのやじ や、 正巧 さを もつた•なな時而と まふの 
がある0 

化の历も午後六時集とを t わたホる會合が’一 S も5111れたセ巧に漸く受ら n たのが•ホ 
つたが藥つた人は、.あ十人巧くもあつたのでみ&から•皆んなが巧をした時历は五十人のをれ實じ S 
十冉を資されたことじな&のでホる0 

「時はをだ」と乏ふ•巧び巧じ時历は巧巧へされないのであるから•巧历は常じ 巧 用したい もので 
ホる〇巧15人が诗をやかましく云ふのは•お互じをおをしないと云ふに ことじもホる が •—じ 少しの 
助でもこれをち《じ巧ひたいとまふところから•.化巧して居るものとあ ふ® 

色んな煮ホで诗じ巧するなホはもつと正なじ厳ザしたいもの C みる0 


巧逸因民とち澄 

獨巧人のをがが日本の工場を暑つて居た處•ホ用な巧所じ！！巧ダ着いて？ のをを ると •どうも 
日丰人は電#を 無な じする〇とまひ乍ら•まるようじしてその！！ しじ 斤つた。 


巧か一二十巧ホ化の«ほ一つであるが•■ホの巧费じ巧しては•責じよく化をを卞6。そ；；が H 本の 



座か三一十巧ホ化の«巧一つでホるが • t ホの巧费じおしては，黄によく化巧を卞 60 そ n が H 本の 
工場で•しかも•巧をじ»山の AH が•♦ンャリして居るのじ•今だそれを一人として巧す IT かなかつ 
たのでみる 

又その工場では•よく巧業をやつたが1巧の仕♦ががると•♦の材巧を•械じかけるまで二十々化 
づ、かまなければならない時があつた。 

そんな恃には•をちじす巧な»巧はこの巧*5人のを師の乎で«されて居た〇電度を清すのは aa 人 
のを巧の化事の«で*じよく«ほを巧卞おがだと 1 H はれて居たが、宙逸人のを巧がおてからと云ふも. 
のは•その巧ホの«巧巧用巧が’いつもの巧よりも多くのの力•多くの電«をなひながらも•無 ft な 
時阳をおをがけた r けで•用ガおの巧用巧が一二々の一もがくなつたのであを， 

それは來，巧めて日本の»エ連中も無&な«巧はお互じ氣をつけて巧して坦る«になつた《 

又、巧！！ fjg 巧をは，ァパートまなのが多く'巧段や«下に•電«が夕山あるが•こ U も人がホる時 
か•か巧な時じスィプチで K 火し•置々阳も卞ると自巧じその«巧が巧へ&巧に化巧ておるのでわ 
る 

又，巧法へ下宿した日本の巧#ホが*る巧じ«巧々つけて居ると•いつの阳じかその巧«が巧さが 
てち60一寸便巧へ巧つて居る历にも惟なが巧されて居る•變な異合だとよく氣々つけておると•下 



おのおかみさんが•巧に注童して•居て無なだとあふ巧は•巧直なく •苗みでをの中へな入つて来て 
は•電巧々巧して居たことが約つわ0 

日本ではせからケチンがのことを•ぶじ火を41ずと云つて • a — ソクも巧ひない人だと去ふことを 
g へた言葉があるが•用逸人が«巧々巧して■一るのは•無な々巧くことであつて••節のとちふ*ホも 
通用しないちに當巧なことをして居るまで r みる•か要な場合は.ま々と迪當な巧るい！ R 光を使つて 
«じ氣待のをい巧るい照巧じする0 

巧巧の巧巧でも•巧逢のを11のあがが»いてある«所でも街のをとか必巧な場所は•資じ明もく 
て•薄巧くて»をが讀めなかつたり•巧い商巧•時い住をのまと云ふのはおんどない。 

ホち下宿のおかみさんのなをしたボ•このおかみさんは最胡-をへ巧巧をつける時に.自ら乂きな« 
光と巧をへたので•そんな巧光はか巧ないでしよぅと云ふと*化のまで*香をするじは•是非其 こ；； 
だけの巧光がが*だとがへた人であるとまふ。 ， 

おわをないて’み巧の場所じをか卞〇この、むおはいかなる場合にもかおであもとぶふ。 

か巧なところは巧るくしす用な時は ドン-^ 巧すことである0 

ホ i な ことじ ♦まの住む近くの ホる 住宅の門の巧巧は•日中义巧の光りの中に おらされて •いつ 
もホく»いて居る〇何の必要があつて•日中«巧々あ费しよぅよ S ふのか0 


モんむおじ限つてを巧は • K に#暗く•陰《な' そして.を巧の巧ないおをでホるになひ公い- 

巧を困民と巧か ( 一 ) 

ホをの 巧くじ W 巧の畫おが住んで居たことが* る。 その畫おは•友人の手巧々度みたると’《を曲 
して •その 手紙を 巧り巧め た’> な，】 とを卞る ものだと？ 居ると • g 妻の上下と’度ホの島 じ 半々 
化ひの餘白がわる 〇 をれ をぶゎかつ て •ク9 ヴプじ 立めた0 

巧巧はかねて•獨这人は'巧を大切にすると«いては居たが•なる巧これだナとをつた。 

その巧片を、まは メモ じ •巧は、 符隻にしてかしの無せもなく巧ふのだとまふ0 

少し大きな 巧 ホは、スヶ ブナの下« きじ 用ひて 居る •をいものは ダラス 巧子の巧れを塞ぐのこ色々 
動なのお々 ぅまく 切つて*なりクけて居ると云ふ巧で巧 かな 巧片もこれ々巧かして巧つてちるのでれ 
ろ。 • 

义、その畫ところへは，巧&から•いつも相當巧山の手巧が掉くが.その乎紙のななが一度化 
つたものを裏巧して巧はれわもので*これが•日本じ居るこの畫おのところへ#びお生してをられて 
來るのでわる0 



-ミ- 

つま 〇】 故のお巧が二回巧はれて居る譯である， しかし讀ホはそれだけで 感 也してはいけない。 二 
巧巧はれたお巧がこの畫おの乎じか、ると•巧じ一化の立派な巧の坐巧■じなるのである〇來なをお 
てないで，百枚巧くの巧な々稱でおゎ合はせ•これじみ♦みを一寸塗つてな巧を作0•これを巧し1 
巧子の下へ敷いて居た。 . 

叉，洋巧の愈々どぅじもならない巧巧は•ーヶ月化水の中で FaFa じして•これ々夕•トンの«じ 
巧く丸め日光に巧かしてせく •それ々冬スト—ブの中へ入れて石巧け々とし わり . A 民をたくのじ用 
ひると云ふじまつては，»かざ6ダ巧ない0 

又，獨巧の K れおちか•ボ—ィを巧んで巧ひを貢ひつける時に化の中からザラ用巧を-化かり化 
し》その巧を】寸牢方ち化ひに切つてそ U じ用件を»いて巧し•用巧は二つにホつてれの中へしまつ 
たのである0 

巧逢が再興したのも無理はないとあはせられろ0 

巧逸ではがふしたを個人の閒巧から•用巧におする世巧的巧単を作つて，書巧のおや> 巧紙の寸法 
を一をして少しでも無はやぶ費のないなじむみけて居ろ0 

を近巧ボ闲でも、規ホな一の用巧ボ用ひられつ、あるボ、をれも顯く】巧に用ひられて居るばかゎ 
で§て、便蓮の餘なの巧用や、巧しい义人にお巧の裏なしを巧ふなぞは巧たこともないし • で 


自ま巧のお巧を作つ たこと も耳にしない • 

巧をはお巧ちいホ事生から！！巧じちするぶ巧の争巧々數十る*つたが•いづれも巧筒は•寒やかな 
巧色な株入りで•を•銀のながホつたわ•便妻は • S な】れ«1|も卞る薇な洋紙が用ひられ•一 技 
巧に花#巧が入れてあつて> まつたく « s 巧くをひがした • 

これなぞ W 巧人ボ見たら何とをふだらう〇 


巧を固ちもがが(一一) 

化かな春の巧でわるけれども•■技を々が一寸氣をがけて«そし泣わをするのちをぅでないのと 
では•これをを田的じなた巧合•大變な巧巧となつて來60 

一寸ホぶの巧切れ一つでも•日本のを«巧が♦つてこれを曲おするとみの«な驚くべき數キとなる 
ので あろ0 

卸ち' を！一巧が一寸ホザの巧が々泣約する，ミじ巧つ て、 些ハ K のを巧が一日に拾さハ千八ち I 二 お 

セれ曲哲來る。 


•るんゲ Alt たれ S mftnm •でんか4•美で11111の it のた一 

•る114>>义と公 



これを ホ巧の化 引される 巧を軍 化と してれ巧して をると 1 B じ一音を 二連となゎ •ーヶ年じは 
セ卞七ち四お五なじなる。 

ホ今•巧の巧巧が巧くなつて居るが•これを安く息巧つて一连拾 M のが巧としても•ーヶザじセ冶と 
萬の千五巧田化のを巧となる。 

巧かに一寸ホボの3}1:^を巧巧卞ることじ巧つて，ホな巧«四あくのをが巧わ化來&のでれる。 
これが111^ザの紙片でみればその倍巧の二ち«田となる。 

巧じこれを巧 M 巧じ換 > して巧ると•一寸ザ方の巧ホの®巧で一日二が一ろ 二 千六巧セ十四枚の 新 
历巧が作られる。 

ーヶザで七千セ百乂十乂 K ち千拾かとな々•これを巧刊十二頁の巧 S とすると•二千ち巧九十化萬 
セ于一二がボ巧巧化來ることじなる0 • - 
このお字は，新曲れの AW 巧で一日百«巧の巧历を印助するとしても二十六日曲巧 a じ•巧斯しな 
ければならない巧の量でわる0 

又、これで•本を作るとすると•四六版 一二 百六十貢の本が，一日じ一 葛 六ち八十となり•それ 
が1ヶ年となると 一二 百八十化* 乂モー音九が直册の本が作られることじなるのである0 
今この本々なく巧みまねてをると•を女山の 一一 一十1巧の ft さとなる0 



义 、この 本を 一列 じ巧に化べ ると 集 京から大おえで 培いて名を 屋 あた o えで巧 狸して がる。 

化か一寸ホザの巧片とあわれるけれども*これをを巧的にちへると•は上の巧な數ネが的るのでわ 
る〇だから巧かの物巧も無なじはならないのである j 
こぅしたことは》«おじ畢巧其化一巧函民の巧々泣約のながとならなければならないとあふ0 
日本はか•ホ巧が大 * 不足して居る〇ぷをでも•、巧巧でも•事務がでも•巧巧でも•學巧でも•乂 
いじ洋巧は巧めされなければならないと共に•巧巧はみして，そのえ、*函へ洽てた0化やした0し 
ないで•纏めて•これを巧运へ众ふのがよい。 

11誌•巧历’雜お巧を！！てこれを巧生ずれげ、又巧生紙となつて立致じがに立 S でホる。 

巧にをみ民が半巧乂の用紙を r 日一枚巧面おすると•そのを巧は•年じ二千五ち萬—»を值めし巧 
るのでホる0 

.巧ばかりでなく，は上のなじちへて巧るとみして一本のペン•一本の份巧•巧•な•じちるえで巧 
ホじ巧ふことは W 來ない0 

巧ふためには*ホらゆる化るがか巧でホる0 «品ををかすエホ•それじ無なを巧いて•巧約し.こ 
化を坦まのために> 或は-たとへ巧みでも資々梅はれたもの、代 W をためて•大いにの巧卞ることを 
«•したいものであ石0 . 
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- t ニホ 

»»は•戰後ましい中から面巧が 僅 かづ、のをを出し合って•飛行« を 作り•ホは】臺あ巧！！！マ— 
クも卞 6•わの大きな巧巧« を 作って居るので わる 0 


， •巧を固ほと巧筆 

»逸人は一反に ♦<§ を巧ふ。 

多<巧ふとちそ}とは•ペンそや萬を♦を巧んど用ひないとまふことなのでわ&。 

しかも•そのの筆はまつたく最後の一寸•&後の五々まで巧ふのである0 
それで•だれもが•巧かくなつためををハ♦ムもの々待つて居る0 

巧はないときは•め夕のえを納め•巧ムときはそのな本をハサムのでわる(♦ャヴプとは«ふ) 
をを大切に卞る！1逢では•廿阳々の九金 a 上のぷ具•を作ることを巧されて居ない.これがたんで 
もあるまいボ、萬年巧なぞは•凡そ皮かみとなつて居&0 

それよ々も«巧な B 產の§を巧んのが！* a 人の#わでもわり，又«濟的でわ6じなひない® 

ホもか巧なる文香には••ヘンも•用ひられ.*年夕も巧はれるでホらうが•萬年♦は巧して！* a じ藝 


するな0大衆巧をもつてちない•か巧のホい.髙巧な•そしてを々用ひなけ；：げならないもの♦巧*} 


するなり大衆巧をもつて居ない、か巧のホい.な•そしてホを用ひなけ u だむらもいものそ ！！ HJ 
«巧が•これを爱巧するをはないのでわる0 

をおか近くじ兒後！*»からホて自18卓の這 IN * をして居た靑年がわつたボ或る日扉前でたひもした 
一寸おか化の巧ホをがつたのである〇その！* 逢 人はそれを手に かゎ 上けるやあくの人に「これを落し 
たのではないで卞か」となねて居た。今一人の日本人の* IN ' は笑ひながら；そんなものかて、し A 
へ、ナ—ンダめ筆の巧しくれじやないか-と t ャかして居たが•しかしそれじは巧手にはならないで. 

の*は•そのか巧のをををながら大巧そぅじ»のボケブトじ入れたのでわろ。 

巧をは化おでも巧巧の化の か 大な巧さをハヴキリをたのでホ60日本人じ云はせると•それは盾の 
&巧である。用ひかわをならないから•巧かくなると • 香きじく<なる〇それでおてられたものじ g 
ひないのであるが*これをおつたぶでは•もつたいないまだ書けるの笨々.とあつて乎じしたのでれ 
る〇しかも 一麻 大切なものをモじした採じ•巧しホまでホめ«としたむ•友人の* 轉キボ笑 ふの もキ 
氣で•をれを大切にポケブトじ入れた巧ホは•やはり 面 民の♦大さみ 物 巧つて居ち0 

ホ♦まの文房具の&用•おかくなつた® i の度ひ•々もみらない〇一二寸化になると•トシ*'て、し 
.まぅ 。その上•が貪の子巧はシャ1/ののホだとか•萬を筆々おつ•中ホ♦をじしても萬年摩を巧た 
ない者は巧んどない化である。 




巧は どし-^なつて » 々つぶしをずるし•餘白が々つてもこれを巧用しない。これが日本の子がの 
-規がでホる巧である0 

大人じまると、»のポケブトに萬ザ筆♦•シ * I プ V ンシルが•お本ブラリと並んだなぞがわ&0 
それも 巧 ホならをがないが•それじしても ボ經濟 な巧でわる化 


巧る人とマツチ 

マ プチでは色々の巧がある0 

日本人が巧巧の巧をホきながら垣ぞじ乂々つけた 〇 そして•何 氣 なく •火のついたマブ ♦を路面に 
巧てたのであ&。 

ところがこホ々見た®巧人のぶ人は•かつて.か音や•义句を云つた巧ではなかつたのでわもが • 
その時ばかりは•ム♦じなつて叱つたとまふことでみ60 

これは巧巧人のを巧巧さと、公 巧、 わと•黃巧ホのゴプチ*じなつたものが•日本人の不巧意から】 
巧に巧れ化たちのとをはれるが•マブチー本に對卞るをホボこれでわる。 


•も化と 約節の函«十 B 巧 I こ年一•とるザわ節>4? * ブマの丰互で*家め 



ス日本人が の； ト ランで涅草をみつて居ると’そこ i — ィが巧て•【そのマクチは日た 
晶で卞か」とかねた0 

g かれるま、じそ，だ！」とをへると•「累まねが一本ッヶて見て赛圭せんか」とまふ 
を，そぶ，ィのまふ表、に一本火をつけると•ホ—ィはモのザプチの《へて一打くが—ザヴトミつ 
て居た が。火が巧へてもぇだ見て？。•一!な男だとをつて？と•日まマッ51おで卞-^〇と 
一言れ巧して®いて、今度は自々のポヶプトからマプチを聚して .「 s のマブチをさじ入れもす 

とまつて火をつけた0 -^: 

しかし則にミたとまふ B もないので•何も變つた B はないではないかと一5ち B 本のマ 
《へをるとホに火がついたを占ま芝ちるが • 1のマッナは•♦後睾灰になら♦•袖木蔓 
になる。これが巧ふ®でパをを、巧ちミプチは大變危《蓉あるが、受のマブナに皮つて— 
巧にをのむ累ないとな巧されたとまふことでホる。 

塞に巧す る S の ホを と •そそした ことを、 む待て居る f ィがま蔓じみぶべき W でホら ぅ。 
いつかエムデン «の水兵が束なじ巧た0 

《で巧ぞに乂をつけ&巧子を巧て居&と一人が巧巧を D じしたがマブナを W したた、か々欠をつ 
ホ M.， としない•す*0と蘭もなくも人の水兵さんを巧が g 革を出しわ。 



そこで-人ジマクチをつけて•一丰ゆマヴチで玄人の*パ-へ火♦つけたのでわ &• 

これもをから、 g いたこ主でホるが•マプチー本つけるにも•五人がみ 4 鼻で マヴチを つければ 
五本のか豪か巧であるが•巧んなが*パ n を用 f ぺすれち五人の*ごは】ま マプチでちゎ 
ろのであると云ん〇 • 

巧 JB んは白夕がタパ n 々•ふかしたい時は •かなら ♦巧に 居6 人じ 「わなた はどぅ かと」•♦バコの 
用巧をさせて•.マブチじ火をつけ6お S ふ0 
がマヴチー丰化と巧度にしては ならない0 

學 • 

日本を■の人が一晏を一束のマッナを無なにしない機じすると•ー ホ M では•資こセ5ハ十六值 
直千萬 本、切ち マッチル的が.^十五 本とすれば， 十萬度上ち無なが 省ける のでホ&。 

'一度じぉぶ-14-の#木をっかんで’左巧に乂をつけ足ょぅなことがホっては.■ぉじおしてゃみ，が 
ない〇 I 


巧を人と•ハ y 、のな 

巧ザで 獨& をな巧して居ると，がの な# じ二人の元氣らしい 獨 *5 の巧の子が 這 入つ.て來た。«らく 
すると•その二人の子供は•お互にをのやから•ハナ、を出して，いかじもおいしそうに 食べ 巧♦わ0 
ところが•二人共••ハナ、を 食べが ると > その巧々 T ♦に丸る女て•ポヶブトじしぇい化んでし 
ぇつた。 ，‘ 

一たいわの子が達は、.バナ、の化をどうす&氣だらうかとをつて見て居ると.やがてけ 車は •町を a 
ゎ巧ざて •庚々 としたかのやををり初めた0 . 

すると，その二人の子供は' 申合せた巧に、ポヶブトからホ巧の•ハナ、のあを化り化して•カーば 
い如を目がけて巧けつけたのでホる0 . 

日本の人は•どうもそれがホあなでならなかつわので•モ巧と巧し出したついでに•その理由を！！ 
いて見ると，一人の子供が「みれは拓巧になるんですょ•だからかのやへ拾てたのだと〇」答へた0 
そこで t ザ々巧つてなめて巧るおと巧むしわ巧でホ . p が，車中じ冷て、人をホらしたり•車巧を巧く 
することを巧とも夕へないものさへホるのじ、！の子供は•子供ながらもといしたものでホる〇 
子巧じとつては•パナ、の中ホこそ大きなであらうが.その化に何の W 着がホらう、それを. 

B1 



無れじはおてないところに «« の魂が g つて居ちではないか。 

それから巧車ザぶ人の住む11に着いて•♦やのこの巧を卞もと •»» 人はホして•ハ♦、の化は讓巧 
のやへは入れないで•巧巧とか•植木の«の*しとして用ふことををれないのだとまふことでわつ 


巧じ立つものは*み後えでこれをまかして使はなければならないものだとつくづく感公されられた 
>とでホ&0义 •»» 人は•が•巧 •1 HS 々度べる時でも•巧も食べれば•中のあをでも•食べてし 


よふのでホる_ 


これは•リコの IKjlh 價は巧にみく.又をにも多いのでわつて•これを冷てもことは•どぅへて 
も貧女たことではない。. 

&本ではリンゴの巧は f ムィで*中のあは大きくおて、しをぅ— W ボみつて•なを食ふと巧 ft じ 
なるとまはれて居るが•巧を人は巧してお鹿になるどころではない0お々»くなつて、な兄氣じ太 
つて巧くのでホる0 . • 、 

榮餐«ゆ.ホい巧みを巧てるをしだへ&んだこと巧が本的に夕へなをして居ると云はなけれげなら 


われわれれ•ホえ々に皮相じ巧てられて巧たのではなからうか•皮々食ふと育»み*卞とか • 



へられて 巧た< 




で食べなけれ》お 6 巧が廉いとか•菱らのは恶い等‘》へられて來た。 

しかし•それがみくの#合•正反對のことみかへ葦れて居るのにみがくことがを人の日常を巧の 

上には巧山あるのでホる0 - 
を々のがしい事說巧 f 結麻であり•必要でもみる夕理《ち塞のみを信巧して•手近芝’ 
そして 一♦大切 堇巧に^反す石♦說1を t ， 一とは•百ミつて一巧もないことにな《はしない 

か。 • . 

資生巧に5」な美說 • S はを4味ミ3ない。 

■ 

ぶ巧•るの住を 

日ま R 囊ぞが窒 S 等」生活して•ま历！*逸の t 生巧について色*奚したやで•最も養 
つて居るとぶつたのは•巧！ W の住まであるとのことであつた0 

その 武を G 技じ雙と、！*赛憲•な f 5も S 殆ん&瓦かおで作ら等居6と2こと 

であ•も。それで《ける、む s がないか'-^巧もい。しかも•一 戶一戶のをを々作つて居る塞は’か 



s 

數でホつて♦くは•ピルずングまの大を築のやじ•ミのお族がみ々のをを待つて居る とまふのでホ 

る〇やじは ま笑 ごの 挣 な* 建築 もホつて’伸*塞な这築が多いそぅで重。おつて巧街がの 
建策は商 じ巧な巧で立ちホんで居るのでみるから•資じ巧巿 美は 立？ •かさな屋ちかゴずャくし 
て居て，.屋巧の去赤い巧が A じ吹かゎ yj ゐるな•をの■は一寸る られ ない。その巧を が •日本では多 
く、1つの巧族が i 戶を持つて居る•自々の家もそぅであると巧したところ•巧逢での一戶ょ•大ネ 
なピル デン •々であるから〇日本はそんなじおを 待 かと R を 丸くして*いたとまふが • wu では 円本の 
化を は】寸巧 像され ないらしい0 

そのいづれのおまが庭いかおいかは則として•巧《の住まは•さが住みを く •ま巧す るに便利な 
巧じむがされてみるのじ*くとまふことである〇 

例へ 襄巧巧一つ じしても‘；の 家族の か 春 《は何から巧まで+チンとましてみ つて•一つの 
巧 巧に 立つ たま、水も曲せるし•ポスのをも 冉 けられる 〇煮 A が W 來 ると思へば •« れ右すれば巧ひ 
梦某ると 5 樣じ 技れ が曲來 K 居て •食,！！ や•什ま 8 へせけなぞ】寸キを仲げ しさへ すれ 
ば！！て手じ巧れるょ云ふのである0 

■ 

巧つてをた々庄つてをた0、瓦步がをして.一ニホ後*•それから霄仲びをして.•ザルを々わ•腹を 
藻してタヴシを持つ•なぞのことがないと玄ふのでホる〇萬事が巧♦本た之出来て居る0 


巧をおのかきも•みしてあ代的のものは備へてないが•巧巧で丈そなものげかゎが備へつけられて 


らなばれけなて♦け IMMt ム云 t •いよ I で i どけ雖中，らな<情のへ11円 

•いな 


諷巧おのかきも•かしてを代的のものは備へてないが•巧巧で丈夫なものばか々が備へつけられて 
あるとまふことでホる〇1一十ホおりで巧び巧巧の下宿々巧ねた•をの友人なぞは•その下おの幽度お 
一切が二十年前そのま、じ巧へられてあつてを時6巧時れが相衡らず々チ々チ動いて居たとなして居 
たが‘、巧を人は大«に巧具を大切にすると云ふことである。 

巧逢大巧化のホを晒に通 C ' た巧をはそこに巧へてホる！！度ながいかにも巧末で••て數十年をお g 
したらし： i テ-.ブル巧モ•拥ををて，これだとあつた〇夏じ獨を人のなまじ對卞る技をは •» たり、 R 
巧々しのぎ•度事をする一つのホ屋化に夕へられて居る資でホる0 
巧巧人の本當の化みおは•大自なであ々•をなであゎ•巧でわるとをふ t へガが巧い〇それだか 
ら•巧巧んは常じ戶かに出て•日光じがし、巧しいを氣をホ々•巧の靜けさみホふのでみる0 

〇た巧をのま婦 

まづま持の巧のがに、巧这はか#の—かどぅか•とまふことじついて♦いてをよぅ0 

どちらかを云ふと.巧*}の巧モボ巧人じがするな度は•やはり女尊であ60巧論それはァィリ々の 


受 

かま極巧のホをではないが、巧人に巧しては巧をの敬ホが巧はれるゥ 
巧をのぞ入のををは、ホる巧*獨* Nf をのをの巧 g かに 巧 待されたのでホつたが、»»の脯«とし 
て、巧待したまのま巧じ對してな をを 規ふた女じ•をは夫人の乎に ♦ブスを しな けれげ ならない〇も 
ころがぶ人は巧をな 表が 化の巧で •どぅも 夫人の手をみつて夺 ブスを ま卞ることが讯來ないで•マゴ 
ついて居ると、同じ日本の巧をボ、なんじ キブスを 呈せ ょょ まふでないと、大§ {©を 失す&ことじ 
なるからとまはれたので、をる-この表傑巧をは夫人の手をれつて ♦ブスを したと一友ふ〇ところが 
何だか口じさはつたものがあるので•ハット氣ボ化いてをると*その ホ 人のネじは.ホいモがが當ホ 
山あつて、が* H ピのザ冲の巧ながじがした〇なぞ•巧談々ちつて笑はして居たが•日本の巧子が# 
人に巧卞る|^^*4とは巧まじ巧きが巧ム巧モである0 
さて•ま好としての巧！ W 夫人は•化ホー.で•あらゆる K に責じ滿 K だと云はれて居る0 
巧拥では、0|||^を寅ふなら»逢のホを」> と一占ふぞ巧が巧されると一おふが> ま巧としての巧»婦人 
は、.まつたく申し々ないと云ふことである0 

例へば•みれじ巧するな也の软まはまふまでもなく、一切がおか麻じ祀入され•どんなじ僅かな敎 
入でも•そわでチャンと•それ巧應の暮し向きを立てる手»を待つて居るとをム〇 
致じ•巧*日から±—日までの一巧阳の•おちの巧ぶは•チャント日*日の#か又月—日の辆じ» 


0るわでとこなな乂てこ上の化生«け化 S 合め田ホゆ ,Hn 


をが作られて•その巧り、寸分の狂ひもなくピ シピシ 這げれるので わる 0 
巧日の巧•さ•巧の食ち巧巧 それじ* 卞る树巧•受用が•一巧して巧化されて ホら 〇 g じ « ホの 
時巧•巧窥の時聞、お巧がのが巧•巧ホの時面•荣 K の持面、讀をの時旧•沈親の時冊•つくろい *1 
のが脚•お巧巧の時冊、巧ホの時巧•訪阳その時面•巧に水を典へる時历、まで史なじ»をが化来て 
居て•その閒•々しもボンャリとして居る時面のないなじ一日の時閒巧ボ讯來て居る0 
なつて•その巧を じ 巧つて.まおは •をれ こそ、 巧から 晚をで«き巧すのでホる 0 
井戶瑞を議をする時而もなければ*大衆||^;1^8をがじ宙いておおモを ムシ ャ ムシ ャ やりながら，*そ 
べつて居る掠 人なぞ.凡を 見られない R サでれるし•を 人が をれへ出かけたをから、巧の 百巧 巧 や» 
畫巧 おゎを する巧巧な 人 も•巧れで ホる 0 

その上•お巧一巧はキブトを内の大巧かボがはれる。だか Vi •獨»のみおのホな さは •巧泣へ巧つ 
たぎは' まづだれもポ驚くと云ふ0 

-その代り一日の化ホの巧巧ががへると•總てをおれて•巧ホもすれば•音樂みにもがる •»» も& 
る。巧に日«日なぞはお族巧れで巧から八をや巧かへ巧る〇日«日におじ居る W 人は巧人はかはがれ 
である0 

のくときは•を力を化して»き•用事ががれば紐てをおれて巧ぶ•これが巧进人のま巧におする》 


本な巧でみる* 


'巧巧の訪問日 

獨巧の巧をでは•巧两日や西會 日が巧められてある0 

もつとも•これは•その產じ巧つて f が、を言が誘日でホれば •木ち夕毫の§日 
と去ふことじな《•その日は宅で轟ホ々待 C ' 日とまふことじなつて居る0だから•わのをを历ねた 
いとあふ人は' なるべくそのをの面會日を進ぶのでホる0 

尤も 蠢のぞを巧へ る おでは •ま日はかにもホ別な日も巧められて居るが•どの•塞でも•客を 
巧へ る日と まふのボ巧 めてわる0 

又、^^をの沈巧日もをめてホつて' 普1|}5日が巧|||日*となつて居る。をの8はどのみ庭でも一 
巧にまおが裘？ .00 でホ6。5した巧ミ？ と 星づ化らをし 5* 巧に 一わかなくなる。 

巧巧のま庭连が、皆ん な^いだし T 巧#や K しも 0 々レて 居&《じ • 直分 0 おばかゎみら A 巧ホし 
て居る ことは 巧來 ない 0 


巧巧の力で值くと云ふことも日巧生巧の上に叉大切なことでわ 6 とをふ0 

主«日はわいていがををの大巧がが行れる日でホる0 

其の化なホの時冊でも，が巧をが同じ時曲に♦合せた樣じおを W るからかホである〇おやつの诗冊 
も•たいてい一二時から四時の阳じ巧はれる〇この曲に•ホを进へる人はお茶の*へ御出下さいと云ふ 
ことになるのであろ〇 • • 

宅で巧ホをする日もをみられてあつて•その日は•ぶおが中、むじなつて•まは歌を•ピ7 ノを•ブ 
ァィホリンを巧’いてををお待する〇こわボを族日と云ふことにもなるが•义即じ•を族ばかりで•ホ 
巧がホひ•チ供がこれに合唱して•ホ人がヴァィオリンをちするとまふたのしい日もをめてホ&0 
义，巧巧ではをを招待するのにホの铁なま內をする〇午前十時に«曲下さい〇ホ後の一二時じ«出下さ 
い，夕巧お出下さい。午後八時じ»出下さいと。まふ株な時历の舟はがみつて•辆の十時に來て # n 
とまふのは、お巧をま上けてお*かえで法をしようと云ムことでわ〇。お*かの案巧は•そ貧を巧き 
々がら巧しえせうとまふことで•午後一二時と云んのは•中後のおホを差上けて.夕巧巧表で巧しよせ 
うと一占ふことになる〇义夕巧においで下さいは夕食々してゆつくれ巧し表せうとまふ意かでホろ® 
午を八巧にと 1 W ムのは、夕をを卞えおてからお出下さい。八時巧から度中えで家 K と說しく巧そ.>と 
云ふことに»すべきでみ60 


3 ( 

從つて人を案内ずる巧は、かならず > そぅした巧巧をおちして•その历は $ じ親しく e し卜 ふた 
A じ•用息される0 

巧角來いと巧待して g きながら’#が巧历卞 ると いかじ も忙しそうじして • t は今日は化しいの 
で一寸失！！ する なぞの無}!!な こと 等は麵じ てない 0 
しかし •《累 ない 不累來ホ ii * {しては、 遠まく面會も新ちか•お5つ£さないとまム〇 


3巧を.の下女 

のまをでは.餘巧の 2 でないと下女は 5ない 〇ま！！一人のキでは •どぅじ もち 《ない巧に • 
巧めて下女が*はれる0 

巧巧の手かとか•よ#が樂をするた々じとま An なことはをなない〇巧つて•巧！ j のを庭で下わを 
るることはをつてかいと云はれて居る0 

5： かち 夕で家巧じ B しては 一切ま 婦 ボ •立廻るのでホるが > 止むを得ず下ホを？ 場合は•軍に 
化 ♦の 手傅ひ々 させる とまふ g ホの！！ ひ义 はしないのでホる〇巧し くも お辜を巧理し•管理す るな» 


はをう历夕じ巧くものではない0 

そこで•下ホ々 g ふ#合は、ま»の手で厳重なテストが巧はれてから • e はれる〇だがら•巧 aw 
下たは•立派じま時の代をか巧來るをじ練てじおして•巧♦的に团を巧つて立ち巧くのでホる。 

例へば • R 呂をホすのでも•チャントを巧れをお*の中へ入れてないて•適度の&度になつたぐ，お 
ミ石巧々入れない0 

巧々石巧を入れるのが面倒だからと云つて> 1巧に澤山のち巧を巧けをんで•お巧を巧ホのなにホ 
した後から•水をどんどんかへると云ふなな不経»なことは断じてしないのでホ石0 

を巧を沮める場合でも寒咬れじよつてスト—プを*巧して無な々省く •巧理じおしても•煮あしと 
か必要な上の材巧は一切用ひないのみか•巧巧の一葉と雖も•これを無なじは巧てないのでホる0 

又•まおが居ようが居よいが•そんなことで•のきをが右するをなことも無い巧でわる0 

ま巧が下女に對卞る巧ホも•その下女の人»々♦*して•言ふべきこと、•そうでないことを W 刖 
して居る- 

ある！ SiS の大擧教授のお庭で•下女が御用 M きの 靑 年と巧かじなつたが、そこのお«は•それに W 
しては一言もオセブヵィらしい口は巧かないのみか、寒の用事ががると•自由じなホの時历も舆へれ 
ば•乂舉の 巧 g へも化ホさせる、田ち大舉の！！寒を•その下女と«仲の サ 年がおんで麻いて居る。そ 


のがて巧のお人が誘をして 居らと云ふ A 最が 巧ら れる のでれ る • 

下た じ自由を‘ 與へ ると云ふことは •みして放巧の 意 ホでもなければ •自由主義 的個人ま度のな場か 
らでもない〇下女の一俩の人み を拿* して •お♦じを まのないなゎは•下たのか的 感情を壓を しよう 
とは しないので ホる 0 

を分は巧もしないで下女をおひ巧つた0.食♦の區則をした0•なホ《時历 も 典へ ないで •叱足 
ばしてばかゎ居るのとはホ巧な巧巧である0 

日まあるミ巧の震夕どうも今巧の妾のホモ教ホは•自ら家庭の仕♦をするとをふのでな 
くて•自みは巧んで居て•どうして下女を巧ふかとまふことを敎へたな有でホる〇よなしたが•そう 
した»女子が.♦くなることは•日本の寒巧の持巧に巧して巧しむべきこと， V 去は なければならと 


か代科*化の 


•々で—。るんで萬千ゴわけ數め人嫌るザ g 化にホロ 
• むと■萬卞六但51こ年*一で*を JT れ卞とん 
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©巧をの婦人と化粧 

巧人は、さぞかし^が上手だろうなどとお考へじなつてはいけもせん。 

大度中はもとよ《•菱二十年の今日に f ぇで.巧ホのお人の话には•お哀はもとよ々•ク。 
—ム、だ、！ M 巧の化巧おは用ひられないのでわゎます0 
巧巧の巧をホいて見て•どの巧も•どのなも練てが生かの巧であることにおがくでしよう。睾む 
くま化の美しさををたければ巧をじ巧くことでれる〇 

どちらかと 云へば•美人あでない巧みの巧人は•しかし•その巧に現はわた 隹 度を•美しい5を 
身の隹巧を巧はして居て•これお 健 巧美を持つたお人も なれで あゎ表せう0 
「化巧美よ〇も化が ミを-」 これが巧を田をボ«人じホ A て居る美しさです0 
白めが をら れた •美しさは’がが巧ち ミイ 白な巧でれるの_しなして • は•を ま 中から* 
き出る巧の美しさであ々まず。 

だから•巧蹇おは「を！*巧の#人よ化なを巧て、塞美クホれ」と《じ主す。 

巧じ B ホのをかは'*历はか巧なることがみつても W 人は化粧することはなら CO と規をしてお 

卞〇 

i 


かし夕巧からは差まないことじなつて居々妻が、ちんでをす 5 人はホいのでを えす〇ク， 
，ムも g は藻5そ一とが案ないのでを ます。 畫历は《かなければ ならない。《く者に若 > 
窒はない。自々の诗历じなつてをホタ霎 する 場合は自由を巧め て ホ& 譯 でれりえす。 

葛のない巧ををるのじましえなければならない某では • i おで ホをゎ夕案 おがが ひら 
れ•それ会のク ，-ム‘ *夕！ム、まク，—ム •《葛.糞.《末も 一た ではいけないと 
ホつて•白と、貧、ホいのじ•ホ福•それじ乏.を巧ボマ—ド#が— の上じゾラ， 占 巧され 

みだしなみとして S 人の化巧は•みる程度えで必巧と是れ妻が•健が巧ををれ•ミ • 5 
の 力ら だを巧くすを一とを考へないで•長い時面をかけて.みの畫じィ i ; プされ•望じゥ 
T プ、々かけることは • W 人の含のためじもホ•巧族の巧としての な 巧からも•一 應考へられて 
よいことではないで〇 

しかし•この巧巧は S 人ばかりではない•筆ネが蓋中■のホる町じな一打した巧のことでホる。 

町《じ立？.セ巧のラず♦ニユ i じ•皇巧の—のな fM 交つて居ると.町のち♦數ぶが巧 
g を光らして•巧じ受，—ム S 化おみし T . ?る巧なおひ々立て、通么ざた。 

時がも夏請神 S 負み闹の？ホつたが’—はかなからず巧くなつたものだ〇今でもこの1 



が « に手を入れて、* ブタ をがいて 巧り* ざたみをが おじ見へるのでれ &0 I 
« 法のお人は S のホを時じ•房々とした霎をププヴ，切り 巧した。今でこそ i ホ巧で•切れ 
とをはれてもさおのを病はないが、當時の巧 賽 人の ホを は.をのぇ、か省本のお人の巧度でなけ 
ればなら ない S ではなかろぅ交今にまるぇでき 舌塞赛 護に 巧つて •哀も‘ れもミ も‘ 

のか も •クリ I ムも用ひない巧巧のな人建で卞〇 

そして巧として蓋い袋’養美の巧を作を】とに S な1です。 

化 巧の間ほはともかくとして、日まが人•日ま違は もつと•養にならなけれげなりをせ 
ん。. 

S を S くす 石たをは.圭づ嘗らが養になを】とでホを】とを W 人は巧く 自でて下さい。 


巧る婦人の话動 

ホザ獨法で閱かれた 才1 ピヴク の化巧を.议畫じが《した人は•レ.— -一； —フ 
ザ巧でわった e 


o 


ぞ六 

.會場の—度軍蒙 i ミへを香人莫 十 
y rf ミぶ—愛 if ‘•香—^ボ y &け々 

^治卜の间笛々ら•累の遵、襄的な i 養い惡の蓋ミ f するもので • S 

無らものじは巧を巧巧る仕巧ではない0 

その上空の化審は•揉を巧ふことは含で あるポ‘め S じも乂 ミ》《であ。。 

このホ 仕まを 9ホをは奪羣となつて手ムピックを R じ f 冀2を5したをんを。 

才，ムピック gs 妻もおられた二とでみろぅが•あれはミ i 菱キで作為たものでん 
イブ 


.の.，^!!一，—立の5 •ミ* ff しておる。 i 人 ii を•さ 

ま容 f ゆ 45 活か毛 《い5&。5 ii ミ•島を《じ•等- • 
，會化じかいた經験を持つ人なでホつ 5 れば.蓋じ化て《らくと云ふこと按でもない•一とでを 
^•巧 f e 夕 i . SGS と？•答—ち—き」. H -- 

ホ了じまは？じが人の生巧は•巧モ とかし も ミと ころがない。 • 
それだけ獨逢が人のせ論•ホに巧働力は化 《で ホる。 

ホる獨—人羣二考 t 寶•ミ i 寒寞さ 法して 居た • 


しかし#人は•巧モと共に•巧子の中じ巧入つて巧のはするもの、*ホくよで婦人でホ & ことめ自 
«は巧してえつて居ないのであ&0獨み主義をや •# 人ホ政權をぶをは撕じてない•時を得ればい 
つでも、しとやかなホとな々、ま持となり•巧となミである0 
巧逢な巧は、県人じ對して* T おをへかへれ」と巧々をして居ろ〇そして、なもべくキく Arum を轉 
たしめもた々じ’圃まは一をの捕巧々與へて居る0それは•一じは！！人として♦いつと A がみ&0 
婦人はおををずゎ•巧いホの田ちを產まなければならないと云ふのである0 
おつてお巧後は' が來のなまをがし巧もなくおて、おの婦人となるのでホる0 
巧•か田では•かだに一巧の智おおれのおんは»巧をかけてが人 巧政植 なぞをか氣で•口にし•政ホ 
上にホゎ出さなければ巧人のぶ巧が.巧とか云はれ心乂もホるが，これは»人の化春ではない0 
.それよりも持人の巧ホは，巧巧の巧の立巧から•これ々巧巧じな示し力まは•姆人が&力して•婦 
人の立みをを巧すべき 巧 あまを•まひかへれば、を■の巧をを お 巧すべきではなからぅか•なぜな U 
ぱ•かがなる大臣宰相と摩も•巧しく巧のなからをれるからである〇巧巧公もホ巧の曲からをれ W た 
人でわも〇蓄い W 巧を巧宵すること•これが巧のミなつとめでわるからでわる。をれが W ホないん 
にホなも•化 貧 脚巧もあつたものではない•巧はいつの#合でも•ぶ庭々守つて，を W のがい《おみ 
ホむ よころか > 巧族の巧である〇と云ふ信を と 白*々々つてはならない0 

ミ 





1-» /Jl.» • H 1i:— • 一 , 1<~• ,- • 

作；',.'一心-讀 s 墙よ主了杳 


もしも •化のな人がこの 二と をちれて •#’■ し 病 おとたり •« い 子を巧み、或はをを a すこと がれ 
れば•それは有己のまホなる巧巧じ反する大なるネちでホる。 

. r ホ子は！！て一人巧らずおホの母でわ60」 


巧巧人ミを事 

巧セザも2^巧のことでホる。巧をから巧おる本を滿«して*を一一のホじ者り.#巧を||巧«所とし 
た巧おを本おが B 本じ巧た。 

その時乘化負のを巧はどんなものかと•るせて»ふと.巧がホパンと n — ヒ—代巧の.おホだけで 
める〇里とホは ジャ が磬をまとして， をれじ お. ハンとリンゴを 半み巧でホつ た 0 
時に巧巧のキャべヴ•人を••巧ぶだのな少量と•牛.«巧を少量食べることボあるが、それも一日 
一画でを々巧ひない日もホる0 

巧れお員は佳かにそれょり巧を一つホく食べて居たが•それで居てホ化負の»てが•巧サ«々とし 
て居るから不あなで ある 0 


L ■み食典は巧太«巧た0いむく>が人るザ gVWt てつ«，て L み食餐 
. •たしな取 V 麻键•てぺ愈みめ表»の貪♦と米玄 




w 逢人はおじ牛や R の巧をかむと一友はれて居たが-載巧それ#の巧はホ巧に！じ變更さゎてお 
る0 

巧の巧る巧ホた々で巧逢の人が•牛や K 巧の巧理を巧文する者は一人も居ないと云ふことでホる0 
それはかきではホるけれども • R の估巧は、ホ—から•入しなければならない•そこで•これ々巧く 
か巧として化きな巧もをはないのだと云ふことでわろ々 

一な菜ちの巧巧にしても•一巧を巧で五なもがなもの期食わはない〇をれじ、今か巧 A は巧バンを 
食べるみ云ふことで：をつてが末なを巧である〇尤も挣巧とみ巧は相をじ用ひられて巧る0 

しかし•かは*ナルとか料理店はホでは用ひること々禁じてあ々 • 一巧の巧巧では曲♦して防な 

，0 

LW 

* テルで•かや牛巧をかれふのは•ル W 人の巧がと•巧を面へみしでも多くのををみして黄ふため 
で•—巧は巧して巧澤を云はない0 

义•バ * のかきは•巧符 W 巧で板資されて居て•一を量は上は典へられない現巧でホる，云ひ如を 
換へると•を巧巧ボなきな巧やバタ—をが巧され•みまなものもをはせない巧に•■おがこれを統 M 
しても巧惠—巧はそれが*まのた女じなることでみれば•吝んで巧ふのである0 
巧 W では W 巧上•どぅしても巧麻しなければならないわ々の一部を«皮しても•国巧は相當じやか 


た〇 

ましく！®.たてられるが••■巧が大きな巧命の前じ巧いて居る巧は•自々の立場，^ まふので なく • 
龜て M 荣 G 轰で•二わを倒 > 卞&二とが曼 S お巧でを巧 A で.ホ&と思ふ。管曼の》巧し 
もなつてをるこょもか巧でホる0 

「再を！！れては田巧は•巧在しないからである〇」巧じそれだけ卸わされ•合理化さむながらも今 
H もか獨巧 H 巧は•一巧一度の W を半量デ—をを g 的じな斤して巧のわ資が自た目を W 來る K こ 
$1力して居るのである0 

それでホるから •食 巧 じ食べ 巧しがなく’ §言れる材巧なぞは•巧もなモも•巧 も •をれ こそ 
總てが 巧 用されて •食泰 となる。それで臺 W の横に備へられた巧 tt の やじ •巧巧の葉 や •大度や•人 
參のーホも、巧をすることが曲ぶないので ある。 

g 圭かて居るのか•巧巧なゆか*日本の 巧な の中じは！ jjuj な食 a が•えだ**じおてられてわ 60 
累ボの巧巧 Li 巧ると • 巧の塵蓋におてられたものの中から•年々の SW からの ホ價梦 《ひ 
化さわると まふ。 巧 巧 だけでこれである'*これがを■的になると數千 jug ! にも 及ぶ ことでみら ぅ】_ 
これを毎日集めて居る人が、 乘巧巧 だけで 一二 于數百人もある。 ■ 


る■ザ人外たし か、•食め事食の 人 本 U <-CL ■とだ IIUK な Ml 
»* んで t こい, X L <なな*"ょ I のサ餘 るんでとこいむもか 


巧を人の榮養 

がにもなベた巧に巧15人のを g はまつてお巧末でゎる0 

しかしを巧か巧ホだから•巧をなが少いか•とをふと巧してそぅではない® 

巧府は、巧達！一民ザ大度やをわが無くて巧巧不をとつたこみをよく拓巧して居ろ〇そぅでなくとら 
!■ まのお興は•まづ H 巧の任巧をよく卞ることでわるとまふ，】とを•なホの巧一じ夕へてちる獨 &W 
である〇 

だから•みな巧#巧 >’巧！^夕寒巧とまふ田なの舉巧があつて •« 巧じけるに，化ホの«，細をか 
何に巧を«をそはずに巧巧す6かジ W 兜されて居る0 

これで•人巧じめ巧な巧みをを白•ピタミン•おな巧•が補はれるのでわるポ•史に巧菜を食べよ 
と皮んじ宜«して•ピタミン•ヵルシュ—ムのを挂々巧巧の巧理じ巧つて補ふのでみる。 

化つて巧♦のみ巧、巧*のが巧を(大巧•人ホ•ナナ’本 I レンぞ•キャべヴ，ぶぶ•な)巧の巧も 
»窗に巧をし•巧みををふのであるから.たとへ巧末であつてらを養的には滿»である0 

饥じ•バタや•かや、牛かを巧らなくてち充みなので々る〇榮養 HHir か*巧や•かや•バタや•牛 
ホを*ホ#卞&からとまつて•そんなものばか々美食々して居ると》巧塞はおして•却つて . t 3" 

た一 


:ミ fi 人一が貧貪，らかて I «•、興4•♦♦架 I こ謀 A エホが化會«•貧化，年ホ 
侧む' m ♦卜藥化，じ讀>4^人1« . LAO か腥至が 

〇« A が 


ちい^じならのでホる0 

よく日ま良巧の子ホが S 育す度でみつた々、美食する巧會の子なが M い原因は’萬にみるので 
ホつて’ S 妄 S 代ゎに#ちそし T •器代々じ野巧を•岳を.食？？ミ Q 子篆 ぶが 霎 
々 ii 巧に•。しなぃで、からだじ補ぉされる。それで巧*もをかなのでホる。 

巧じ S がを料に》して•どんなを袁を！！つて居る夕 ♦# の友人でれる§入の巧をホに赛し 
よぅ。. 

獨<8では n ® じ、獸巧を食ふな，巧巧よみ《をたベよ J とを傅してちる0 

こわは獨这がを料の自替せをれるか巧から叫ばわて居るのでホつて•牛や g のな 巧は•こわを々 
ナダから||乂しなければならない。獨 jju はこれをな くす る窒があるばか 0 でな く. 蓋が W いので 
沼地を器」て大い！ i 奚を作&か g である。 

魚は化海じ廉畜なので•則にか■へ《をま？必巧もないから’クじ畜を 含す こと-」 なつた 
巧でみる0 

t ヴトラ—總統は、 e ら、巧ち巧お•巧受資斤して.々菱またとし.#ををベて•これを— 
巧じ撤をさせて居る〇义食かに巧卞る衝ま的•巧養的#塞は’畜じ研巧されて•巧に化の g はれ 
素され、一日一回は生の々夕巧 g をかなら♦たべ&ことを#めて居る 3 J と云ふこである。 


水を！ K 日本は、やはり牛 » 巧はホをでみつて>乂をして居る。巧遠のを巧な巧は•そのま、玫下の 
巧困じも大いにザへられたいものだとあふ0白米を皮ずホに•找巧を K に， 巧を巧巧に•おたよりも 
s じ， 口じうまいと云ふよりは巧養本化じ•そし^たホは々なる巧なでなく•ホくえで•からだを 
餐ひ•を♦の#血々增卞ためじ巧きたいものでホる。 

麵一巧の巧養は S じ牛巧の一ニトセ巧々じ匹敝卞ると云はれて居る。 


巧る人と辨當 

«»では相をのんでも•巧单じ乗る時とか•巧や巧外に巧く巧はかならす度单なキ辨當々持つて W 
る〇かして化ホで無おなひはしないのでわる0 
ホ今巧國では•汽車の中でちゎ巧を巧いてをべて居る人をるることはま錐でホる。 

ちじ •一巧 ♦化、銀行員じしても•ちじ出るか•なのたをで た 寒を卞るが* A 入のそれ巧» 畜じ A 
表れて居ない人*は•この晝食代が巧巧の 女 ♦となるのであ&0なつて•出來るだけモ«なもの々 巧 
んで •食事を することになる•ホ ホみ 員なぞは おな のパンでを tt をな ■化してちる。 


これでは•都貧を巧著は 健 巧を穿さずじはちられない〇义それが g 巧じもならない J ♦かなやわ • 

II 奮が巧で食事をするのは’「をんなが化て5るから」と云ふ一つの巧巧でしかない0 

これ综をみかむて’.‘がんなで《ぎ持‘つで出るミをつけ 

たら户んなものか、勿巧切りつめた•害ををする人がみいのでみるが•ヤテををへ在入つてなると • 

そこ じは人助の、心的な爭の竟11 ボのいて • R の人の食ぺて 居る みが义ポ だと•つい自々も無 巧を して 
それは 上ぞ G 塞文 1。 則 2い」い§でらなけれ 巧榮を累 At なも Q でもない料理に’ 

高い をを ま 巧がなければ ならないことがホる0 

これ ボー ケ巧もなくと•.たちまち菜をじが 巧. のく6ひが生じてくる〇ネくのかめ人の中じは•畫の 
辨ををを ふために巧め て居るとま ふ 著 も 生じて 來 るのでぁる C そるホ爱的のホは二十ぶ曲から一二十 
阻を だ。電卑巧と 巧巧代を ま引くち1ヶ巧のな人巧かじ十 曲 ちらずとなる•それじ•もし々、や • 

巧下の一つも頁ふと、かしのをもがホには巧らない。 

乂#巧の♦ラタ I マンじしても•家をを持つと W ♦のホ學をとホぇ々•愛らない化巧な化巧でホ れ 

々じ獨巧の子供の♦巧辨«はどぅかと S ふと•これは义極めて«単で巧のをから‘パンの二|一|为 ^ 
れ•時じみ巧々はさんだサンドゥィブチを待つてホる0 jj 


ところが、その辨當には、かならず巧のが一つつい可居る〇リンゴとか巧とか•バナ.がそれであ 
る〇やはり巧末でも*®はこれで足りて居る〇此の K 日本のナラ 9 — マンは上である〇巧じ«<5の 
ル舉生は#!がの十時じなると•を々ボケットから果みや菜子を出して，運巧場や.廊下でムシャムシ 
ャ食ふ0これはホ生もやるのである•一寸日本ではをられない！<景でわるが•一つの巧 w であらぅ0 
ところが日本のか舉生の辨常は、とまふと、ーホよく度かすく時であるのに•貴•か巧いものや•巧 
餐上ょくないものが巧巧じ多い0 

巧 r 白米である上じ、見榮をがつて•巧なボわつたり•巧が入れてあつたり卞る〇 
巧ぶや•おみ、モがの巧を持つて來るチ供は巧くか ft である0 • 
又おやつに對しても注なボぶゎなくて、サいおが子か夕泣ぎて •な aw を(ァチド—ザスレとなつ 
て子かをおくする〇學袁の値化巧下の】巧が此巧にあるとあふ。 

子供の巧當や，おやつじ巧しては、もつとよくを巧をして•果化や、磬や、卞魚•ななぞも併州さ 
れなければならない。 


巧 f ? の巧くに住む！*逢人 S 宅へ斤くと’ よく 畜を齿 されミ 

材料はまつてお渠ではあるが料巧が上手なので’いつもおいしく巧けるのである。 

客とか ii 用ひられないで•それで居て'，まい。ミ•材 S 妻の—かした ’ム 
いしさでホる。巧？も、香も？がのホを々はない 49 に S されるのである。 

巧じ成芝せられるのは、養著一つで J 手資巧蓉巧理をつくるのでホる。たまときよい， 
も•この！が何かのおじ代つて化て來る〇 

そのこ一一を見た ま、 じな介するちジャボ碧をホつて' これ々 50 とする。 

がホ西蔓横じ一一 C ' に巧つたも G を•今度は管いくつじも切つた巧なおじなる。 

か《碧の大ルに巧つて巧をの大さじ切られるボーロの巧合の 大さじな つたものを•巧い よく 
水氣をみつて•巧鹰ホで巧けられる® 

や、巧い華爱じなつたところ々皿になして、—をふりかけて掌のでわる。さのかをはち 


i 



« るんが !■> の 誠« のくせ » 萬み！ ■全<1こつ一の巧 科い みの R 無 


つて话巧でホ&がまづこの化 シャン* 菜を持つたものは少い。雲も董で わる。 •案♦ホヵジ 
ャポ磬を をさず • K 入れ & G はミた を ホミ赛じない囊はまづが A ら管泻がんる。こ 
れなを々おの拳にも葵る。其他•極く >く《切りにして巧けるもの.美化巧がけるもの•コ。 
ブケや 蒸して サラV にす&も巧 7 ン G 读じ卞 tG 。 菱 t;<5 して辜巧こし•をしホで 
たものと*夕巧を巧合して丸め•上から J ケンめをなけて SB けるもの等々ホつて•これ等をいちい 
ち巧かすることは賓でないから化の化にホして5が•これを見てぇつたくジャが磬の偉力•いや 
巧巧の手なじ驚いた譯でわる0 

次じは一おじ西洋心は巧理に巧する色おなが劣つて居て-»々害げ卞ことをからないとまふ〇が 
此の婦人は巧にそれをょく •む得て居て•を彩のおかを巧く巧意されて居た。巧へげ•白いま度に’ 
巧の巧 A がわり•巧をの トマトが 巧へられると云ふ譯である0 
义巧の巧き も、 フラィ じもされる し、 巧がけ•コ P ッケ•巧だんご•蒸し W し•等々®だけでも相 
當の巧巧が作られて居た。 

そこで、をふことでわるが、たとへ材巧は一つでお巧ホであつても•これをを々の巧き」巧つて 
目ホを代へ、ホ々代へて用ひれば•相をにわいしいものが食べられるのでホる0 
巧に巧田の裹巧では、巧來材巧のなぞで•あまゎた々巧理は作られない權でめるが.ま巧みた 


のむためには > 少し化い乎數をかへても表づ食事を•おいしくザなければ ならない0 農 好の靑年 p 
女が舒贫ををを2暑 G 1は•わ」か！斐づい i 赛 f 留が ホ&と &ふ， 
いづれじしても’料理答巧を色 A に活かして用 ふことは •を 巧を たのしむ上じ襄で ホるげかり 
でなく •を ターと であ々、」かも望の不おした巧 ■では • B 堇 巧の大きな閒巧 でなけれげなら 


巧を人とわ巧 

だ巧や、7ヒ—♦出卞巧合、巧しい历であれば' かならず•そ夕のかむ 灌さと 云 ふものをれね 
てか^られる〇 

一巧.その人のかみボ钓ると、巧ホお菜々 化されても 同じ «さじ作られるのである0 
これは 巧巧へ夏した人の 總 てが同じ株じ 巧るところで•をのミ的に處理されるのじ夕とーミ 
ことである0 

巧18じしても•角巧 g じし T 至る人2む養じ付け T 來6。至 妄 生が二つ 0《8 みがけ 

て貨ふなじ注义したところが•ホの時じはそわが 一個 じなつて居た と 云 ふことでホる。 



それで•そのホを記すと、資は巧下の召上つたコブプをぶたら、'わ一巧みの巧賴がをじ巧つてちた 
から一巧沿くしたと云ふことであつた〇义巧巧じしても•妻か滅-燒か城とまふものが•いつも•{ら 
♦一をして作られると云ふことでわる0 

巧巧巧には、チャント天巧れ々が備へ#けてわつて•正しい量目で•必*な上の•無巧を省く樣じ 
して あるとまふこもである0 

しかも•それが•日本のお巧巧の放送の诗の資に「ィリケンがを巧クラム》それにちグラムかへ 
て巧いて、それから.」とまふわの«をではなくて•あくぇで•必巧兼を巧 a させぇいとする考へか 
ら出巧して居るのでみる0 

だから巧理のホも、ま巧の自主的なホよゎ下宿人のかみを掌*し•材巧ボ省けちものなら•それに 
よつて節めしみくを巧するものでも•巧によつて巧用量の限たををみるとまふやゎぶでわる0 

巧ホ巧を直を大巧から巧ぎをみ、入れ a ぎて•水々かへ•义巧め a ぎて•やゎをし0と来る不 S 
なガ巧巧のま巧に皮つて無い樣でみる0 

旧五を前！ i 逢へホ巧した人の巧じがると、巧のがモザー巧巧巧巧の四十な i でホつたと云ふこと 
でホる0 

これは持に、獨«としでは W 皮争れて居るをの一つでわつて •« いのも無理はないのでん&が S 



逢は一巧じなのを巧®資じ乏しい■でホる0 

不足巧ち な 生を•その上物資がホ分で ない 上に•田まが巧をのどんを じ おつたので あるからおもな 
い。勿 A か面のおは一巧 飞 R そ 一とは化ぶないと 來て居る巧逸で ホつ て 巧れば •そこ じ 巧 ♦的；^ •を 
巧を資行 しなければ 立ち行か 々い 巧果 となる ので ホる0 
これポ萬事につけて.無皮ををき •巧巧る だけの窗巧を巧を «巧させる 餐本巧 a で ホ々 •一 
がよく®いて•生をを摘充 する 一ぶ' 巧る を 巧ん じしなければならない 理由で もホる0 
この巧を苗のかおは•その ま、 現下の巧が面の化廉 であると あ ふ0 

「なられわもの々•いか Ji 活用するか，」こわが面わ生活の巧本巧なでなければ ならない0 


巧逸人と煙草 

♦ぶの友人は、 R をハ年目に日本じ巧た！！な人であるが •とても 煙をがか夕で ホる い 
そのち人は、いつもバ ブト々 用ひて居たが•巧してホいたぇ、， ブチをつけない。 

いつも ポヶ プトじ タバコをせく巧を用をして居て•运巧が ほしいと あ ふと•パブトー 本の 一二み の一 


をが つて、 案をはぐし•白々の持つて居石巧にをき代へて、たちまちかいけれども一本の餐♦バコ 
々作つて’火をつけ&。パットー本が、-るぶ人霎じか、&と•一二本になあ*。云ふをでも 
なく、一巧の•ハブトが一二十本になる0 

このぞ人のを見では'「人面夕适ををかむのは一勺の富であつて•をはあつても則に®^じな 
る譯ではなく.化しいと思ふときの而じをへばそれでをりるのだ' 卷煙ザー本 S は一回巧ひるには 
自々じは夕巧ぎる〇それじわのを、巧ひると=1々の一はおて L しをはなければならない〇」トーぶふ 
のでわる〇それはホ牽をも、大いにそれを«巧して居るが、なる程申-ひ a ぎろ、む宙もなく •# くのが 
面巧でホるから自巧 t か城るのである。これがな巧のよじもが程ょい巧である0 

义ある人は•粗巧を巧つて居るのををると•ホれは巧巧人だとをぐ料るとちふ〇なぜかとちふと. 
巧巧人は•をべるがでも•かむときで も、 夕ふときでもホみそのホを、たのしむ巧ぶ •る あつてーリ 
巧つては•巧かじその巧を化き出しなボらょくホつて居るが*化の田の人にはそれがをられないとる 
ふことである0 

なるお一面のをぷでホろぅとをム〇 

运巧なぞは，化そ無意ホじ吹かして居るものがネいが•东がいてょいをホを生むことになればた 
ばこを喫ふにもホ大いにを巧がある0 


• ijic じ巧 a 人は、 どんな 寞なきの？ も•執 まは s に文コ 々用ひ s ’ 《しくて•どうにも 
ならな.*時なぞは空の パィプを、 くは へて、がまん々 卞る〇 それでも 耐 へられない ときは • 

二々を幫して累の中で喫ふのである。をれ雲しい♦ごでわつても篆赛では S 用ひない 

ので ある0 

言巧这から巧つたぶ人夕日本へかへつてーホ不かを感じたこと巧乏でも’ 巧巧でも、巧か 
まはず執み中—のれで运ぞを巧ひながら蔓をして居ること、巧を中も プヵプヵ やりながら f す 
ることでホつたと、こほして居たが•をく巧更ホへ♦•寨巧の中夕？一 ばいになるなぞは資 
じよくないとをふ0 

これは獨巧人じ限つたことではなく款ホのを面は！！て•執務中は喫巧 しないとまふ •よいちがが 
華居る。その爲がないのが、ま那とな鮮 と、 塞と •シャムだとを ふことでホる 0 
日常の生活と云ふものは•みくは一つの§で •執 香窒をやらな S ば•《氣々卞るので もな 
けわば、巧を卞る譯でもない®た S 4 巧巧なくホふのである 0. 

み巧妾ム ことが、どうもよろしくないと 云 ふこと でみれば •《、むみ 第では禁巧で ネることでわる 
し •かみの時历もある こと だから、これは一つが 巧と か•ミの化是 として t 斤したらどうだろう。 
それだけ仕事の能率も上る し •健巧の ためじもたしかじを、 J 巧で みる 0 


ず城半 4 •れこ•て f- と 二 iWt の H —が人萬千一で中の人むたみ酒で麵全 

っるなと«十で«おの两ザ S <と* 
0值卜田け I こ円年 S 十5 .隹十二 If 乂1■ザ五十て L と W 公のホ置がみれこ 


頌を人とビーグ 

なぞの巧ザがたので巧について存いて見よぅ0 

巧»はビ》ルの元祖だと云はれて居る〇 

それで、と，てもホのをいビ I ルが澤山巧られる〇 

巧つて巧巧も安くて•日本ピ I ルの半巧れ下であろぅとあふが•こぶピ—ルを獨巧んはとてもよく 
かむ。とまつて*讀夕にピ I ルのを傳を卞る譯ではない。 

ホも泪々たむ時は*休養して居る時で、一日の化辜々がへた時とか•ホ日でわる〇しかも獨 a 人は 
か養を撤を的にたのしむ苗巧でわる0 • 

そこで，そのたのしい時に化むピ—ルであるから•かみがも31^して居る0巧のレストブントのナ 
I プルの上には、たとへそのホが巧人でわつても•かならずビ I ルのず3ブキボ置いてある化に • 巧 
这の田ちはビ—ルを化む•巧をのレストランで、巧！ M 人巧志がビ I ルを化む 1 K 争をして居たのを化る 
と、その時の»大#は•大デョヴキじ二十一ばいキげて居た〇しかしこれは•獨るでは驚く巧へ巧入 
らないと云ふからたいしたものだ0 ’ 

疋.夕族連れのテ I プルで、一を推つて.子供までビ—ルをかんで居ると去ふから*# a 人のビ— 

ま一 


嫌 


:，ん 


化 


C る乘かがとこるザ濟巧も债■が巧，リなと值十々けじ日年ミ十々 
〇 る*,でのぶな とがめこ •で»節城 ホ JIJ 年* S •が A ■千 一 
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ルに巧するちへ方はサィ沪—化のものらしい0 
«活はれんでもがまいでも〇 " • 

ところが•いかじ醇つても•チャントやるべきことはをれないのが獨进人であ&。 

巧る時は•テ—ブルの巧ネじ•たとへその人が巧らない人で も、 外 ■人でホつても•一寸目苗をし 
て出て巧く〇 ■ > 

出かけじ•ょい氣待の千量がた、つて•ず3ミが•下に？て壌れ た。 するとが •—ィ を 巧ん 
で•その袋をま《つて、「手數をかけた」とまつてがるのである。 

又ピ—ルじついては々のをな巧もある0 

晏へ巧た•意見本船の實 さん も•やは0ピ Is 飮んで居た V T ルの f なを •ためて 
w いて、これを巧屋じ夕るのであつた0 

ところが當時ビ-ル巧は一本一任見當でホつたが•獨巧人の護の 寞は.化の センから はじミ 
でたコモ K ，それじ*の巧にまをまで1本も拾てずじみつてあっ，こ 
無くなつたのはゃホだけだ。 

それで甩屋の方でも•感、むして•一本 i 二煩表で化したので ある。 

しかも、このビ - A の仕乂はどぅしたかと云 ふと.同じを巧おを ザ ふ巧へ 注义 して•に ホ^を 



-巧文する。その代り 值ををゥン ト 安くせよと云ふ。夕巧巧のぶでも.化のおを•寅つて黄へるのでホ 
るし， それじ大由が一巧に巧义されて•現をであつてをれば•安くしない譯じ行かない〇そこで普巧 
の隹およりも一本について五なも安くして一二十セ巧て巧入したのであった0 

その上，かみかすの巧代一巧-二巧を差引くと、を巧よりも一本じついて巧な一二匯も安くピ《ルを化 
んピ ことに M る。を時日本人でもこんなじ安くピ—ルを化んだ活はあるをいとのことである0 


巧を人と版裝 

«巧人の巧巧は、一おじ巧素である0 

靑年んぞは、日«日はルはーニッ巧ををて巧じ出る巧なことはしない0ホも一投の^や，巧巧へ巧 
めて居もるのは刖として•みくは、セ—夕—やシヤヴの上巧に、ズボンである。 

巧じ オシ ヤンをした氣巧なものなぞはをくない0 

しかし报裝は巧巧でホつても•た々に良いものを*をんで居る•义•ネクタィとかシヤヴとか• — 
下なぞは、風の色彩じよく巧巧させて、實じホこなしが巧なされて居て、巧一巧ホでホる。だから • 

I 至 


入萬卞 N とる ザ 約 節布の 尺二でみ ■人 一•てし く规 L かみ隹の祖和の人嫌 
こるな とわ節の B * 巧々 千 一年*一（と る 見と *1 十田人一）てしと 


シャヴや’ヵラ—’ハンヵ t 7 はいつも白いし•臭氣ミく樣な爱はして居ない。 

巧れはチャントつくろつて’お用して居•る C 筆をのぶ人なぞは’ズがンのヒザ S れをつくろつ て 
巧て居る志、 曲 下にもホボホて、ホ6。 それで居 Tt ィに S がしてわつて•玉ンのが r 正 
しくつけてあるから•少しも58^はおくない0 

むしろ々ゆかしさがあつて 1 S し々るのである。ホ石は獨 A 人だとがかにつけて5 させられる 
ことである。文化裝は一 おに 巧巧で •合巧合才，•ハ— なぞは用ひられな いのが#巧で わる。 
そして主人のヮ，ィシャッから•子供の お— の 着み じ f まで 、 Is 人は •冀る だけ•自々 
の手で作ることをたのしみじして居る0 ~ 

背度の古くなつたものなだは、をで g おしされ て巧び 用ひられる。 

こんなみでみるから.凡そお巧の惡、裝賣とちふもの蔓 しも 用ひない ので わる。 

ところ夕罢 S 塞は > まつて混み入つて居 TS じ •洋 巧を瓜じを巧を* — パとまふもの 
ぇであるが’ル田で巧この合ぶとをふもの々用ひない。(ホも氣ちの S もみるが)•ところが 日 
本の巧に合服の志•合？—パ，々 f じまつては•ょつたく S 2ぎるし’*ンの僅かーニヶ月 
のためじ巧巧な肢々作る ことは をく す 経濟 ではなから ぅぃ 0 
暑い日なぞは’ヮダマダ•合 T •ハを脫いで巧つてホいて居る。篆ミは かつて 拿， ぺ 《な こ 



みんだことがない。 

少しをむいとをふときは•下の シャプ でか W 卞る〇だから、才—バーを化いで待つてホかなければ 
な^ない 、む® もなく、それで少しもす巧を ホ じないで長らくホ»生巧を巧けて居る0 

合 才—バ I を 巧る费 用をそれだけ•販のぶへかへて•もつと巧の巧いた化を作つたら•どうだろぅ 
か〇まい化へ、無理々して巧い合才—•ハーを巧てホを巧して居&巧子は 貧 みられたものではない0 

巧じ、時泣巧、肤装の經费をなかするために•夏と冬の 田 巧服を作つて•围巧 一齊じ 同じ化を 巧る 
ことにしたら、合服や合才—バ I も無くなるし•巧おじ•ぅき♦をやつすこともなくなるだろぅ。 

資人じをつては义格别だ〇洋裝を巧るなら安くてもょいから仕立てだけは立巧なものを•それがの 
巧かない人は，巧おじ洋装々»して巧肢じした方がどれだけ庭いかがらね〇巧に巧ホ共に巧が»なぞ 
はな化したらどぅだらぅ。 

巧を人と洗湿と巧生 

これも、 巧な克本巧の？ ある 夕どこの■の艦でも’ホに巧入ると望じ巧覆ボみり•これ々 
專閒じ巧る、巧度匡さんボ居 るが、 巧 » の おは， をい面巧巧して居々ながら•少しも巧灌かを的さな 

ミ 


二れかなく驚，ザ»れ«いなさ«みホ I 度一だと.口に中の爾*の■を本口 

。たつんが表«ょ，云と* ■て寢 t く拓隹十 


■そこで’その巧灌屋は、巧这人がひホなな夏はない巧だ•かしも巧爱を化さない。 

とこほして 

居たが〇資はをれとは正反對で、獨巧人化ひよく ホ！！ を 卞る围 巧は居ない ので ある0 
巧 負がかへ巧 ホ わを化さなかつたのは•勿論な*代々をくためでもみろが•巧日 拍> 後の 巧濯 巧 B 
に•を人が巧！！をしてしまぅので' ルへ的すものが無いので わる •たち じ限らない 〇 ら》 人はもと 
よ々： 巧 年も•まだ 巧身 ものなぞは 巧ん じ赛で ホ！！ をして•いつも サッ.；とした ものを さつけ 
るので ある 0 

しかも•巧逢の蠢では、葉なを巧ひて•晒らしたり•ク。 I ニン •クさむるのでわるから..が！ IB 
本で云ふ西洋巧*が自由じ巧巧る譯である0 

そして日*円巧じ敷巧や巧ホがおをへられるのである。巧 R 日がホ灌日となつて居るのもこれがた 
めであるり 

巧灌じホいで獨巧の蠢は•賓&よくちか卞〇ぉ天氣のよい日なぞは•かならスモ ホや. 敷 
布、それじホ巧を日ホじあてるのである0 

これじつい T 、 JSJWSA が茜したとニク」？と「含替光 S いと二ろま卞る もの 
で.*巧では♦つとめてをを聞けて日光をを巧へ入れるのです0 


巧巧の學まがを 表しよ ところじ巧ると、日をがどんなじ巧ろ しい ものであるか r 巧ります。 その ♦ 
±は二本のタオルじ巧つて々の巧な>6をし.^した0 
をれは、二本のタオルじの巧巧をつけて*一本は•日光のをおするところじ♦一卞ホ日巧に— 
きます0そして，一二十分の後じそのタオルを巧べて見ると • R 光じをがしたタオルの細 S はを巧ち /V 
で居たのでしたが•日蔭のタオルはそれとは皮ちじ、細巧は數倍じもなへて居たと云 ひぇ卞〇 
かこのタオルの巧苗ををが巧なさせるじ巧高みのァィこの熱が必巧だとまふこ*です。それで 
日光のをがの巧苗力の强いことがおがゎでしょぅ〇」と巧した0 
たで日ホがょいからとまふのでなく、化巧まで•たしかなちへをもつて•日光に巧 ひ •術をじ 巧 意 
するのでみるから•巧してズボラは.， J ない 0 

ホをじ日ホじちして巧ををするのである〇今は技巧の A をでをじられて居るボ•一時！#*?の婦人ん 
子供も’男性も々に一わらつけ夕まつ巧じなつて•巧ルでお動した時があつた。巧受がこれで 
まふまでもなくを々じ日光を巧びて•巧巧を巧 ミしょぅと云 ふので ホる 0 
巧じ巧巧の北部では•今もなほ正月が a ぎる と 太巧の巧り とま ふのがあつて •日光 じ • が«し* 
光ゎ々喜^:><;1ふ日がある0 1 . 



AO 

巧を人と淸巧と巧生 

さのをんで？舅では•委と•窒じ巧し T は最善 《 i が#はれて 居る。 

巧巧の巧に巧入つて•どこをちつて見ても • JI き淸められてある巧な成 じがす ると 云ふこと でホ 
る〇巧通りを巧つて見ても巧屑一つ W がつて居ない0 
ま々のをみはホつて居る〇ドァの引手 もそぅ であ60 
'‘蹇のをの々-テンは•營で、黒く巧れたなぞを見ない と 云 ふ •か—-々 ラスは 一つの暴りも 

オリム t ツクでは•巧逢の S 乎ボ推つて純白 S ニ ホ—ムを用ひて居るぞこいは•をふえでもな 
くホホ#巧な巧神を表&したものであつた〇 . 

巧？は，ホい カラ-や •黑いぶを巧く伸ばして居ると•望じされない。#±としてジ店されな 
いのである0 


巧のレこラン•家をのを巧は •いつも 光つ て居る •义賽の碁がおを手入して居るのをぶたが. 
甲がとぶひ•沿をと云ひ•も自ジ无つレーり.ホ、こ} ご‘，,.，...， L ; ■ 



をちて居ない。 

自分まの化裝も•巧®する巧合は則と して •か 化する 巧合は•手たも•巧も •ヒゲ も 胸つて•自々 
で巧つたものを身じつけて 巧る とまふ譯で ホる0 

义巧巧のか學巧では•巧巧ホ巧で淸なおホをする〇そして巧袁の爪や•巧爱や. ハンヵナ—フや， 
瓜裝•巧下*下ちとをふなじ兒♦の巧ホが巧じ對して巧ををずる0 

々巧巧田でも學巧巧生は大まして，が巧み«もやれば•巧餐問巧じついてもな巧し•其化の巧 
生じついても•巧 G 堇ボを•轰看雲もホをか•問垣は蠢 である。 

♦巧では•あらゆる巧息ボ與へられ•なの先生は、日なそのことに必ををして居るボ •どぅも 架を 
がょろしくない〇兒宝が一度寒にかへると0 

巧をも、淸ホもホつたものではない。一寸の ことで •ょいち巧を作る ことが 出巧るの だが. 

度寒のがじ手を巧はない。一日中吉まみれたちでその ま、 おホへ通る•しかしそわを おちでは 圳 
じやかぇしくもをはない樣である0 

'家をのかホ巧 も 巧ない’.屑'!じはさが居る。菜の前の溝じは-*—ブラがゥ？ 3 して巧をか•これ 
がやがて巧じなり•人の血を吸つて•傅を巧みがかすると云ふことなぞもち へられて 居ない まであ 
る。«卑じ乘つて見る。美しく化巧されたな人も不巧である。頭爱がプンと宾いとなつて •おゎ巧く 

, 八- 


丰〇，けのるんで年;街; r ；. a ? すがホ* •か々，てつんてれらて立り«が■ぶ 

ot : し IMIt が人外る A ,とるわで It # のをな 


と巧の中が巧ない、ルがホい•下 皮は 巧つてない0 
巧が主色をして居るなぞるかける0 

#丈は どぅかと まふと.これがまたなだよ ろしくない 〇 «子は ミ 年越しに ブラシー ホ もかけられて 
居ないのボある0 も巧れて居る〇ヵラ—がホい瓜がおじつ く •ルにちする注素が巧かおゎないのが 
ある〇プ ィシ ヤツが巧れ適ぎて居ミ 

等のものが巧當みるなでホる〇巧じ*を吐く (但しこれからは巧金もの)巧用が巧かよはホ冷 てら 
れる〇裏巧りと巧たら•これは义•おおじならない段じ不潔でホる0 
巧の巧巧店のた巧がが口でなかれて居て， g 卖巧止の處々々まけたものなぞ もみる 0 
不おさへしなければ，巧潔にすることはをちじ出來るのである。よづ自々から.ホじみち •みこを 
巧•そして巧を•村を •キレィ じして•日本,^をもつと•もつと淸#じしたいものである0 
これはお互が一人一人一寸した巧*で出來ることである0 

又.日光や•を氣じなまれながら日本に病ホの多いのは、一技のまち'か•淸 * •ホ生じ往袁しない 
で、 If %， ホ術生な生巧をするからでホる。巧兒の巧た率 も 》お資廉を も•トラ* —ムも大いここ 
れが巧巧して居るとをふ。 


巧逸人と整巧 

g 巧とか*巧とをム K では、獨这人じ巧ぶものはないとさへ云は？居る。 

まづお庭じついて巧して見ょぅ0 

一つの♦デ担しが今か巧な時に•巧ボ子供にそれを持つて來るょぅじみじる〇するとかさい子供で 
も、すぐそれを持つて來る〇 

•道具巧の入れてある 0# 所は、チャントーをしてあつて•巧族のだれもが、それを•わ得て居るので 
かる0 

又「巧つた後は*.かならず元へ戾して«く、」これ^?^*ホ人のちをであつて-やかましく云はなく 
てら •自《じ一兀のところへ入れるので ある 〇みしてなひはなしに•そこらへ 冷て、ホ® かた、〇從つ， 
て一巧そこへ入れたら，いつまでもその巧巧を代へ る ことがないので ホる 0 

を巧のか巧な場合じ> ま ホ！！ が 、0で、及い阳サダシ巧るとまふ樣なことはない。新 M 綴の！|夕# 
巧も•プブシの巧所も.ボタン入れも•なの入れてホる巧が•お庭夕のホる場所が總て • lUlg として， 
巧めてホつて•たとへ巧くても•いつでもそれが巧り巧せるまでじ gw されて居る0 
み事巧 巧でも 満味 W 1切の#所•皿の部 • フォ—クの巧*そして タブ シの11二 磨# があるとまふ蒙 


•いならなげれけなか賓け阳キス** ♦み巧 


じ >» て頭序よ.く整 If されてあつて•あれを！と思へばをぐ手ボのいてそこへ巧く•それで少しも* 
ぐことはない〇«ホがそれである0 

♦度なぞの巧 巧 g 理は* ♦庫のホ找、巧のホホが紀入され た•力—ドを 作つて、 これで 索 ボ作ら 
れてあるから、あの本が欲しいとをふと•その力—ドを巧ると數千化の中から二云み か、らないで • 
ホ める本が引4>1.£せるのである〇 

ホ年巧をへ巧つた人が》オリムピック肤*貪な々巧ねたところ • 一二十 gw もあるの#曲がチャ 
ント巧引じ巧つて巧されて居て、日本巧乎が化の W んだ#面が巧たいとまへば•た r ちじそれが 
引出せる仕化みじなつて居たと云ふことでホる0 

モの時ヒプトラ—總巧が手じ力を乂れて，村化を|5^^して居られたと云ふボ> そのフィルムは.と 
れね ると、それはこのケ—スじありますと、をちじそれが 巧され ると云ム巧で、 fc 理 • g 嚷 •こいす 
ても ホ天ネ 的である0 

そぅしたよい胥巧は子巧の巧からあるものと' るへて•なみじモかのを々がると•子が ながらじ • 
W 子を お. ける 巧 所、ランドセルを#く#巧 •ボ巧 じ書いて化々つけてホる〇义 • 繪本の 巧所 • K 巧 ♦ 
の巧巧•巧みの#巧と白々でチャント a さ巧巧ををめて•置いて • 萬事自 々で»巧するのでホる0 
巧 ふしたこをじついて•巧 巧は 一巧 H なしない〇これは义不を一一な化故をおならしいが•子がが tt て 


, をち巧して居だ0 

巧のをかなぞも•偶&费がの供が右であれば巧數ホ巧の側がホ•と云ふ«じなつて •それが*々 じ 
なつて居る、しがも•そのまの春化ポ大きくだ入されが度人の化の高夕のと ころに 示して あるので. 
を々おねる巧合なぞまつて巧巧であって • 三一十みも1時旧も巧ね巧る必要がないなぞ•人々が便巧を 
することは それだけでも•大きな巧冊がなけ> 手»とま巧が助かる譯でホつて •こんなことは圃おを 
‘«かも見てどれだけお辛が巧ふか知れない‘巧ホか«其化じ多大の参ち じなる と あム〇 


巧逸人と巧の 

獨巧人は巧8 する こと々人面の巧みと考へて居ろ〇だから 自ら をんで勞«-2從ホ卞 るのである 0 
又*一たん典へらわた化事、 a {柔はこれを天度と也巧て' 巧がじその仕ホじがひ•不牢ホ滿を持つ 
ものがない。 

しかも、巧柔じ巧つてち巧を考へることもな く •巧ての巧のは神巧で わると 云ふ信をじ巧つて巧の 
するのでわる〇なつて貧化でも巧所でも•工場でも.を 日 巧を しないで 巧んなが 化資 じ々« する。 


、 s 

家もかも•巧も村も、獨2■を！！けて § する。 「 s ■の巧展のためじ」。 だから . s ■が六 
日の一大 M 々したのでわる0 

巧巧でも、エ巧でも巧業县は•お柔時招に 牟《をし. 巧柔服 じ巧換へてまへて居る。 

そして、お巧高のを■妾に總てが一せいに仕事じ巧ゎか、るのである。 

蔓が閣おされるや、練てのことををれて’， B らき •《してミでミをミた 《.赛煙をするこ 
となく’ S じおなじ S く。まる時•獨逢人圣場じは巧務時 g 蓋會人が來たが •本人は「今は巧 
巧中であるから」と 1 K つてかみの時巧を巧用して面貪するとまふ！！ である 

その代り、かな時历が巧ると•ビタリと働く乎々かめて•爹卞る。今少しだから • S でじこれ 
を片がけて、とちふことは•ホされないし•义をぅ卞る人も居ない ので ある0 

それじついて巧 a おボ神戶じ乂巧して居る時•巧貝は换 から 巧わかを トクブクじ >んで來 て •本 
化じ15み込んで居たが•畫のホみの诗历が巧たの もなら サ《いてち ると •上の者が來 てがみをわらせ 
その化巧を中止させた0 

叉巧 SH 巧を見# した 人の巧に巧る と. お♦者がエタ」扭入 つても、 一人と してれ 事から R を 化 
なして S 々の拍を見る f なく •蔓じホ辜 あつて•括し g もしないまつて篇 かでホる。化ミー 
巧じ 巧つたま、 行はれ巧巧や巧子は用 ひられない 0 


みくのた#はみまで巧はれて居るが•自をのま待のがかはををじして•ホの人のを巧にならない# 
じを自ザ細也の巧患をして居る。 

仕事じをおなが料はたとへホ々じ典へられて居ても巧してこれを化用しない•材巧のがゎ R や、 

«、ホの巧にしてもエ巧巧に！！^させないで、一をの由へ入れられる。 

等はをの一巧でぁるが、巧这政 巧は、 勞働をのものじ對して•巧に—まの目的にかて綠ての*®の 
上にホびを與へて居る。 

巧ちか何なろ巧«と雖も•それは、苗ま々お興せしめろためでホることを、«く«民の巧じな店し、 
B 民は又、田をのために」，とまふ巧い信をとホををちつてのくの.でホる。 

それで巧をの 巧 S はー ホ神を 化され、 いつでも面巧の 勞働 力の 最大 巧が 巧 巧されて居るので ぁる。 

巧逸人の化餐 

切ゎつめるだけ切りつめ•巧れをちれて« く！* a 人はさぞかし窮 g ななひをすることでホろぅな生 
ゲと夕へるか巧はない • 


t とこく麵 MIS ，け人いむら々 VJI ホ * るもでけ曼保 .1 こ*た（儀 

〇* A で人いな L 


巧じ惡し •巧 s じ 塞す る獨逢人は•又蓬じおしても實じをして 居る。 

いつも巧 《吸で •せつせと货いて居る奮のぶさんも•ィザ日 gB となると•♦れ着じ—へて. 
お々公两をなホする•巧ルじ化る5のお業員も日 R 日は•巧爱々巧き 拾て、’ 褒と？-巧 
へ、教みへ•を因へ•レストランへ化巧けるのである。 

又•巧々のさ夫は今日、—を括てま餐へ、おをへ > 含へ斤く。貪社員も巧所夕も•ホの 
塞員ちまはドラィブじ、ま食畫じ公困じ出る。そこで巧逢の日ちとか管は•これま人の 
なで巧も•公田も•巧ル气敎をも•巧滿員とないのである，公田のベンチじはちい靑年とを、ミ 
のさ、やさもをへる。ちい夫#のなホもあると云ふ譯で至ミなごやかである。 . 
ig くことをたのしむ巧逢人は•ホ襄することを化の走く巧しむ田民でわる。 

か 《日 昔はををじがつて田考かか養をなじて居るのぶるから.巧の虐は をが S 巧めて i 
しない。か i も’？ •1 •そ•，で t 笛かに花屋とパ i けは 一 — Mi 
がされ J ストランは’公が巧理くぇでの巧業を蔓れて居る。 

そこで獨逢の日吉の巧のレストラン巧それこそホ入の蹇で.そのレストランでホに目を。 
は 蓋お 族連れでテ—ブルをかこんで居ることでホる • 
日音は一お謹で輯理5^:}^られない向きか夕く、3^でミ.ホはをへ巧ばせて食べるのでホる。 


义、曰巧曰は' これをがおするをのためじ•巧かがきの巧巧が巧圳じ化立てられて •ミ割をおの w 
則がある。それで±«日から日 g 日へかけての巧行を•を山 者. 巧が 化步 等•多數の 人々 が•山 や， 
巧 じ•一切から 解な されて•巧日の力を餐ふためじ出#けるのである。 

义あるをはが々かきなお巧を•あらゆる廣巧へ行つて行ひ•まは巧綠の« 々の下に•一家が 集ぇつ 
て巧いをの上じ日ホおをするホまもをへる。 

まは巧寡田田にはかぅ」た都ミ e た.®じ、一裹人場8で夏萎養 さ h ろそぅしてが 
曾の生をから巧放せられた•卖族•巧年•が連は，朗らかじなひながら•一 H を主-しな しみ • 円光を 
浴びて，大自なの中じ通すのでホる。 

そして 又* 日！！！日は 巧遲 くまで、かみの一日を、む巧くばかりたのしむのでホる。 

そこで巧巧の日巧日の化巧ををる人は' 「よくもこれだけ巧べるものか」いお ひ•「巧 逢人は t じ 
よく巧ぶ苗民だ」とおふと云ふことでわる。 

しかし「よくかき、よくおぶ」'これは巧を人の生巧でホる。 「よく 巧ぶから*よくのらけるのでホ 
る〇」此の邊の區切0は•巧田でも今少しなをしたいものである。 

案の一日はを围民が？ををわ總てから•塞さわてか養し•そして巧しい力を養？' 巧び月 
巧日からは、瓜おも、むも】變して、を》巧が一巧じ巧巧な巧お«なじ火花をならずのである。 



• r るわで春 6 る興もは麵不 j いこかやごな t づぃは 


□ さ 

だから、两おが政巧に巧 S 巧#の一巧をちし•ひたすらを■巧が、妻びの勞働を卞る權じ，む巧け •. 
i じ巧つて巧じじホの力を餐ふ«巧めるので.ある。邱ちも亦一つの也 々 g 巧でわるからでホ 
る0 

巧を人と换樂•- 

♦ 

• 巧巧バヴリャの山巧じををつて居るファゼル博±は•もぅ巧十を•いくつか出た人であるが，それ 
，で居て•ピァノを IS きヴァイオ9ンをまするのである。 

その 巧 古のをでは、木 B 日の午をから巧じかけては、ま庭 Bli の夕べで々つて、その日には.寒 族 
一同で术のしい巧まみが自をで行はれるのである。 

父がヴァィオ9ンを 巧く と、巧がピァ/，换がと云ふ 巧で わつて•六十の父が R を 巧く して¬ 
せの > そして •わボがの 歌 ふ聲じなまおれる R 傲は伯としても鑄しい隹みでホる。 aa では ♦樂 はを 
巧の一部として•どんな貧し1でも、巧のをでも行はれる。 

此の K どぅも日本のお庭じはみ樂がなく、な樂がホの外にわるのではあもぇいか。 

工場から巧つた靑年は-夕ををがへると•をおに出て•イタを 巧き. 巧いおは•ホは 歌 ひ. ホは， 


生れせ巧の巧生色 g かな巧ゎをほつてたのしわのである。‘ 

人面の g ホ巧に#樂の大切でホることは•云ふまでもないことであるが、巧途政巧は•特に化の« 
を巧規して田巧义化局に音樂巧の！！々なな巧をちし•こ、で•を围民の音樂じがる精神が g をして居 
るのでホる。 

巧巧に巧してもホ同巧に大なる M 也ボ海はれて居る。 

巧ち田巧の#巧を通じて、ナチス巧巧の巧神を>ちしょぅとまふザ策でホつて.«民ボ#樂じ»卞 
るザへもホ巧めて巧極的でホ•る t , 

ま庚的なものは則としても•な巧的なダンスとか、香樂會と云ふものは•しかし•巧なる一つの麵 
拓とかがをのちのま、に朽ふのではなくて、«まじ指巧ホがホつて•多た人ボ美つての供しわは•獨 

巧民おの音樂會であゎ•獨逢函おのを樂會•巧踊をでホる。 

■巧ちそれ夕の巧 案を 巧じて•巧 族«»を g ホ卞 ると S ふことがま巧となつて居るからでホる。 

そこで，议畫にしても，«にしても、音樂をじしても' 义巧历じしても••國家が«畫々作々•國家 
が«を K 巧し苗おの乎で音樂をや巧巧會が閣がれるのである。 

化つて一巧大家のがしわのかき，度に安估な入場巧で•巧たり！！いたゎすることが化巧•■巧は自 
がじたのしみながら國家觀を巧くし、たのしみながら函巧相互の■結を强巧じするのでホる。 



獨巧■ま送くことじついても窒な調令を發するとみに•筵•度樂じおしてもホ《■じ々かす 
るのである" 

「たのしませてのかせる〇」これが巧3政巧の函巧に對卞る總てジわる•巧 M の本を巧をとまへば 
节もかも筑則づくぶで、巧蔓氷おさせる資じをふのは大養な誤ゎで.その正反おを巧く#巧は•な 
石統枯の本巧を也巧て居ると思ふ〇义國ちにしても、»いて居るのか巧んで居るのか巧らホ车俗なが 
樂じ眼を血をらかて居るのとは大變な巧巧である。 

巧じ、おを巧じがける度樂を持たない•日本の生巧はみぇりじがしいとをふ。勿6一がじは そぅし 
たことがあつても、これは大衆のものではない。 

巧化された巧樂は*生巧を巧上させ6ばかりで •なく •人生を巧 M ならしめるものであつて•巧に歌 
つて暮らす巧を人の幸せをわれわれは をく ホつてをたい。 g 度な ジィジィ したまちま巧は，日本のみ 
庭からをひ巧さなければならない 

と同時じ > を日本のか巧•日本のま持は，もつともつと•お庭巧の#樂について考へ•巧し くもま 
入の巧樂場を巧 G ルじ®かないだけ G 用意がホつてらょい皇ふ。を.；；じはぇづ#人 S 樂じおずる 
牟巧ボを巧でみると巧ふ。 ’ 


巧を人と花 

「をじ花を！」これは巧巧政巧が•常に巧逢のおをじす、める音巧である。 

それボためか巧をの家々では、をに色々のを花を巧へて美しく巧つてわる。ホつた-々ラスをの内い 
力—テ ’ v 、 その下にはを々の#巧のを巧ボ坦かれてあろ•これはた r じまをボ巧るくなるげかりでな 
く都巧美を巧し•人と巧じ巧じ生なを、を巧を生かし、そして函おををかすることである。 

巧にもつと大きなか巧は、夕花を受する、むは、嫌ての•巧をを巧し、巧神に a を與へるもので•人 
々ボ美しい無、むの花じをすることは•それから夕くのか罰を巧るものである。 

われわれは、もつとず巧を*するじならなければなら々いとるふ。人生の化事は H 々の巧化をを 
をじがへ•火花をならして« くばかりが化事ではない。 

巧をかゎ、自がをかゎ，そして人生の巧巧なるものでホるかを巧つて、そこから巧^るものでな 
ければ本當の力とは云へない。 - 

呑ホ立ち，^じ.そして巧じ資をおぶ巧のホは> 同時じ义、われわれ人冊の巧でもあるとあふ。 
われれれは，自なのまから本をの人を々見出さなけむげ，ならない。 

巧巧の巧巧が日！！日じはをが戶を两めて•含業々化むのに。パンと•巧を資る巧だけは•一をの時 


。[る 得み命 ホロ さ: の« ，み 尊 I こ 巧け; t ゆ 


阳营ホをがされて居る事責は•巧か何に♦花を愛し > 巧が.パンと巧な じ 生がの上 じれぐ こ 
との巧巧ないものとなつて居るかをみ巧つて居る‘ 

パンは巧々、をしてぞ花は•その人の情操を養ふ*でもわち . A か。 

攻巧が、それを巧可して居るところに•ぞ巧 じょる 田巧におする無言の. お訓のある ことを 見4 し 
てはいけない" . 

「ぅるほひのある人生」〇それは大なる画民的な巧と.人をのま—を越へ た夕 のみの. 也から 求め 
るものでホるからである。 

大 R じホの大お線を巧かた獨 an ちか•巧を A 卞 6 二と も ホ g 巧でホ&とはなけれ》 ならない。 

义獨巧屋さんは世界の花屋と連なが出巧て居て•獨達からニュ 131 クのたへ巧を ちたい 
*^あふ時^ホボの者巧と花の名を注文すれ^»の花屋は连なのあるニュ I ョ—クの花宙へ電*して 
切日ュユ f 3— クの友人のところへ巧ボ届けられ&と云ふ。 

巧じ惠ぇれた日本人は•そして花の也をなる日本人は，もつと花をを自の生巧の 中じ ホ ゎ入れなけ 
れげならない- 


〇へ隹 4 •だらかで中の«自大，い U 餘畫 A るわの氣ホたかこ蠢ホ 


巧を 人と 自が 

"ゾルマン民族は、ホの中じ巧つた。" 

それがた々かどぅかはからないが巧人が巧をホし•山をホし•そして巧をホ卞ることは•一巧り 
ではない。 

で巧名な、ブンダフオ■"グル(巧り鳥)と云はれるのは•靑年がかみを巧用し•巧は化巧をが 
用して、村から巧へ* R から縣へ•ホるき•山に化し•ホは巧じおつて•ホ巧を*けるこょでわるが 
かも aws の靑年の阳じは•このな斤が狂んじ巧はれるのであろ。 

だから、どこの材々じも、この旅巧者を沾めるな末な宿巧があろ。これは靑年が自巧を*してのな 
斤であることは勿論でみるが、このホ行や•名»•古*々巧ねては，祖一一の薦のおを•それ等古蹟の 
中から巧見するのである。 

ナポレオンの大軍が侵入した•エナの巧じ道入つては•ホ面の情をながせ•々人のお巧に巧つて 
は、自らの#一巧に K 打つ化を湧かせ•林じ這乂つては•裹巧の巧のををて•一をの麥の尊さをかり. 
村々のお所にお合せた•靑年は.互に巧ゎをつてはグルマン巧族の同じ血が•お互のからだに K れ 
つて吾ろことをしかと自 > 卞るのである。 


化巧に巧逢魂が•養はれて巧くのである。 

「人を見たら巧人とをへ」のが訓を逆 じ •「a 民は互じホ皇 n つて巧まなければ ならむい、」よ：* < 
へるのボ巧巧である。 

ブンダフォ—ゲルは•化のま巧じがて•意 li 巧いものがある。われわれ日本人は•もつよ•もつ と 
お合しなければならない’も早や、お冗益人であつてはならないのである C この々 大な受 人と 靡 
も•大な民族のかくがホな血をもつては居ないのであることを•お审は今 こそ 巧く自« しなけれ/な 

らない。 T 莫 -gg な血をお玉の ♦*! の中に法しで翁る 曰* 人は.量巧 |#<»力に•手5 
リ ，巧 抱《含 0 で*!たなばなら れい。」 

お互の晒には反目もあつてはならない。 ま づ巧じなれ、そして.た r 一也じ わきをふことである" 
巧巧的«の力は•此巧より生れる！ 

两おのを興は•化およを爱する。 

お互は今«じ•此處じ目覺めなければ ならない 左大な時がおつて 居ることをおらなければならな 

、〇 

iv 

が太刑の 血が、 伊太！： ■を‘！ ss 寒！*这 E ち今 BS 興じ巧つた巧じ •日 ま血はホ大日本 
巧田を•巧じ興隆し•これを.よりか巧じ爱巧しなければ ならないのであろ 


巧 逸人が自 おを* することは•云 ひ換へれげ•田の 出： c を巧 じて •姐两を巧 する ことな w で ホる • 
休日の一日々なかにお綠の森の巧じ# くホ A の聲々«ネ •古» をな ふて •巧れ等の祖先のをに學ス 
神化ホ柏 じ巧で、は•ホ 巧ボ H # 一の拿度 じ 觸 れることは、ホいじ 美 »されなければならない 

われわれは•自あを通じて祖一一々かわ•祖 B ホ* ずる 熱情々.よ々正しく餐ム ことじ 也巧け なけれ 
ばならない。 お互は祖 B 日本の巧のホを今一巧をを さな けれげ ならない • 


巧な人と大お時計 

よく巧巧人は、るい诗代のホお時れを巧つ. て居る- ‘ 

そして•人がでも平巧で，それを出して K めながら•「これはおな父さんのおつてほたものを•父 
が*ひ、それを义なボ巧つたのだ」も云つてちる •. 

するとその大お 時計は、巧 子 S がも大巧に用ひられてちることになる。 

こぅして 時れ を W しでをる 巧 じ •巧ボ父を•祖父々な ひ出してをるのである 

巧をはこれを巧なわと云ふよ々も•この乂お時計から獨巧人の化がじおする巧い巧巧よ云ふも 


丸八 

のを感じないでは居られない- 

日じをみ•巧じ塞む巧巧の■獨逢で あるが •傅がか 拿さは•あくまでこれをホはない。 

例へば，父がレンズの磨きエをして居たとすると.自々も•そのレンズを磨く ことを巧と 卞& • — 
じ祖父もレンズ磨き々柔として居たと云ふのが ♦く •ホして蘭単に自々の職柔々養へ る 巧な ことをし 
ない•だから、巧巧はサホじ誇る«巧なレンズボ作られるのであ6。 

祖父の供でレンズの巧巧をたて居た父が•祖父のホ«を改をし•父の化巧をる宙 つたで巧が.义そ 
の父の巧 K を補ふのであるから、かられるものは自な*巧じなる巧である • 

巧试エのギ巧が、 «« 々か々- バン，^る 父のモボバンを かるのでわつて 巧れ げ •自巧 じたみ じよ 
いもの.よ々« 巧な もの某られる譯である， 

これ巧 傅巧を？ ることでわつて’資じホしいことでみ ろ •勿旨々じ特巧の ネ巧がみつて化の. 
* を巧巧すると云ふことは•巧巧と维も相當じあるでわら そが•白らの特ちも、；,巧ず•艾モ供のお巧 
も知らない 巧が、 単じ•時代とホに進まなければならないとまふ#へで•祖ホ 傅 来の 田が を 《つて. 
その 息子を大學 へやり •貪れち や > 巧人にすることは•一應ちへられなければ ならないことで •は ホる 
ぇぃか • 

日本では•年々 を 巧ををて、 巧を じ的る 巧 ホは«に二十 巧 人ものみきに達して居る。 だぃら、 》 巧 


巧の々 ♦ ィ y ,4だ人车口 •けめるお乂い•巧なむ涯資 番一で♦後 
〇るんでのい多が製函外 1, か L 〇る《て L 表 g が 家れ 


じ帝ホがなく •た巧巧化のモホもホが々にをゎ•をのお巧がなじちれなホ巧を吿けて居るのでわら。 
これは一一まじとつてもホ大きな巧なであるもまはなければならない。 

を巧なる上#おボ村に R つても•夕學巧化の持人は•林じは】人も待つては居ない- 
巧じ、ある巧の巧ちさんは' み诗れを持ち、大事じ巧ふその息子は高價な R # きと.*«な寫«機 
を巧つて巧び坦り、村を忘れて、巧を待すことをちみない。 

そして息子が、巧よくな雜でもずると，巧巧の農まは】爱してなじ會な負、役人のおじな6。 
やがて，巧化いた古»なちぶきの屋巧が、ホ巧左の文化住まとな々•更にそのなは tf 巧な日本》を 
括て、•洋裝 • M のホとなるのでわる•だから、これ々をる巧民はを化かないのである。 

人々は此巧に、巧度があるとまふであろうが、拿い 日本的な傅統を おり 拾て、田舍が都 貪化し、！！ 
會が♦けて西歌化して、巧して、日本はをが柏なりとまひ得るであろう か.巧逢 人が 祖父の大迴巧れ 
を 巧ずるがかく、由！；日本の 傅 巧の美し さは •化くまで これを 失つては ならないとなふ。 

义巧15では、か入、巧巧•巧術ぶ等の古ホは立汲 じ•これを 巧な して•一 持人の住宅と！！ も •巧ホ 
も，試巧おも、 そのま、 じ巧な されて居ると 云 ふことである•これ も傳巧をホす る 現 はれで あるザ- 
巧 K では 巧まがの墓所が •どこじある か•それを なる人さへ*れであろう。 


巧は巧び巧に入つて行くが、 巧 巧んは•どんなものでも •お 後ぇで巧巧 じ 巧 ふこと ををわない。 

巧 おを本ホの 巧 員連の祝は•多くは巧れて居た。しかし、おの賄が尚る化の なれ A でわると•その 
冉れ 巧へブックを巧て、、»ひなせその上じクリ—ムを董ろてこれを用ひて居た d 
S 員の巧しでは、 巧 ふして巧ひると•をの席が化る! If じ 巧れ てからも巧 一二 四ヶ巧は巧用じ堪へると 
めことで•あつた。 / 

そぅして 巧 S 化は、巧 末なものを 修巧 しながら•巧ひて居るが •か 化 用は チャント 磨いて おつて巧 
るのでホる 

東巧の大まじ巧 逢學 田があるが•そこの生巧は、 巧 かなズックの 巧 上巧々巧ひて居た。巧おをがで 
はなかったが。巧動したり•をり巧る子供じはホの巧よりもおこのかダ樂でよいとあふ" 

巧巧の子供のことであひ化ずことであるが.を曰巧历のた巧の立襄じ、ホの巧なだ事が化て 


それに巧ると' 晦が、今年あるホ巧巧のなおを巧けて•入事々ホ可された去ころ學巧からの巧かで 


文巧巧，巧巧 w 子と IK ふものを一切舉«の巧をじなつて！！人せよとのことでわつた* 

ところボ瓜裝も•供も g も W 子も • a てまだモびたものでもなく •なをのものより僅かじ巧が«つ 
て居るげかゎでホるから•巧くなホのものを用ひさせて巧き度いと巧云♦校へ巧したのでわつわが • 
それは•ホされなかつた’*そこで化方なく •巧情よりも g 巧な巧ちのものををな推へて•ん擧させる 
ことじしたのであるが•その巧は•この非巧時とちふのじが巧巧 caa ホるものもそのえ、*かじしな 
，ければならないよ思ム去•どぅ考へてをても巧度馬巧しくてならず。そんな事のがらね♦巧へ大事な 
モかを預けることは出巧ないとばか々•子がはが巧入♦したのであつたが•その學巧へ通♦させちこ 
とを瘡お止したとまふことである • 

それがホ資であれば•舉巧としては•大いに ザ へられなければならない■大事であると あふ* 
々はか學巧のことであるが•巧ホの子巧の巧畢して居る巧巧巧ホ第ニル♦巧のは•巧じ兒袁じ 
巧して巧素にせよと、やかよしくわへ、度でも'«子でも•巧しいものを用ひてはならない • は 
最後まで巧へと，そのが々學巧の中で，資物を»示して見せて • g 素じ•♦わじすることを g して 
居&。これは責じよいことだみあつて居る* 

モかを巧はせて居ろ筆當は•、むからこの i に感#して居る•ところが•みお庭でそれ々ザらない 
のでわろ•辨 S の曲た A は巧末にとおはれても • As の Rg ♦じなつた々•特に！；お辖神總&坦 n 



の巧ちだから•ミはそのまんじと云はれても • IP れま U 争になるのであミ 
これは•學巧は正しく敎へて居るのであるがをお庭の自*かち々ないのでわる。 

な上 二つの例じ巧つてをると•前ホは學巧が政けでみり•後着は塞がよくないのである。 して 化 
ると•.かわとか • R 素と か•云ふホ巧はまだ{一 投じ嶺をの城に建してちない ものとち はれる •时 
時にこうした巧巧の 權 をのためじは♦巧と巧庭の兩者が、】つじなつて > 麵つた 具 « 策^り •こわ 
じ巧する】つゆ巧律がかられなければならないとあふ。 

これは軍なる巧庭•巧なる♦巧の巧巧でなくて’«巧ち乂の大策で もみる と 思ん • 


‘巧を人の巧み利用 二) 

，ヴタをのぶ人は、 H 本じ來て、もぅ十年な上じなる•仲々の巧♦をで•曰本の义宇も M める ところから、 
ホくの♦わを K つて讀む〇义巧#も*むが•巧んだ本はかならす本《の«逢へをるのである。 

この友人の紀じ巧ると、巧！！ R は今本がホち して居る •みじか—の♦物は、本 ■では】®に W ょな 
い〇 そこで自 々の讀んだものは•か巧 ゆ 巧巧を ノ —卜して泣いて•これを 本田の 乂人户 •出，」じな& 


のである。 

そぅすると】化の本が多數の人に巧まれるばかりでなく •本代も大變巧かると及ふのでホつた. 

このあひやり、この祖函ホには M を打たれるが•一化の*みちつたものを巧じち用に化用してこれ 
を活か卞巧逸んはやはゎ巧いとをム， 

獨逢の#が入巧すると•その巧おじょくつて居るのを見ることがあ6。 

かお巧つて居ると云つても二巧か S 巧化のものであるボ、巧たじなぜ R を H はれるかとまふと•こ 
の R は•化旨巧を'の巧巧のを理を巧せがかるのでわる* 

巧巧のお負は巧巧を作らないので巧をであるが、それでも多少は化る。.それをそのぇ、ホてない 
で、 R じ與へる • R はこの巧巧々、*理しながら太つて巧く •そしてこの R はょい時期に • # R » 巧 
の食卓へ上ることになる。 

化の面少しの無なボないのみか•唐わで、な巧な R が育つ y 一 わくのである。 

义；*51巧じ來た巧おお本化のお貴さん巧ミおてみタニ人$ゎで«理してぉ 
た•澤山のゴミのやから鐵屏や、かダネ•プリ*巧等の々巧巧•それに • が n ホ用•木片をも々目 tt 
じがひ分けて居たが•任か一二の十みの历に、拾ひ美めたものが I 二つの目 ttl ばいになつた， 

金屑は一二®十 R にもなつたと里はれる。ぶ"•木が • g は山を々じなつて居た。 

二 



客 

夕へて見る. と •その總てが巧にたつものげか々で ホも 《これは 公掛 のょくない 日本のおちが A てた 
ものである•しかし•たとへ找てられたもの、中じでも«になつものが あると •ホしてそのぇ、じし 
て S かないのボ • HA 人である。しかもそうしたものを*^した後はゴミ冷場で あつても♦レィに— 
■みいてな R させる樣なことはない- 、 

さて•それ等のもの々*めて何 じ 巧はれるかも云ふと、 m は更に これ々 選れ.みけて•修理の場所 
じ用ひられ& ちぶと* そうでな く 再を させる もの••♦•やホ屑ち樓械の掃 A や、おのホをがくためじ 
用ひられ、木 w は石巧の代々じな用されで居たのでわつた0 
K じ*いたことじはこのたのおちは占下 g れなぞ巧自々のホで修ふが •どうじ もなら なくなる と 
その化下の上が々切々取々•.それを集女て、大をな巧を作つてた • もその 巧が ホ切れの盾を入 
れる巧でホつたミれる。それ等の布切れは巧び • g にかられ•或は罗》れのさじ用れ るは 
か义色♦じ巧用されることであろう。 


巧を人の廢•物利用三) 

巧 A のお庭じついて見ても*巧で巧はれた巧おのた巧おの中ホボをくと> ネ巧その巧は自宅で巧相 
されて、巧かポホけられたり，其化を々の用巧きじ巧つて，巧巧され、みだ0じ資<^はれる常のこと 
がない， 

屑«じしても•その中ホを洽てられる巧合は•更にその巧をを巧ベて•よだ何かの巧じな55 
巧るものはないかを今一おを究めた上でなければ> 最後の持て場へはぶばれない。 

巧这人が，こぅした、む掛けをおつて居ることは • R 後にまけた♦い* liT か•それを K へ，おい附に 
これが巧途人の巧巧-しよで•をんだもので • W おとしてこれお力巧いものはない。 

巧に！！おの財政，«巧な策のぶ本は•を岗巧の巧ちを巧がそのをも大きな單化となつておろことを 
をれてはいけない。 、 

々にホること、をふこと•化むことじよつて！■家の生產•其化のを«機 ar かのいて巧るのでんる。 

を•日本は民を♦けて巧つてちる，巧にホの沒なわ資はを巧庭で巧末じしてはならない-^网巧じ0 
もつとな物を巧用してち生の道を閒き巧受の巧わを 一»樣巧したいものでわる。 

«ふためじか«に♦くの A 資がか巧であるか々••欺拥ホ載に巧々とつてなると • 
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ホ 度 や含の— 這最は • s のが ま s 用量に匹敵するまでじ f とな ゎ •巧の かきは •半時 
二十五奪化であつたものが•巧となるや一年一千 II; 夏？云ふ？ 上つた •な《この 中にはを 
軍のものもホをか、おお 香は 西年面じ一をハ千畏爱と云ふ化を 作つて居る。 

奮じがけ6累委は牢時じ比し S しく 巧大 となミので A ミ 2* に多く S 5 お 貧 
ら•入しなければならないものが巧くない • 

香では今梅花’羊毛’バルプ、ゴム•石油•を、白金•黃巧•《、ち舊> 鉛•巧ニプケル’ 
水ちァルミニユ-ム•巧，麻’ち木巧が巧巧#は胃々巧じ乏しく巧じホがじしなければな 
らぶいのである•巧つてホの巧な漫じ對しては•エ巧も.會たも、巧がも•事なも•巧居〜そ 
れこそ•冥！！！の負をもつて、 R 曼按てないで > これが塁が用を•、むがけなければなちない。 
a 目 « ■生 占 
!!*« •雜 W •ヤ^;か下•ホ供一了 j ごプァスンげ,^プ：7ァィパ.， ♦ 

ミろ**。巧教：渡％； •ホ J 1 ミモ* • 

义 》 反ホ 巧 •ホ 雜芭 •古新 《•蒙な紙 ♦】1 巧 觸拍紙 •を 巧—•紙巧 ♦ 

S r 古ゴ A * •ホ ゴムタィヤ •古♦ユー 

A ^が《•古だが古ごな•まゴ T 重ム•ミ•历 i 
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•塞振鶏于，•ま 

•け？が鞋蘇巧廷•な i 了 51^•半田•巧ネ .*28 

鉛 W ホト板等 】i 巧鉛地 A, >餘，#»•巧》お等 

•巧が巧 i も？包*て—•ミ i 
、巧 s，>s jf •な 了 S み，5ミ■ホ麵ミ • 

ァ；，ゥ；船巧が觀！ホミ•ホ* ^ Tr ;; i ミ. 

0 1!古8•了 8 */ 

巧卞るじみは練て之々大切に•無なのないやうじ巧はねばならないか«宙•巧の廢な•ホ用なも • 
之を拾てたり又は巧に藏ひ&んだ0しないで化來るだけ♦•巧してをを集めておく， K 姑化紀ホ者はと 
々お»じなまけまは巧分けして價化夕く巧を巧用出來るやうじする义•之を巧巧と卞&エ巧は1*«じ 
さを巧ホ々巧しいが巧巧用の巧 W を因る。も人は«なを原巧とした巧なを«んで巧巧するやうじ卞& 
#化の巧•巧 W 巧は巧化の#になて特にを々用ひなければならない。 



獨 a 人は資じ «« をホ巧じする • 

筆ホの巧くじ住んで居るバスのみ冉ホは •* 轉存而を終る と•かならず 一 エンずンを»ベて， 
一日中じ巧つたま•ゴミを巧き々ゎ.*レィじ手入れ々した後でない と•菱 ま へんれ ない 
それが巧の日ち5日も 一 f して乎乂芝《かした こと •かないの である。 

雲は早い日で 5 •巧ホの日は十一時でホるが •どんな じ理い？ ち 一巧 ゎの モ 入れを してか 
でないとならない。 

ス巧•ミ巧ふ時は•まづ巧の 惡まベ ミ そして機》を a の？々 檢ホした上でないとミ 
させない‘ 

巧®中でちみして機城に望が斤く巧なちらせザはしないので ホる • 

十四充臺 もみるパ K の中で•塞人の香し5るパ*か 一 ♦ホ巧が 少くて、一♦新しくをへて巧 
るのも 一つは乎乂ボ巧 巧いて居たからでホる， 

♦ィ卞の没じ义も大巧な巧ひで•化の牽ょりいつも 二三ーヶ片はをおちして居こ。 



こけは巧巧人ボ•巧括におする巧讚がをかでホるばかりでなく •たとへち巧ホの卓じしても • w ホ 
るだけ大切じして•これを大ホじ巧ふとまふちへがれるからで •巧 車の場合でも •巧 車の場をで 若 
にわ#かじ単を扱ふのでわる‘ 

だから 一«のホをは •巧を 人の率じ柔ると目立つて 乗 也化のよいことが對つておた。 

何んでもないのにな巧ザして乘をを ホ々 のかしたゎ•力— ブを をち巧でかつて 乗客を 巧し A たゎず 
るこ* がない e 

巧面に巧してもおじを 竟 をして•享 のの おを巧いで居た • ， 

をうした、む巧が機试じ無巧を與へずタイヤもでもち持ちさせるお果となるのでわる- 

日本はぇだ阱產自巧巧をホ量に生をするぇでじ串•つてない巧つて自の車は•自なお外からも•入 
しなければならむいが巧じある譯で.)臺の享と雖もを々大切じ巧ふのと、そうでないのとでは—ぶ 
のおがの上に•大巧な巧なとなる。 • 

又タイヤにしても•その原料は總てル再から输入して居るのでみる，3 n ハマ*イ♦•じおる筆#の 
お人は.ホの樣じ耗して席た-「せではよりためじないタイヤみ-作つてを巧ちを させ， ゴムの雜入を 
かしでもかくしたい。 それと か一つが#巧をが* イヤの 使用上に巧«して-ち待させるがに也かけて 
タム巧で. そうすると•タイヤ ゆいたみかが大いに巧 ふと 思ふ0僅か一本の タイヤと 化ふが 一«の円 
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ィ，ャがわる•各ブクじなる矣本も健へつけてホる。，^れが含で一宇 

萬^すを if し1写一十 i ミ誓 tv 妻 5 f あろ」と’ 
*1^ 曼 ff た si が•そ—曼&ちす is ま告一ばいこ 

積ん ド R や•をを巧 かさせ、 巧 ゆ至のをミ示してホ ミれ させてから 「このち をミの^ 
じ巧つ て 居る と•あと半年も 巧へ ない。」もを意した0 

ろ「このミは印單に《ちて文字が島じ齿ないだらぅ」とれねて居た夕ぇつたくこの獨 
a 人—ミ、 f 香けて、僅か f もミない ii またのである。 

これ拿入れ•望し e 不ホ分 • 方が暑し5ミでホ6が • g をミを一十 

I はかし巧クル t もなく巧へる巧*でわる。 

一巧 じ送 巧は薑《巧 S 0 いたみザも巧も_-宿も a つ T 來&。どんな 

こ i ふ f ないことでホるが•乎入 i 與へないで、蔓 f 霜 
•巧材愛 R の上から大いに巧 意されなけれげならないと 5* 


巧を人と油 

機试を大切じ卞る WS 5 人は•表たホを大切じする • • V れこそ 一*のみも 無な じはしない。 

たとへば、 8 じ ホを差す巧合でも •か 城が手で•さはれる®所は、手をもつて宙 W の熱した S 
をれつてから•か巧童のホを用ひる。 

かさな««に、ホれる读なかの差し方なぞはしないのである。 

器巧で化ひつく夕が拓のバスの S 人は•他の車と同じ時历惠韓して•一 B じ】ゲ"ン裝ゲ 
ッリンを泣約して居た。 

これも一寸の巧巧が生んだ巧である- 

0本の工場へ道入つ て見て、 ぇづた くことは •巧 W の W 近がホだらけであることで ホる。 

お所に巧ると，ホの去じかが巧れて居るのがホる。 

そして' やたらじ、ホ々をぎ达まれる。それで油はまをに用ひられて居るのかとまふと•ホしてモ 
ぅではない〇巧试の1者大切な巧所へかをや&ことををれて居ると云ふのがおくない • 

横巧のホで日本巧が•澤山の巧巧を本おから梓して居たときのこと ビ 。巧巧んのぶ人は•そのゥィ 
ンチの筑へ巧つて•「そのゥィンチじは大切な巧じかがおい。」とを巧して•ホを巧ひさザた 


同時にゥィンチの！一子は大*をくなつたのでわるが•無 ft 巧ひもょくないが，必要な場所にホを w 
ひないのはちじ苦くないことである。 

一巧のホ•と云へば•ネンの僅かなことでホるが•これが巧日のことでホつてたれば•かして巧度 
に ii - t ? らない。 

一臺の機械じ十ヶ所のホを用ひるとすると•一つの巧 W で一日十巧のホが節ね出來る 巧で ホる•こ 
れが】ヶ巧ーホと巧れば相巧の量である上じこれを•工場を巧の»«にれ 算 し-巧じ，口本を度の， 
«についてザへた時.一滴の節おから、ーヶ年巧ち巧とまふ油を泣か子る ことが が來ると化ふ。 

石ホが±ホの中から巧-るァィリ々や、"シャ • S 巧巧あたりでは、ホの一巧化ひ則に 閒巧じ 
ならないとしても、日本は巧じかの產 W が乏しく •« 巧の產なはを！！巧量の笛か八々にしかわたらむ 
いがつて九甸二々々海ルから輸入しなければならないのでホる • 

今の持巧は•巧巧まか、おホがを巧でホある上に•こわを外 W から•入する ことが 的來ないか巧に 
あるのであるから•ホみ巧ふをは それこそ •一巧も無な じして はならない. 

ダソリンな W がなはれて居るのも，それがわめでホるが‘ «« おも 等しくこれを©めしなければむ 
らない • ‘ - 

巧度も 菜* 8 も 巧か《巧寞でホるが、巧わ § {で當《送 S 冀 にはボソ"ン寡くベからざ 


る巧需なでわる。巧つて巧めしようとあへば，これは一寸した•お互の也巧一つで•どうじもな&こ 
とである〇しかも•一巧のホを巧巧じ巧か卞こよは> それだけ W 力を伸ばすことであわ-«濟的に日 
本の血巧を增すことで*をれが巧いて®局をを易じな W ホしめる原曲力じもなるのでホる • 

十二や巧にがける、まかな油の輪乂巧は巧に、】ほ九千 wa の長«に巧して居る， 


巧を人ミ石炭 

巧巧のお本おじかへる時•おじ巧ちて居た、#大の石巧を二つ冷ひ•これ々本お-しおつて«つ 
た。 

戰巧石巧じ巧をした！*这では、夕ゃ學巧々が巧しなければ ならな かつた とま ふ•义•當時巧く もの 
が無くてをさじホ巧したものも•巧當あつたおに*巧巧じち巧の大切な ことを ホつたので ホる。 

汽«々巧く場合でも、罐の巧き方をょく也巧て居て.みして一巧に多量のおが々入れない•面倒で 
も少量な巧々入れるのである•义お巧のぞ巧じがへるが巧々也巧てちて•お巧の入れぶ> をか W する 
おつて•をがの石タタををに化へる こと々 工夫し.僅かな お 炎々もつて、多くの熱世を出す ことみ 

ニ ミ 


•Ml ゆ内 A - ♦ H ,て L ホ]:*硏 4* i こぐ n か tt 教の M ，とホみ JI の炭お 

〇るんでか ft の化會管麵丰 UU れこ 《 たし約#かけ 



忘れない。だから•一巧じ巧ま石《を入れて•泛らせた々•灰を 5^ して 是ら •化ぇ巧り の おお 
ボ巧山ある•と 1 K ふ株なことは、まづ巧を人には見られない。これは•ま墓がな ことのがでん もが 
仲々巧來ないもゆでホる•自をで巧く R 呂1にしても•これはをおでない。 

ホ巧の毎瑪か雲時望一一少し了石蒙猛受ちわし5るが’これは時髮節めす*ばかりでな 
く石.あの巧き方についても、尙巧究のお地があるのでは々からうか。ーケ年巧巧 巧ち 巧 用卞る巧巧 
で，«の巧き方々】寸上手じか试すれげ二十巧や己十萬巧は®お出巧る•又•を两的じ •おおを巧か 
する S はをがで： B 四千蹇 Ttv 二打が一蓉約され&と兽 S スそ打だけで をち黨は 
四年阳も巧き巧けられることじなる • 

石巧じついで•巧田では、案を夕く用ひられる夕その巧ひガに大變な無れがあろので はない か 
と思はれる。 

巧じを巧なぞ•巧更、養•公呑？巧ひられ 5& 木巧の沒巧 さ楚はまつたく R くの 化はな 
> 〇 

a¥ ♦ 

巧萌官給おじ巧しての•巧ひやゎがないのであらう。みなみた々では巧じをなにを うした M がみ 
いのを！®々目擊したものだ。今をのあがを巧舉する譯じはがかない夕巧おは、 そうした ところへ 
化入りして•いつもをれををふ。 ' 


「何とるろしい無な！」なことかとちへさせられるのでみる • 

- ホもをめられた、巧巧は、その巧巧れじお巧じも巧つてしまはなければ•お年度の巧巧を城ザられ 
ると云ふので、巧へられた•巧巧が巧ゎそぅであると：まは巧巧•出巧•を#とちふ棋に巧ふ担をお 
へて•巧ひ巧すのが，巧來の巧巧の例であつてをれば，木炭ホたりでも、なるべく♦敢じ巧ふのがょ 
i . のかも知れないが•これは大いにちへられなければならないとあふ。 

巧に木炭一巧の！5は百曲內かで石おは二十田巧かである，乂力じがてもお炭が度つて居るのでわる 
から、木巧を泣ねしてこれをお巧に代へることもホ大いにちへられなければならないとをふ。®めと 
か团をの材を活用することは、まづ•巧所とか•舉巧じがてそぅした見本を示さなければならない。 

々はスチ—ムである•を巧の巧をも正しくからないで•をい時は•やたらじ•石炭をがき堪がムセ 
ルをスチ—ムををつて居る 0 

巧巧であつてこそ*スチ I ムも也かょく •事巧の能卒も巧お卞るとまへるのであろが•これでは • 
巧つてを巧の人をましめ•逆に能巧を低下させるおおじなりはしないか。 

をのスチ—ムのおし巧ぎて居る ことは 巧じをれだけ石おも巧力も共じおなじなつて居るので ホる•’ 

しかも' 巧常の人が夕なその窒へ巧かりながらも •’ 一人として' スチ—ムの邊巧じついて化おを卞 
るおも居ないなぞは•まつわく1を逸した化巧であるとあふ。 


* れは•巧會のピルデインダあた々でもな*じ多いので わる • 


.巧を人と水 

♦ 

水のぞ難さと a ふものは一度じは あまり 考 へられない樣でみも • 

束巧の大震災の時•罹巧者が•まづ度巧じがホしたものは •食事よ ゎも•金よ々も，】口の水で4 
つわ•ィダと 1 K ふ時.食を•が*も間苗では なく. 人面が i に巧ホしたものが水で みつたい巧 ふ。 

たとへ、惠まれて居るからとまつて，その S をちれて居 もことは • よつたく •不幸な こと だと3 
はなければならない•物は巧！！ホをホじて こち 巧《もする。無なじも巧へ なくなる ので ある。 

神戶巧じ居た獨逢のおけに巧讓用の水が入用な®で •それ々通んで 數 巧の水 おが丰 化の 植へ 《、こ 
時のことである。 

事 g をは’大塞て、’資は2じ用ひたいか差文したので•巧み水でなくて もよろしい。 とま 
* つて來た•そこでたみ水も，巧謹用の水 も •同じで•化巧 も 巧じだと巧した ところ •そ n で 得、わした • 
とまふ巧が ホる ポ* これ なぞは 乂 いじ巧ふべ ま！ 再葉で あると臣ふ • 


C ム去と巧允 OW 卞 SUH か二 B 二巧で.け量め水るず用使 H —でかな康 


又そのお良は•自み巧の用水は、 A にわる水巧の所えでバヶッを巧けてをみに一わき•巧してお巧の 
♦シクじれるか水々巧用しなかつた。 

獨 a ではおおでも•一巧じ水を大切じして•水巧の水々.*下や處じ« くと玄ふななことをしない 
と云ふことである0 

日本の巧舉生が巧おの诗下ちのおかみさんに「水々大巧じしなさい•わなたが來られてから二人々 
の水が巧費される巧になつた」と巧素したと云ム事でみるが•この下宿のホか兵は•一人について凡 
そ，どれだけの水がわればょいかをチャンと•れ赛して水を大切じしてちたらしい， 

ft の K じついても、日本の巧をはもつと、もつと•巧*されなければならないのではホるえいか- 
巧なや•庭に 化く 水は、世來ゎば，用水おをお易して面いて •田 水を巧め•ホ用の水をそれじ入れ 
て面いて•か巧に應じて用ひられたらどぅたらぅ • 

東な ホでは たを 前から ホ 水な巧められて水々 巧せ ょ」とを傅して居るが■これがみし も ホ K 
じして居ない。ホ巧變らず•水巧の口か、ら ♦1 スを引ひて 巧ぶ や 庭へ 水が撤かれて居る* 

ホ中で、水巧のをボ壌れて•水がかき出してちてち附巧の人はそのえ、じして良る • 

ひどいのじるなと•一二日もの日も•巧西に水ボかま出して居たゎする。 

水は M じ外！■から！！入卞もものではなく •いくらたつてもはない > なものでわもが•水巧で水 


々多 < 巧 6 わ A じは•やは々參 くの ft 力が必巧で わるし.勞 力 もそれだけ多くを*すろことにな ちも 
ので•水だからとまつて•断じて無 tt な巧ひぶをするか巧はない とを ふ • 

水じ巧まれないお上薰ホや堇連はなか一升 の 水で《をホ ひそれ で巧灌もす るのでホる •水 
じ 巧しても •そぅ L たな德的な考 へから •巧わを守る ことは•やボ て•を庭を巧 じたけらを反二おし 
て巧意卞るの機ともなると思ふ* 

巧じ女#巧わた々でお$や•巧理の時曲に•水を巧じて' 自公の*みを なへ•货 わを 巧-しれする 一 
つの葛を餐ふことは•やがて一おのち濟を切りをわするまなじ？ミ大切な辜柄で ホらう直は 
れる • 


巧を人と木屑 

獨巧おを巧みに巧つたぶホは•襄の巧くのが塞を 巧を 巧け て•その中へ 畜を おひまて巧た 
艦貝を見た • 

このホめられた木巧は’石おじ代つて巧ま襄きじ用ひら公のであつた 


これは云ふまでもなく•な巧なお巧を節わするためであつて•その佑では•ち炎に巧 c て.木がが 
巧ひられるためじ•がま用に巧がてられたお巧が•入をはホ少しも•乎をつけたいてろの.ょ、おみし 

てあると 阳かされた。 なる 授坎ま巧の«には木屑を入れた袋が，まだ t 巧も«ムでホつ41。 

今，か々じかホ用の石巧を半をじ一巧の巧合で > 用をされてホると卞る-^-、石ホを巧じむいで•水 
巧を代用することに巧つて•それが • ーホも.一年半も* »巧ベされてな巧ずることになるのでん 
る。 まふまでもなく苗わの木ちでみ巧の g 费が節約出ホるのである。 

义> 化のお貞は、が止巧じをちて居た巧な々一本がひ•それを本おへ持つておつた。 

この巧な一本も巧巧人の乎じか、ると.ホしてそのま、じされないで•かな'^ず义何かのた A じ巧 
用されるのでわる。 

巧じついてをひ出すことは、日巧•巧所や•會巧、巧けまはホ巧で巧つて居るペンたのもでみる。 

一たいこの古ペンは•どこへおてらわて居るのかとちへる。これをを W のじをめる弟巧ががむが. 
それで巧巧なのが臺や二拾臺は•作れをぅにあふのであ6。 

ホ日化お道ちは、を巧じ先がけして足巧のコハゼを巧めたところ•化か近だけで千六な巧’3コハ 
ゼが巧まつたょ去ふことであるボ.「巧も巧れば山となる」と云はれておる姐り•足巧.3 3ハ》も巧 
* にはならない" 

二九 




二 10 

度ホの麵巧で ホ 行#•か出来た ころは • g ホもよくホみのことであるタモ わを 藥 A ても、 これな s 
来る* 

» < 

ろ云 ふなじ•キ巧じ 括 てられて巧る ちの、中 かちこれ ホ 巧かして 斤くさけは、 を々 なちじして 
も H 巧 じしても •商 巧じしても•組合じしても•無から有を ホじることでわつ て、 これ# 大きなな 
ホはない。 

又をホ’横 a じ乂巧した獨巧の巧おは•修理のためじ 二ち 故巧のムシ ロ を巧で ホつわ。 

ところが • S の塞ちはがしい ムシ。をな ふと一れ 二十なもか、ると云ふので•中を のム ，こ— 
《て央れるなじ蔓した。これは日本人 も 君かなかつた♦でわるが •中古のムシ"は一任僅かに二 
任で乎じ入つたのである* 

まを再葦せること美 切で ホるが •菱 ないものはホいもので历じ合はちこれさ f でな 
用卞ることも ホ をれてはいけない。 

われわれは、か後の窒巧じがて..特にを ぅした 公かけで•資おじそれが を 巧の 上こ 一 S 惡. 
基にじよでじなる巧に‘ 白ら を訓 なし、そして 子ホを•巧 A を•お靑 する ことは . おを爱せ•田を 
爱サ、れ會5を一巧せよ#のれみ的な•化息よゎもはかじ W れた S 5 であると思ふ。 

爱的じ•巧は思巧的じ •そのお •その 化•その國まを ホきじ S くためじは.いつの世にもけ去 



ななむ巧がか巧ではなからうか。 


巧を人と®おが香三- 

筆をのぶ人は巧逸へ 巧巧して •ある下宿へ サなじなつわ。 ところが* をのぶ人はーニケ 月目のかる 
日•なじ巧をを養更して伯林を去らなければならなかつた， 

そこで •下宿のおばさんに「巧日の中後出巧いたしまず」とがしたところ•下宿のおばさんは二人 
が、 ゎで•明後日じしてみれとが a を拍しわと云ふのでわる。- 
その巧けをかねて見もと•巧ふでホる。 

「今•巧下の化下二ぶ•それに7ィシャヴニ枚を•修理して•巧灌やであるから巧日では巧かたの 
で是非巧を日に巧ひたい•」とまふのでわつた。 

ところが、巧下は巧の巧所に巧のあいたもの•ブィシ*ヴは巧ちのところが g わてちたので.貪は 
友人が*それ々な A へおてたのでホつた•それで.「あれは破れたからおてたのです。」とがしたが、 
r 拾て&」と云ふことが、どぅも巧じないらしい•音葉が材らないのではなくて•そんなものを括て 

’ ニニ 


■五 千,;« 21 こ m ザ-.て L と （ft — 【 J 人 •と* ザわ — が A — RB 

• « むと MU 


るとをふことボがか出巧なかつたのでわる， 

まだ條活すバば立巧じ^ひられるものは.巧おじ拾てることをし S 巧を人でホるか•レでホる。 

いくら節してもその意巧が巧らず•是非共一日巧？伸ばして持つてなへる巧にす、 A る。しかし 
友人は、どうしても出をしなければなら.ないた A に.何としミ明日换•—襄つたと二《•下おの 
おばさんは*「それでは •店へ 送つてあけぇせう。」とまつて夕 S したちかナポ，にちくと、そ 
こにチ：と塞した化下と7ィシャブボルをでおいて居た とをふことで ホる。 

そしてルおの中の争巧じは「下手ながら、なれた巧所はお巧してある.まだまだ巧られるからこ I 
をち 用する様に」と巧息 f がしてあつたと5•この—を黄んだ友人は.巧はず叢が熱くなつ 
たとのことである。だから•巧巧の爲人はみして•おめかしで巧巧な護をミいばかりではな 
< •「挽 てることをみらない」程じ巧みを巧用してま化を少く卞るので ホる。 

そうして；^たミは•かならず•娶巧を晉阳巧ひなく貯蓄するのでわる 

巧は政府の♦抵す畜でがボの公がや‘巧ぶの公巧を巧つては•かしでもち々か田おのた々じな 
つたことを其ぶのである0 

揭巧は一九一八年 R が止んで から 巧く 六 年浸一を一四が じ T クのホ菱なたが、 それから も— 
にお 巧 ひして•苗 巧を f した。ましい踢なであるから無理な なせ もホかしなけけばならなかつた • 


e 意注 if じ卞 at の！!: 

かセ ,«げ二で■- ,1て化と0むがホー債 •* みで巧*たわけホー♦わ 
•るず當お1|こ w 卡の東.らかだ g —け丰ーシピの ■ 


がつ一メク * * 二十 巧が 丰 一*ブマ .« 打,*;千で ■/、 占.イ； 一！.ゥ 

〇ぃな*ホ t ft 無.とるへ々う断〇るなと米のお f - ミぃけ一に* V 巧.ド千 

い J •• ぶ* wu r •け «H4i 


即ち一九二四年四ち一日にレンテン银一打からの巧入をを巧めとし•ド—ズか位’ヤン'々公が.ク P 
イボ— 借款 •レイノ ルド公を • t ルファ—デイング公巧、をがあ0•本日よで巧に巧回巧くのを巧を 
を行し一九云一ニザのかをは二十お固の巧ホ巧が寡おせられて居る。 

巧巧家は-巧巧は巧してあれだけの公憤をを行して•これをよく巧化し巧るかとむ®してがたが’ 
兎にもちにも現がの巧をボ現出し，ちみめじ巧ホをなく田巧の自給自を•かがホるのでホる。これは々 
しく南巧が两おのためじを力して公ををなひまはお蓄を投巧したからである。 


巧を人と巧おお菩(二) 

るおとまム奇®•わをつさへ食 a •さへもホはれた•云は r 無1义の♦る苗が•どぅして•現在の 
巧く巧の產業をお巧させ • 化王田となり* »研のを大 HI ボナデヶをなす程に' そ SW 巧力を巧へる 
じをつたか。これは】言じして云ふと•「田巧が巧なを巧いて、ょく S いたからである。」そして S 
巧が巧た化入は、まは团復•ぶは巧ち々して•政巧の化まを巧けたからでれる • 

々 W に巧しては一巧のをも出卞な、そして•爵巧は巧巧つてがけ> 作つたおみはどしどし輪化をせ 


I 二囚 

ょ。おみを資つた々は獨1¢のをじなる ■そこで 巧供をはれ 入が 增か卞る •その软入ホ卸《して•巧— 
卞るから • H 靡のをはホ巧に增かするとちふ巧になつたので ホ 6, 

もしも•いかに巧逢人が錐いても、賈 S おが羹なを巧々して、»たを&ええ突して巧 
たら•巧*?函は•とつくのせじなをして居たであろぅ • 

面を g ぇせるた女じは、ぇ今•をの W 货が > 古い言葉だが•「巧た巧蓄 J して、《巧—を お興さ 
せ植出を 一 t 巧かして》ル國のをを巧り入れなければならないのである•度じ巧下の巧—は* 0 
その必巧にをまられて居るのである， 

R ふためじ々と物巧がを巧であることは言ふをで.もないことであるが•今回の事賽で • じセ十 巧 
億からのをが巧はれて居る•日 H のをひじ♦した，4|||,<夕一十億の云塞となつて居るので ホるその 
上一一巧の一巧經费*日滿の生1^ホ等じ巧ずる資用のをけは.ホ十度じもなる*更じ今議會でな時軍 
ホ特則をれで、單八巧を《をれて居る。おつて政おはこれを&出するためじをホを巧れしな 
ければならない • 

これが今後ーヶ年じ冗十ほにも違するものとちられて居る • 

ところが •軍需な製进 のた*じ、函內へま襟はれる记十值からのをは•巧阳のエ 巧とか 商巧と か夕 
の 者のキじ道入るのであるから、巧る程か見は<じ景巧がない • 


./«义の-* xfMc 慕»のこ • 
け»化一るへ典み♦化 I こ者 ft 失一み產4•♦化け H お 一<«<か MR 
- A たの♦け蓄»一 るへ興备#•め»おと力 Rll けん R 一 み*4>ん« 


巧者の化む巧くじは住まを々築卞るところもある。巧しく外 W の 自動車を* 入れた 荣も ある， 

义•だ«の巧は、大變な景氣をるせて居る • 

しかし•これは、 II 家が巧»や •巧 薬を作るた女じ巧冊にま 巧 はれたをが•巧は 增築 とな々.自動 
車となゎ••トンチャン g きとなつて居るので ある • 

規のをが息^^の手じ移つわをで、ある、景氣どころの巧きではない* 

そこで化の巧、わま{.巧のをを > つたから と 云つて•これを 使 ひ梁して しをぅと*その 狼は 無 
一文じなる。それでは一おがを«じを面する。 

ホに巧かか巧なものを作りホいとあつても作ることが化來ないお果とな&のでホる0 
巧累ま拂つたせ十巧の大をが、田摩じがつて來なければ•巧なも•巧もかることが出巧なくな も 
のである。一 《S 食も、ホ典も送つてやれない。それでは R 爭が出來ないのである。 

々が B 度じ巧つて巧ない巧合•これを人*!じ例へ ると •をみ貧化の症 化になるのでホるが•反 K こ 
々ボ巧ちとなつて*库じな入って巧れげ • B おの血のめぐ々は ホ 愛よ くなるゆである • 


1 i 


♦黎一とる iJft じけ饋がなお-—^巧義でらなかけなぃか隹 一 A たの g 
■る W 化が巧るザか鑛も力♦生 i / jgt 幽，業島めお N 一 れ3化 Jf で W な1: 

(りよ*八十*か*巧な J け g 度 WfffW 巧) 


• 二一ち 

巧逸人と®お貯蓄( I 二)， 

おつて夏は、養の所得 •か 巧 加したからと云？•これを巧じ白みのたを」巧ひが ミいで S 
じ 代へ雲 じし 5 い T 、 &府奚ゎミが、 受かくな&营全夏が努しなけ U ばおなの化 じ 

巧つ ことは 曲來 なくなるのである。 

これが、巧蓄夕»の第一の理由で ある • ' 

ホじは！一尾巧を考へて日ま信用を f ない 様じ巧替相巧を 琴5なけむば•どぅしても 

霎な臺 S 入わか•困哀囊をお巧し T •茜へ芝欢4たじず g な§するであ 

る。これボ巧二の巧由である。 

ホじ考 へられることは •化 ホる だが化の 際 か W へをを ま棋盼 ない 巧 じしなければならないそこ 
で、《入原貧、巧品の 輪 入を制披 されて居かし•現 ホでは まだそれおを 巧と にがじらむむい 
转巧の•一音罢十震 S 《入轟限でホをか、 これは 情累變化矣じ まだまだを 現じ ま 巧 上の 
物曾の上じが 巧されて來るものと 巧 おしなければならない。 

卞 るょ •生活上の物るは株*じ巧を して 來 る。 



勿論日本はどんなことがあつても，两巧がはおの巧巧じな力さへすれげ‘ホもホ分であゎ、巧ぶ〜•を 
へる魚も巧をじあつて，大巧やの巧をのかくなふものに困な^ことはないが•み他のもの-しつい 
ては相をじす足するのでわる。その媒合再巧が巧ホにせを巧つて巧くとわ巧はを々が*する•そこで 
節め生活を度一打して•今から巧蓄しなければならないのである。これが巧云の巧かである。 

巧に巧巧は•ま變解巧のを Li は現をのかく巧巧おか獲をもをじを巧ではなく、いつまでもお曲へ现 
おをぞ拂ふことはしない。その時お蓄もなく •お入を巧ひ巧して居たのでは、をのぶおはたち ぇち 巧 
しまなければならない。これはお互じ自々として•おちを、む採けなければならね巧ホで ホる I 

いづれじしても•われわれ田巧は•此の際がお的におおをし•巧株めに節めをして•物巧を乂切じ 
する巧巧を巧ひ曰かの生巧を守ると同時に自みの W おを巧るた々じな力しなければ ならない のであ 
る。 

それでないと•田をも、お庭も共じましむの重ホ事を巧をすることじなるのでホる。 

巧 じ物安が 巧くなつて、それでなくとち•み巧ボ R 巧す るの 伯巧に ホる 時•み 円が 泣約をしなけむ 
ば •みがは今を 11^ 度す るのである。 巧がを巧す る 人は、まだ巧 役が出 ホるとしても•化 入の 化か 
な •やを 巧なは 下の 人々 *1. みひかへ ると、 巧 巧の巧んどが、 巧を 八 ましなけむばならない巧に，一 t ので 
ある。 W 巧の巧んどポ、生活上じま K する結巧は•化々的じも、足を的じなても•甚だが白くない扣 


ホダ生れて巧る • 

政巧がわなの m 貴を iHH し•巧费節めの* t 々やかましくまふのは•は上がべた巧なことゆない！！ 
にと色を夕へて居るからである。 

だから•これを解かし•そぅした不お巧を未前じ巧ぐためじは、—巧が正に マブ チ】丰•石雜の J 
つじも、巧ね生巧をして•巧巧ホ巧資量を！！巧さへすれば‘み價は《して<11卞るものではない。 

外* の主巧は•巧 巧れ 合を作つて，生巧トーの 物る がなくなると♦つてそのなを巧わし. 用；：^いこ 
とじする•するとをの A 巧は、ホ巧じ巧®される。 

巧函ではそぅしたを 国 的な狙ははないが•巧 巧 組合を巧めををち、を人が•そのちになれば物值 
は巧資量じ巧つて良由期窗じ出巧るものでわる。 

R 巧は—今♦つて•お巧報巧巧な窗わを資巧し一なの»兵が少しの公 K なく |^7;&«じ》更にな後 
の生巧ボ安をする巧にお互は巧くが巧みなければならないとをふ • 


% 


巧を人と锥利義務 

■ 

の下宿では，下宿巧はかに一回いくらで入巧巧を々かられる巧«がある， . 

しかし • 11度をしなければ•それだけ下宿巧から塞がひてくれる。等まつてハプキリして居る。 

下宿巧々なす時じ•入が巧をちれて居ると、これはチャントをから > おかみさんが»束じ來る。 

ところが、巧！ i やを々の雜用々頼んだ手がもあるので’巧！！の童巧で寸をを包み r を々御な介じな 
るから•これは本ンの、む待です」と！ nwaa すと「せ祐々卞るからこそ下宿料を巧いて居る。その化のみ 
は一切ホ用であ0ます」と、どんなじ巧まをこめて巧さうとしても•わおしなかつたから•規を外だ 
からの一天巧りで • 断じて巧からなかつたと云ふことである。 

これボ日本まであると•「わら、巧をなさい表すの•をんな«也 g をして巧く！*はわゎをせんの. 
ァラ、まあそうですか、では遠！！なく巧きぇす-」とまふ樣なこょじな々 K ちで.断つて居るのか， 
巧いて居るのかす得巧巧の巧じなをまかつてしぇう化の邊の云ひ■一しは•巧田巧子氏じでも«度し 
て貨はないと•ま現し*い一種特ぞのが作が日本じわるが’ W 逸ではあくまで•權巧ょ義»を私巧て 
居て、をれからーホも化ないのでわる e 

巧作で巧！*化したりなぞ、を < をられない«である。. 



L 一ーニ 0 

义獨をのゥン ♦- デン，ンデ《(ま s まなな本 f ; ある レストランで•ホが 起つて巧_ 
け！^チ1ブぶ巧じズザンを 引 巧つて•が巧いた、するとその客はが—ィ さびつけて’ 

に》しておな巧み々つた‘ 

これなぞも，太いに獨巧まらし いと二ろがわ f 思 ふ •惡巧を满 f ミも ダ；， し5 るが. 
これを常 化と してま！！ふぶも •々ツチ9じてちる • 

これ ボ 日本的で《るち畫；；> じ文巧の交摊で•「オィ’ f ィ けしからん ぢやないか‘テ— プレ 
じがなぞ出し了これ見ろ I となる。すると： T ィの名は、巧んだ R キじなつたんだろ.とむ 
の中で巧ひながら •「ヘィ どぅも 装み ません，かし奚をつけて巧ければ」化は云ひかねない， 
そこで 一 B ぎが持ち上ろぅとまふものでホる。 

この 權巧義 の巧らかになつ5る逢では.*ホじおして•間曲ボさじ*決するのでぁる。* 
ふしたおへのおまつて居る化をは•そ】じ一つの せを 正おがも々貴の历じ自なじまれて f 
これを 蓉巧 巧と云ふもょく.义貴巧と云ふも 望 ひではないみをふ。 

でだから•街路の夏 じおして居る， Vn 墓 i も居ない し •《受 SA をホがる 者 も居ない の 

獨这皇の植巧を務じ巧す る 巧をは•化會的な德じ ぇで 進み •これが 人を親と なり. 曲巧せじょで 


なつて居るのでホる •！ 一民の值約も.これは届民♦つてしなければならないものと巧く自 g し、»ぶ 
に巧卞る！一巧の義務だとちへて居るからこそ*てに化をした無#!®止、巧巧生巧か曲來るのでホミ 
化巧に獨逢 H 巧をの拿さがある 


巧を人とを儀 

一*巧人は一巧に1|儀じ» く •巧人、長上、年ちまに巧しては巧じ！！儀があんじられる。 

だからちをホく巧合でも、持人やち上•年ちをを右佛にしてホぶ •« ザのやで.ホをなることも 
云ふをでもないことでわるが、*ンの r 寸•自分の足ホが.化の乗客に«れるお巧でわつても•「ホ 
巧いたしました。」とおがずる • R のホで，巧 M や • を讀んで居るのを•のぞき么んだり•なみ 
をるをなぞも兌られないなである" 

日本の電をの中となると•キレィじ磨いた化を、いやと云ふお w みじぢつておながら•ならね巧々 
して居たり•巧更かしをつてをたり • R の人の*物をホみで、をみ讀むものがホる。 

甚しいのは•二人みのお#をホ巧してキ氣で居たり.単巧へ f •々化きが卞不 W きおも居るのであ 



ろ a 獨 3 人の j * 巧の正しい例で•人巧でち巧を史いたい巧は•一 應相手、じ進ろ-相キが用 ひない 
時は • r 失巧いたします。」と！！！つて自々が巧ひるのである" 

それで居て•少しもちましいこ ともなく •ち上 も 目下の人 も •共に巧氣露 々として居るのが 獨« の 
巧貪である。 

ス人じ押 SI まじなつた時は出されたもの々をが巧く ことが*とされて ちる。獨 u ではミか 
けてから，あれこれとホをつけ，どれもこれも，なべ巧卞とちふことがないなであろ。 

.それに c ^いて• ♦者は獨逢のな人一一人を巧亭じ案巧して大賽な 《芝したことボゎる。一應相モの 
かみを曲いてからにすればょかつたのでわるが•まが巧理がょ からうと•ゥンと 足 ひ巧つて*なのれ 
理をを文した0 

ところ•か、♦者と共じ一一一人であるのに•少し累 S た、めじ六セ人前の巧理がホからホへ 出され 
る，责をちふと•巧をは食♦の中をで滿皮してどうじもならない化ひをつて居たのであるが、の 
巧人は•それでも斤を巧し乍ら•ましをうじ食べて居た0 

するとその一人が、「一寸ホ巧いわします-」とまつて巧を巧つ た。 

堇のをや巧を、はずのはホ！！ とされて 居るので巧か《程の ことが ホつ たのでホろうと•一人の 
煤人に曲いて見ると•累じ巧つたのだと云ふ。そして.巧逢では S をになる巧なは•を部 巧かな 


ければ、巧待者の巧ホを巧けわことじならないから •」 と笑ひなボら•巧がじが所へなたなけれだな 
らなくなつた理けを巧解して居た 

それで「出されたをは巧んでも食べえす。」とをふのでみつた。 

うんと御化まして、好きなものを食べて寅ひたいと巧った笨をは大變申譯ないホ化をしたので わる 
ザ•巧手の、むを巧けようとする巧力じ對して巧く巧煮を佛ふと共じ •»< 巧した，餐の筆#のおへが • 
巧つて面の巧けた•申譯ないおみになつたことを今でも•巧濟をないことをしたと思つて居る 


巧を人の巧巧 

日產のが川な長のところへ•巧巧の巧年な業ちが巧的した時の巧じ•「をは一日に一手巧历必》で 
す-」とまふので•お川なをが•その巧けを巧ねると「自々はどぅしても•一日廿旧#而はかかない 
と仕事ボ整理出来ない程に杞しい，それにな時冊は化養の時历じしたいのだ。」と答へたと一ぶふが、 
もつて-!*逸人の巧氣 と， いかじ W 巧人が巧&であるかをわ巧つて充かでみるとをふ。 

■巧に巧 g の一方巧として、われわれは•巧を巧かして用ひると云ふことを、もつと•もつとへ 


• 1 » 

て是たらどうかと®ム》 

ホ巧の# 历 li 巧ると •「日ホ面わ」を一巧の 人が 巧巧して •正すを十一#もし•八 時蓋を’ 七 巧 
じ切ゎ 点て•が柔時 S 暮を一一一時 しよ と 云ふ お ザ •出て 居&が こけ も蔓去 早く ぞ上 けて. 
少しで も 白光のきを 巧け •白みの時面を 多くし T •餐上じ 資しようと 云 ふことでホら うと あふ- 
それ はと もかく. みらず ならず吾人が巧 日時面を 巧 資して 居る ことは 大變 なちのだとを ふ* 

巧にこれが巧巧巧みじホいのでは あるまい かみ巧中じ巧历をる 5 煙巧も g ふ•巧か ホ m も だら だ 
らしてをいし.斤也の巧かじ入る前じ一巧りのホ历おの無皮 n を！：いて•♦て累奏 るちもの、 
一二々 •二•一二.巧で足るものが •一二 十分じなつた々.一時旧じ もな&ことがある。 . 

早く巧つ T 下さい とら 云はわない ま、 に相すになつ5& と， つい 一日 S をが 嵌 本から な 目じな 


會をだとちへばキプトニ云十分はちれて 開かれる， 

その 曲の時面の妻は、 これを を两的じ g る 美き な無なじなるのではないかと 思 ふ。 
が单巧をと云ふを葉が、 话びか唱され访したのも無巧のないことでホつて’無かな時历のお 、 K 
じ.巧 面を活用すれば•おをハ時 冊 か、つて居た ものは•四時历で吝 くだろぅし •十 人の乎々巧し 
て 居た ものは. ス人 でも ホ分 だと 云 ふことじなる • 


•る！！て L 麻1こ♦多め♦ぶ約め丰 II . U 數件かか資赛の人じ蘭*、■めム«硏 
<セーけ 本 I し々 t 3 丸，々たけこ 獨 .1 こで i ザ03 允一り I 年 丸一丸•ら 0 

0* A で件ニーニ 


其の历 IMX の上にも大いに泣わ化巧る譯でわる。 

巧に日常の時面を巧か卞ことじ巧つて，六時面で二百個のなを能率がホつたものは•これを气亩俩 • 
巧巧個にもで巧上さザ•十人で.1日モ田の化事をしておたものは•こわを二千 • S 千 M のなじ巧め 
ることが化巧るのである。 

たとへ • S のがみ時冊々二時じしても*午お午後の仕ホが面をミブナリ働くとすれば•だらだらし 
て巧も日ものくよわは•をの方ボ•よわ巧果的でホると共にその义が化ホじ對して.巧に化せに働いた 
ことじもなると思ム〇いづれじしても時の活用とまふことは•あらゆるちホじがてホ切でわると化ふ， 
おちでもれをでも，もつと時面を巧用卞ることをちへてをたいものだ。 


おを人の巧巧、心 


政研«ホの時じをのをみッエブペリン巧巧！#をホを仁浮べて • 聯を W を r ブト云はせ•巧く"ンド 
ンの上まをホ巧したのも！*巧でホる。•- 

e 巧に巧し々ば•'空中から無限じな案を な 巧する。そ あ 工場はとちふと，«に*く•へき 乂度雄 



の工場でわゎながらを w が2 G 袭 s 法さ？； • H ま G 從業負は g か lis 人だと一乏から？の 
化はない•巧 * じ巧すれば•ま中震々巧用し•巧巧路巧を薑して人をミ 作る•.コムが欠ぶ す 
ると•合巧ゴムを巧巧し、巧みが必巧で みると 人を巧巧を 作る とちふ譯 である" 

菱大 g のを这が巧されないとなるち早速•な軍雜を作つてホ芝驚かせた。 ちこ惠ミたい 
こと•か•必要なも芝安明させミマもわらぅが•をわじしても§人のミ.むと5も®は•萬 t 
じついて•つきつめて•考へられるのでみる-手近な例を♦けるると0 
ま庭で巧ふバヶッにも•チャント目巧ゎがついて居る。巧なをんれた巧にも目巧が ついて お &。 
ホを切る嫉にも目をゎボみる。よく目をゎを巧ひるものだと思ふ夕 f たじわたつてみると.バヶ 
.ブじしても、巧にしても•なじしても•それ巧を巧ム時は•目巧々の必巧を g じる f がかくない 
目ぞは巧じ使巧であるばかりでなく •水を巧ふ#合でも-巧ホ巧を合す巧をでも.ちホを切 
る場合でも、みして無なや巧末じならない«に‘ B 巧0が利用されるのである 
ホは軍ち惡《ホ巧お.タンクから•ホちゆるな機ザ角密2•一つの •ハ ヶブじまるよで‘ 
その巧用向きを夕へて•便巧じ•しかも、奚的じ•おもためのよいもの•暮られ&のでみミ 
これが獨 flw 巧の«れたところである。 

そぅした也巧が.-巧逢なは jjU 良だ」 とるふこと じなり•巧なな巧巧が作られ.便巧で巧ホな A 




ft # て®キな巧 « 


が製巧され' 無たのない合理的な巧具ボ i されることじなるのであ& 

しかもその總てが、巧用巧き广王つて•ちおされ致上のものを、養巧されるためじ、■巧の i が 
«建して•♦化ボ，年々巧かする事もなるのである • 

例へば一つの巧を卞るじしても、巧が用のものち化蒙へ•化するものとでは•その餐泣れ 
おボをくなふのである- 

度を一時！* »の產巧がや止して•石 tr か化歐へ！！出されなかつた巧のことでわる.，或は♦贿百、 

巧 W わたゎから•化*巧！！！ NM 巧のためじ•色々の石！！がちられたが、どぅも巧«のお！！の«じ、ぅょ 
く巧*も化来ないし、からだの•巧れもょくなちない。巧つてか蘭西なも巧！！*もホ第に人姐を落 
してしぇつた • 

そこで巧び獨巧なボ输曲され’ろ資じなつたのであるが•なぜこれが！# 15のお！！でなければならむか 
つたかと云ふと • »»は！！田用の石41を«进卞るがじ • i づその途方の水の«を震♦研究し • iW ? と 
讀わ W ををんだ«水に•巧すも«じ®巧されて居わからでホる。 

r えづ巧にあたって•巧本から W 夕してか>•る•」この！*！ B のやりぶは、われわれ H 巧ホ巧のムじ 
萬♦じついて大いに參夕じなるとあふ。 


ーミ* 


が**^ 






一一二八 


巧を， 人夕敎 養； 

のレストランのぶ—ィは、客を相手じ • HR 巧勢をおじ.下ホや•パン屋のルがさん，^で街じ 
設けてある民衆ホ舉で巧阳«巧々する e ‘ 

だから、下宿のまなボ‘董學を論じ•巧養#をを々する ことじ 小あ巧は ない J 
化をのおじは一おじ一一一重 じな つた巧が用ひられて居て.おがの♦い H 、 兩の曰•讀天の曰、す翁、 
午巧 じ 巧つてその巧の閒閉が！！®される。 

个用をじ閒けせつて#くと*いつの面にかこわが苗されて居る。巧ホ；^隹かじ巧す るか 私の化 巧が.， 
窺はれる， 

义獨逢の友人はをな«車に乗ると^「装は巧しいをおボかきだから、 」ょちつて.«率の定を閒 
け•巧がなをおを車巧へ入れるお«があつたレ 
をく人巧みの蒸せた#巧のを巧は•ょくないとを ふ。 

巧逢の大ホ*それこそを屋のおかみさんでも.一おじ巧術じ巧し八は鏡ひ化約力を斯つてち るこょ 
も • 獨巧人の{ををる材料じなる 


材上 « 磨巧巧著の ドィッ 精神の中から•巧案大睾の一巧をホに巧 介してを よぅ。 

「巧衆大舉とは•畫而柔巧に巧げられて•正巧の*等敎育のホけられない人々のためじ、衣面を巧 
用して、種々の講義巧«等じ爹かさせられる II 度でわることは‘.：‘巧人な育」などのあで巧が■でも 
なみられて居る巧りである"•(や略一そのホちの«目も-は治•巧ホ•法ホ.文化のを： P 面にが-ゎ， 
つよ受て、大表の與ホに合をしその«公々巧かせるにをる«のものを a び出して巧けられた株でホ 
る、 

お巧をの巧おゎも’資じ中揉萬樣で.ホ舉巧を的たばかゎの-お下けの令なから.そのホ：二！！^を吃 
巧したぞ麻巧じ互るといつたお子でわる。聽案のホ巧巧は•その巧！！やちをの雑みをホな させる 
が•(中巧)-學力が區々で困ります。」など、いム羅巧は•な有か巧の何たるかを解しない人 so 
からだけ出る一昔巧である。いくら#力を巧へてをたところで•みおが巧ふ資じ•頭の巧巧もなふに化 
まつてゐる•る巧ボボ巧ならホ巧だけじまた•それじ*じたか巧をが*チヤンと！*み出されてこそ. 
巧ホ大學が生きて來るのである"」とミいてわる。しかもその大睾で巧巧をすら化生が乂學敎巧であ 
つて、美をつたち衆じおして、理お受いたことよりも資巧じ巧して巧しを聽かサると云ふのであるか 
ら•一 おの人じとつては.資じち難いことでホる。 

巧ふしたお有方をボ•ーハつかしい理おを>ぶィンテ9巧けの待まとならないで•資生巧に巧した K 


.る厮てつむと麵壽娠め♦-ザじ鷄てしそ 一 A で ♦* 呑一で♦かけ人本け 
丰 H 〇る A で觀々♦五けこ爾•てし歸1こ♦がやの歳一. 二 ♦田子!}の本 JI 


吕〇 • 

餐ある 人历 として生れ巧るのではなかろぅかと 思 はれる J 

どうも、；巧來、巧•の*巧とか大舉で*び•かっ教 へられることは•ぶが 巧じ巧ぃ た？， とが多 
くて • 「資生巧」 そして 「人历とは」じおするーホ必巧 ターとが》 かれ•を わられてちる巧な氣がし 
てなら ない。 

これは單に♦ホの t ダ目で もない s だ® 


巧を人と巧巧二】 

健康のないところに人生もなければ • W 巧の巧在も あ々巧ない" 

人生も•國策も •總 ては人の健巧を前 巧としなけれげなちない‘ 

一®の生そうである ' W 巧ボモうである。人を作るな有もまづ1111からでわる • 

巧をボ さう であ々.巧の 明宙もホそうでわる J 

，.る重大普.しかも ホ8であ* ことの ま巧は 一 B として#へられないと，】ろの人历が•なま 
ま々じ、この巧话-しおして•を煮されなかつたのではなから うか； 


巧！ I では漸くこの間巧じ » して、た巧 it を巧が出来て積な的じ w 巧の g 巧巧上に巧つて乘 々かした 
のでみる， 

しかし.—巧の键巧を增をしょぅとをふ•巧健とか、街生とまふ巧巧は•政巧の施投や•义かばか 
ゎで巧上されるものでなく、巧じ巧ちボ.そのなおの隹庚に巧して.巧くを*されなければならない 
と巧ふ。 

巧 H じがける、學巧街を比历に十敎年の«ををちし.小中♦巧のを宜を巧じ巧する««巧まじおし 
てが不斯の巧力をされて巧たゆである- , 

しかも、その巧設にがては、サ巧に孩るべきものを巧しながら•♦なじ於て•いかじ乎を—して 
も-生が兒*のををボ•巧な•巧をじなして•極めて無 M 也であるた々じ一が、傅染巧•其他のトラ 
*1 ム等は、や、试少したかの傾巧じわるが•生巧•巧袁中じは尙巧をじ•虚おなものがかくないの 
でホる j か學兒袁一千«ゃ、そのごおは•度巧せの兒袁でホる。しかもその大巧が•結なおの美 < を 
ちすること- k て、一看か會•家庭のなカボ必巧となつて來るのでホる。 

巧へば、を國じ六十萬からもホる欠を巧宜の历 H じしても•これは单じ义巧省げかゎの力を もつて 
しては巧げないし、巧にこの數チじ現はれない巧餐すを巧は これに 教 g . 十»巧す るらのと あなけむ 
ばならない t 


壽の歳 八.八»五々ヤ U かのこ蘭，て Lih こ ♦» やの觀 二.: <古の 

6る«てつ I み ♦ 
〇るんで ♦! ■ゆ年 S 十♦平，い J X 人じ蘭け人丰口 



吕二 

これは 围 まとして極めて重大な 阳■であつ て 圃巧巧 « ■策 中拾て い s けない 事で ホると共に* 一 fi 
み 庭としても•ま 巧の基本を •まづ お 族の健康に«かなけれがならないと思ふ•日本は未だにれおの 
巧た串ボ化ホーでホり' 巧なおホの數もホホホーの日本で ある • 

• 獨 a では* K ♦でも•まづ健康を■規して、一巧じスぶ—ブの»目を與へて居るか、*#がな*か# 
巧はももょゎ、を1の巧じおして*政巧は，3||^^的に健康の*巧をを巧いて居る， 

だから巧後巧かじ十數ホじして、わの多數の巧な A ホを化した巧達 > 巧の«力が 今日では】 養して 
良くなつて居る。 

琪下»逢の國策のお本は•.强健む函巧ホ餐有卞6にホるとぶつて A い。 

同なじ一家の mg のな本もホ巧いみ族を有て上げる ことでなければならない。 

隹ての俩曲はそれからである0 

巧に富生活上を家庭では•お族の巧！！にを意して•巧んなが推0て-なごやかに* 丈え じなる こと 
々考へなければならない。 • 

家たがな巧になることはを巧改善の巧本巧*でホるからである。 


•がる* てれは*と人玄がミ 頁 H 千 巧！!八で W 全け も 興た f 化載で戰乂の露口 
。る 《 CL * いこ 萬ぶ •立 拾♦年け 巧 幽 るザじ 巧で植猶 



巧を人と健康(二) 

今みし•獨&の國巧がどんなじ健巧を巧上して居るかじついて*いて見ょぅ。 

ホま巧まつた一化一巧一五年は.まだまだ獨達夏は元氣であつて.#合章も巧逢人の■力の 
强いのじ！！いた化でみつたが.一九ニハをじ入る巧から呈はみ巧じ健巧ををし巧め • 5も一なに 
鸦つて來た巧である。 

一九一四年じは戰窩まつ了も•巧孩で巧？る人は乂萬ニチ人.人口一 萬に對 して一巧•一二 人の 

W でみつたもの夕；ーセ年じはが；二き幸人となり、 ん ロー 萬じ巧して•二0ニハ人となつたの 
である0 

巧一九一八ホのかじは一四离セ千人とな々•人口一 萬 じ巧して•二一二 .0 人と增拍したのでわも。 
とこるが•これは死亡 辛で あつて •責 居に « 巧し•巧餐ホを化巧になつた■巧は巧んどと云つ てょ 
い化¢5じ一香民 S 力は巧下し•寞の死亡率も、夕食兒 t も增かしわのでわち 
この g 巧じ巧して•技巧はお该巧をを田的じ增築ずる一面•を函民じ對して.巧衰のか巧ホ化 
ま，！！巧が♦つて•巧が巧 巧を一れ ふと共じ巧 ま 本化の食事を巧»して*力を鏡へたのでホる。 
休載を 後の一丸；年じは•それで‘も' まだ十ー ニ萬 一千人、人口一 萬 じ巧してニー•一人でみつた 

1内一二 


〇るムてのくむでん巧らがな L 資 g み度の截み•が人の（化み_こみ骑乂♦ザ 

• い — ， 〇るんでらか'な mifftJ 

一•りむと•(人ホ2 萬•けに巧*- •とる R と入*ぶ卜み费じ 化の If：* 




0 るわで■る乘化が者亡 IE のく巧人十二田時 一 〇るむと■人卜 2 WBI こ百 
等たの家 画ぶとこる A で♦•子年♦め ♦ Hifc 十二が♦んの等れ♦じ雖 

«るんで« 


/ 1因巧 

が•一年後の】九二0年には* «じ、»前と♦同數の乂 萬 二千人で•一！*人におする比は一直-巧人 
となつて居る。 

一九二一年じは•八 萬 111 モ人とな々一一 1 王ハ人とまふ 城少 振りとな々•一を二一二年じは •阳禹 セ千 
人で•その 巧 比はセ•一一人となり'大 及が の云みの一じなつて 居る， 

大巧を巧生れた.巧巧のモ巧は-みは二十近くの 靑 ホで-ナチスの g 氣じ»へて居る巧い 靑 ザでわ 
り•掠人も子供も！ i 民を巧が ゥシと*! 化を肉上したのでわる。 

これにおし日本は今お結なじがる死亡牵はを々十友ち！<人もわり•そのなんどがか她ぞ S の巧半モ 
ホである。巧に年々それが 增 かの巧巧にホることは、巧りよもホ幸な現象でホると云はなけれだなら 
ない t 

1¢¢巧亡 串 じがても•巧ホは百人じ對して•六•巧であるのじ日本は•その二な巧の*♦を示して 
居る。 

勿お«巧の隹巧网巧は•これに對する巧會的投信もか巧でホるボ•ぇづ巧ちでお互じ注意して.« 
巧の巧上に巧 力し なければ ならない、 巧ち常に日光じがす ること" 巧氣自 « じ巧して.む度を しないこ 
と-(結核は手當さへ早ければ巧對を治するものでホる)ホは巧#なをおをホめてがおや •« の下 
や、 山や、おに、执し むことみの 中を巧潔じする こと あち揉 ホを ょくする こと. を 巧は 巧おじ偏し な 


が ±1 •化佐と e ぃ属 I こ 度一がのそい•し，>わ諭<參が供子 
•田五.巧が中の|«^阳田•^^♦■«^<〇>むが美餐肇ろ巧•る W てし表!! 

〇*»て〇むと Hid の H= .左が A す 


いで•巧巧で も •み巧でも、巧んでも巧 ひる 巧の ことが •まをで* 巧されなければならい •巧な じ補 
つたら、巧餐がか巧 だと 云ふので•かや、巧や，牛ホのななもの ばか々 をな食卞 ると •巧つ て巧餐が 
巧したり•酸 aw 巧と なつて】巧巧化を悪化させる ことがある。 

巧巧の賣夕最近を面的じ巧くなり•： ig なををが《城したのは、ミ惡はかじ巧じ自巧じで 
み，巧巧じ日ホじがし色々のものを巧食々卞ることが3||^^したことに*大きな原巧がゎるともふ《 


巧を人と健を{一二} 

田»のちおは•一 おじおく •日本の巧じなまれて房ないのでわる， 

冬季 じなる と日の化ボ巧の化時•日の入りが午後の一一一時巧で わる •日本人が おへる と«の巧な なで 
あるが事巧でホる•巧つて日中とまつてちなかじ五 •巧 時助しかない • 

今かりじ地巧を巧して•獨巧の化苗を見るとその巧けが•なる桂と約るとなム《 

巧ち巧度から云つて•化が置十二を •» 太境界なのか化じかして居6のでわる • 

巧つて冬はホさも*しい上じ •# 天とまふ日が巧くて•度氣な♦つた曰が •くのでわる* 

' 一呈 


もつとも，夏は.曰中ボをくなつて巧るが、それでもス#»ぎには曰が入る* 

日光の g みを巧けることも、われわれ日本.人からをるとおをにならない化ひ宙みで ある。 

この氣巧じ g ま辜•日定惠まゎない獨夏 G . 震が g ?? •四？巧ま h •是蔓 

々じ與へられ•日化る»とまでちはれる日本*巧の隹巧が劣恵でわるのは どぅしたことか。 

巧 じ g 晒について見ても»米の人ロセ巧力ま八巧人 じ 巧して•一人の W の醫 がしか 居ない のじ巧し 
て•日本れ•人口百二十四をにおして•一人の醫巧が居るのである。害事 じ 於ても巧して K ホ じみる 
W ではない。 

その日本の田民の«化が、.巧た率じ於て、义•ホち！！命じがて、結按ホおじがて.—»巧じがて化 
化でみる現化でわる〇 

巧をはこのイ巧に封して • r 惠もれたをののホを」とまふ薑を下しない譯じ-わかない•《が莫 
の植化の劣#である ことは •あま々に*まれて居て、その巧惠々巧け よぅと しないと ころ じがつて， 

震々 悪く漂因蒙た 巧 まれ5ちか化に 震 巧に S てちへ f しないと，】ろじを一 

Gig 巧がある。がつて圃巧の巧巧巧をは•巧なる政巧の巧なのみに巧らず •ぇづもつて、を g 巧こ • 
大自がを活用ずるの必巧々巧たしめると共に • 巧巧的じ巧な、巧まじ巧するせ a を かることでみり • 
この巧をが•を々日巧生巧の上じをまち*を人の巧 巧とまでならなければむらない と あ. JJ 。 


ホじか兒巧亡率の多い ことじ おしても•生れた子供が お « で みるので はなく •その 巧が 育ちに 》 す 
る！®^の乏しいためじ*な巧じ巧ち巧るを も •死亡す る。 この結呆が•現巧の數宇を示して巧るので 
はあるぇいか。 

巧田は•巧をと云はずさ巧と云はず•巧巧い巧屋じ巧みをそのま、萬年巧として居るおがホ つたゎ • 
手巧、§巧のキ乂ををつてず巧なものまは、をのじ漏巧がホ滿しておの中がず ィずメ して 居る 个 巧が 
な生巧をホてホちで居るおをがおくない•それで•巧えじも•身がじもちをがおへ.ないので ホな。 

W 民の巧巧巧®も、窗めを巧も•共じ•これボが乂をををの白®じ巧る日常生巧の冉ことならない 
限り斯じて•これは改善され巧る巧酉ではない。 

物資の乏しい巧 巧 H が合巧め卸ね生巧の巧巧を作0 •氣 候じ惠まれない 獨巧巧 ホが•巧な的な 巧 生巧 
を責巧して 巧くな つて居るボ 巧く' 吾人もホその甫面におして•もつとあ實でなければならないとあふ。 

巧じ今一つホ望したい事は•巧巧と巧巧の閒巧であつて•函巧は】技 にもつともつと•なごやかな 
資生巧をしなければならないとるム〇 

1日の巧働が終つたら、たのしくか餐卞ることである。正しいホ餐•正しい#樂は键巧を巧巧卞& 
ために大きな息義があろとちはなければならない0 

非常時局に巧して】»をのかお々巧なずる。 



»3は«巧的じ«れた文化をもつて居る a である•义畢じ•巧#じ-#♦じ.音樂じ•&築に•繪 
靈じ•化畢じ、せ巧じ任れた文化をおつて居る。 

巧逸のは化巧一と云はれ•巧两ボ獨逢のなれを巧けて居ることは何人もなつてちをところ 
であるが•文みじしても古くはドゥラングやシルレルがあり，カント、シ31ペンハゥァ.へ—ゲル 
の大巧寒ボ出で•近くは才小ケンの巧學まは詩まグェテが生れて居る。 

巧に巧法の音樂はま巧しく•パブハボ生れ、モブァルトが的で、ベ—卜 I ヴェン•ハィ•トン’シユ 
|べルト，ゥエ—ぺル、タンデルスグ—ン*シユ|マン，リスト、ヴグナ1等これ等ホをの音樂巧は 
總て巧这人でホる。 

巧巧ま巧は、まつたくせ巧的に有名であつて•圃巧のおんどが名曲を鑑賞卞る力をおつて居るのも 
ホを巧でみると云はなければならない。 

まつたく巧をはを樂の«•ホの苗とまふことも出來るのである* 

だから•巧巧では•音巧-吾語«がと云ふ音樂と g 學の H 巧々祈究する特巧の■#ボあゎ•これを巧 


巧卞る赛巧大おも巧常じわるのでわる。 

獨巧の两立ま樂お#ボ•いつ巧つてをても滿良で•その切なは•ち中一巧™前にキ注ぇなければ手 
じな入らないとまふ。 

お年がのおでわるが巧 a へ巧行して • H 立 W 巧へ巧入々たいと思つても切巧が K へない•そこで下 
宿の人に頼んで*くその日の巧巧をーホ！！つて巧つたのでホつた。ところ•かをの切なの巧おは夫婦* 
しではホるが、まつて•ぇづしい巧れの夫巧でま人はどこかの工場じ巧いて居たと云ふ。しかもその 
切巧は一等席•巧巧の十四曲る當.(今はもつと安い)のものであつたのでれる。 

夫保二かの切巧がは、二人の半ヶ月のま巧*心巧いとのことでみつた。 

この一事でも•.巧を人のぞ樂オペラじ對卞るちへガが•か巧じ生活の中じがけ这んで居るかが a は 
れる•だから何を®約しても、蓄ず«と•ビァ/を情へたいのが*巧のおちのホまでホる。 

かくの巧く音巧§ょゎみきな獨をは•又♦阳の*でもホる•だから！！巧は化來るだけ、卜：»ゆ» 
《へホむ，おみ巧ないものは民衆大舉で♦ろ■香巧を利用卞るのでわる- 

又巧逢は•化畢じついてもサ巧一の巧を.巧つて居る。 ' 

藥お、染 巧、 其他巧巧のエホ製なじ巧ひがく面は無いとさへ 1 K はれて居る。 

な！！«•工具も亦そぅでみる • 


化ま！ r ， #累1|、 A ら是爸於 Tsss はミた文化 さへ Tss である • 

化巧に-?ホ巧这の»味がある«にあはれる。 

巧をの 力' 

«れた文化を持つ獨をの强ホは*ただじそれげかりではなぃ* 

巧<!?人の粘々强き11£神力》この力は、をちじ巧11!5國の力でホる> これは、そして獨巧*傅統の力で 
もホる ので ある0 

伊太 巧を 巧 巧した。 fc ブト ラ—總 巧じ »し' ムブ プリ— 二を巧は、巧ちの偉大な力を •ホの巧 
く巧して居る。 

届下の曼累とま蔓 S5 てへさ襄宴 li 蓋卞ミ W 下 SC そ G 夏を大さを物 

活&巧錬とみ氣よがりな さなる 美る のを巧上 じ お下の力 じ 巧つてな 興した。」 

W 逢のさは、色々あるでわらぅが •筆 ホはぇず •獨 達の か乂 さ々、 . W ちのがゎ*き請神力じあ 
るとまひたい•’ 


をことじムヴプリ—二首巧の首のかく •巧巧巧巧が巧ち上つた力は•この话神力であつた。 

巧へば•巧逢の巧一巧 W は、化のナボレオンの大巧のために破れ•き斋再は•あの»洗の大載じ 
なれたのでホる。しかしか大な巧巧は巧びをん上つたのである。ナポレオンのホ巧が巧巧の W 境エナ 
の巧に迫りを巧伯林をみ巧したのは•今からち年ホのことである。 

この時 H ナの巧に代巧な負々して居た熱血巧年ャ—ンは • R のあたゎ祖■巧*}のす甲巧なきか化を 
をて•「こんなことでどぅする•耻を なれ！」. 

祖«獨巧を试してはならない*その化ゆるボ巧^^みホもつて*熱化巧ャーンは巧つたのでわろ。 

を H を行 W しては熱辯を巧ひ•巧る所のをのを巧•町やな々じ*!ホ巧«の大巧を巧ちなて、 • 
をのち人に柏#巧を巧かしたのであつた。不巧不巧•ひたすら圃巧の意氣お舆じ一々を择けたャーン 
こそかの巧名な、巧逸«民巧ホの>祖、フリ|ド9ブヒ-ャ|ンその人である， 

かくて、^逢靑年の血を巧かせ、«力々え>し，.セ年後のゥホ1*1"1のホ激巧じ於ては、み 
ごとナポレオンを巧化させたのでみつた。 

かくて巧び研のホ巧じ巧れた巧巧は•今やヒトラ I の現出に巧つて•「祖 W 巧«のを二《巧巧 
巧へ！」の揉常に巧つて前をし、：^に巧び化ホの大獨巧《としてを上つたのでわる。 

«れて眉せサ•如何なる困難に遭巧することがあつても断じて巧けない角！；力は•ぇさに WI 5 R 族 


蘇 f が習 


诗ミ旁 和‘ た章-^^^^^ミ . 



ミニ 

ゆ魂でわらぅ • I 

S 巧から9：に曲，〇獨堯島夫は，そ？じその月に S らホつわミを W ぶ畫ふ • J 秦 もな 

〜 K ミ痒けるのでみミ冒かつち巧の空—ぶことをちれない巧 a ち族はミこたびな 
ぃ • J • I 

巧をはそ-た夏を季&獨《皇の熱情を巧* からである • 


巧を-巧 # 

「一巧子の】を」と S ふを葉が巧«じある • * 

これ巧多くを巧をぶなく•最善の一言タロにサベきであるとまふ事で ホる とあ ふ •同 巧に化 
の霎は嫌 《や •泣き乏當はで B 常のみ々の業務に--まは健巧に、窒 がに•そして休餐こ • 
その最ちを盡卞こと、なるのでホる0 

だから、 S 人の審は、あらゆる K からをて•舅を々8する業#の上じ最善が f れ 
のでホる0 . 


等しく w 巧の！！みに 巧 卞る夕へもホ同巧でれつて民は •* ちとしてな卞ぺ きた 善を w 装に♦け 
ちのでホる0 

おつて 獨 »に於ける 道る 巧は、その國巧のせひが•巧して«巧として •最善を g しておるかどうか 
じがつて 巧 巧され、人の 價 値の巧巧ボかをされるのでわろ， 

を，そ•巧进のな♦秩ホは•ょゎ最善なるもの々拿しとする絶巧の巧準がみる。々い人のお口や • 
を白を 一 占ふおもなければ•自ら及げざるじ*をの人の巧化を巧む者も無いなでホる。 

の々製巧するにも「おをのものを」と云ふザ g がみはれる•一本のペンホ • 1本のかをかる場なん 
そうでわる.わをを巧貧する 場を もホ•ををの巧费の方法が考へられるのでわる。 

其化•時 ra の巧用•能率の巧塞 • ISMII て、化の最をの 一 B じついて•つきつめた考なが»はわ&の 
である 

一本の煙巧々 巧 ふじも、 巧 逢の W 巧は> ホ 善の 喫 ひぶをする •巧が いて欠をつけて • n かじその 任 
ちをホひながう 巧 ふのでわる， 

この#合みして無をホに盾じしない。 

獨满 人を巧して、巧り くどく 话巧さボない* 巧 だとまふホもれるが•これは•人におして、自己の 
を菩々回をしょうと卞6巧 a 人の用意が•巧乎ザにそうしたおへ々巧され&ので わる。 

一空二 


: £ 两 

巧手の巧意をょく聽さ•二わに S して、薑 Q 度着0ま f 巧すのが賽人である0 
しかし•それは、襄的のお上手とか、美路曾とか•わ世辭—ふのではなく •隹 くぇて巧* 
的な•ホ舊辜ある•おつて梓じ•巧这の言辭は、ギ n チないとまふ巧がもがる夕慕じべ— *を 
巧けて•、むじもない事も貢はれるのょりもをじそのザポをい。 

「巧ま々をたぞとは束巧の》へでホる•しかし吾々日本人は•未だじ最善のなおを用ひず.か巧 
に美し LK ひホへれば，か巧じ化つた昔葉み-用ふべきかじついてみへられて居る巧きが 巧くない。 

これ 凄じち案の上 ばかりでなく •みらゆる K じ於てそれが な はれるのでホる•窒じ.寒窒巧 
に •巧 巧 じ •蔓 IT 巧畫 なつて現はれ•葵•まとなつて現はれるのでわる • 

化をじ度はのな々ボ巧生し 巧々 の 巧 巧が をれ るのでホる • 

資义化！.一代？を文巧か設 し. 科 ま葵襄的寡が g はわ6のでホる。 

われわれは、もつともつと、内的 S じ巧つて前をし • 5日本的3をホ f なけれ がならと 


ォリムピックな談 

t ブト ラ— mje は • そキオ9 ムピヴ クを自面で冉化するじわたつて•を■巧にホの巧と巧一巧をした 
「围巧の巧のは，隹て WSB 麵をけ表して居るものでホるから•各自は緣てに往をして、 »*— レ尊 
* を傷けない巧にしなけれげならない〇」と • 

义 •オリムビプク閒貪 中は•「巧へ化を！」とまふス n — ダンを用ひて•なホ美を«巧し.巧♦の 
^は 1 巧に巧がして.巧朽おじす使ゆを々わかしめないをに*を用ひ > 更じか*人じおしての麻 
巧、ま巧、巧巧にまるをで•いちいちこれを巧まして居る • - 
ホ石巧おの！1!*»の巧届いた注煮が a はれる。 

巧く日本でもオタムピブクが巧かれよぅと云ふのであるから> こぅしわ B じついて、两巧は•もつ 
ともつとをちしたいものである。 

か！！人が巧れば、巧へ押しかけて•サィンをして—つたゎ、巧氣じみた巧度で、なゎ巧へみする口 
本のちい»人は•日本！*巧のものであるとまはれて居ろ • 

これは • ぇさじ W 巧 ； f でれ る。 

ホじ巧や，公 B ホ化•巧 ホ ホとちふ巧 所は、 まれ0畫せりのま巧巧示がし^れつ て、 旅れおはたと 

化五 


A 


I 

へそ至地じ s 内のをでも量さへ巧れば入に巧々巧ねた々 •ミろ いた々する、むまと、 
なに斤届いたを巧がしてホる® ■ fc 

g の辟にそれが ホ ミホ A にそ 含巧が ホミ公,！に資&と公民の霉が一れくミにミてら 
る， も 

まに乗6と•そ G 切？を e 薑が更し T わ ts ふ U で•ミタ行居い i *。 人々の 

便巧な樣じ•そして、あくまで争數がをけるなじ總て2じ手の届く《じ考 へられて 居る ので わる • 
この K についても> 日本は.を異にそぅした施技がをて居るなじ思はれる， 

日本人が•君の括ホ巧へ斤つて々ても•そ至惡人が窠巧人じ5なければ、どこじ何がホる 
のか公田內でかが巧&べきものでホるか•一 R にそれ夕がらな、。 

早い巧か.東巧に永くをんで居るものでも•日比—5中へ f つて、2に巧がホるのか 
を示したれもなければ說巧も書いてない。 

渐く十回も二十回も斤つて号、基にこんなところがみつたのか•差はせられる•それは？ 
からではなくて•含に來る人を案内して色々 S 所 tf せ巧と25が當局者にをて居る 

これは日比を公田ばか《でなく罢を S 巧光地じをて居る K であるとちム。 


巧ちおかへ巧ホ客巧致のを 傳 々して置いて • B 巧の乎巧かで •ホ も大切なことが*つて居ないこと 
はをだよろしくない。 


パプ巧と 巧逸國の出品 

ホ巧バリで巧かれた博 g 會じは•日本も出おをして•ホ巧#をつけたとまはれて居る， 

* を代をした出品みが、巧巧でわる巧を•をの入巧をはおおわじ巧つて•その K 巧•田カホを円か 
じ判断する。そこで•日本とまふ困は、わんな♦巧な田かと云ふことじなるのである。 

それと反おじ、戌巧場巧の巧大、化お W •味巧のおホボ«つて居て、か巧じもなホでわれげ•ホお 
ホの巧は立巧である•と云ふことじなる。 

巧じ巧 g 會わたりの出品は•自田の文化を巧かし•をなするためじ巧はれるものであるから，あく 
までも•一つの出お化におしても、設備じしても • W お自«の人おを併へて居なければ ならない もの 
なのでホる。 を こで巧巧がこのバリ W で どんな# へ々したかと云ふと。なさ二十ホもホる物#いおを 
々で•'面巧も曰本の味巧巧の一一十化もあつたもまふことである。 

一五* 


これじついてホの樣な巧がわる- 

巧めのれ畫は•巧—へられて巧かされたのでわつたが•さて會巧へ舅を— ためじ. が目がか 
巧してをると、がな K 曼の♦塞の奠夕 t じぶ《しいものでこれでは舅の W 巧が貧がじなる 
からと堇本國へ S したところ寞的じ舅を畫せょとを ふみ々 ポホた。 

ところが寞度義を靈す f 卞 S、M 墓！ J 湯畜から出？ 56 人夫では至す 

るので：ハタの S 者—ふことにして > 寨したところ 巧を s いトピ•時 巧は いくら々々ま 
巧 つても《らかないと去ふことボ符つた" 

そこで巧び本！！へ人夫 Q 至*ミしたところ•香惡ター十ミもつて•二ち人からの入夫が 
巴まへをられたのである • 

それで巧日巧柔を巧けて•を場巧一莫を■の W を巧く巧な舅を震したのである • 

この獨巧の舅を見た人は S じ•巧石3であると寞したのじ巧して•日ま貧おさ望は巧 

画巧がどぅ萬目じるて气曇ゎがして•をのがじ巧つて居られなかつたとまふこ丢ある • 

夏蔓化を•.サ文じからせ f する 味 巧夕巧巧でホる♦挂逆み巧を示すものはない。 

この K についても•夏はもとょ々、巧晒ゆ巧國巧さては、商店會化のまじまるまで大いにち 
へらなければならない > だと巧ふ。. 


まだ日本々見ないル w 人が、お來宜傅されたな生山と、#、雨傘と扇子•人力率' これが日本のを 
巧であゎ、ビルディングち巧なも•大工巧も> 自の享 も動いて居ない日本々巧 A 卞るのは•雜ての 
«に於て，巧来の宜傳が面なつて居たからでみる。 

その巧みが、日本を•いつえでも、未冉の國じするのでホる • 

を々の意ホで巧處に大きな巧々がある* 

g の日本のホを傅へるわめに> もつと*もつと、日本は文化を♦じ力を入れなければならない。 


巧を固バワ y ヤの山巧よ. 


本篇はタタの友人が巧！ W 田•ハ7リャの山巧ょ0，巧をへ巧て巧信されたもので.ホ巧はか W 
を生を「坦两を巧みて」の中じ巧まされて居る。 

ル巧を生氏は巧をの巧ホするなせおでホり、巧 a じがける*巧間巧 W 究の樣巧でホる。 

巧つ てをじ 巧 巧され ることも 巧を WGI * 树一巧の♦が 多い こと々* め斯つて® く， 
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甫獨バ プリャの ミユヘン巧外 十二里の山 巧 じ •を々 として、白 R サを運れてゐる學ホであり •經 A 
をで あり•しかも 東洋通で あるフォン•ファーゼル巧から*ぜひをびじ來るよぅとのモ巧を巧化つた 
ので' 田巧の山巧で、新なの黨&じひたつ\>巧の巧れをおめたいと、べルリンを立つたのは、 

お月十ぶ日の巧でホつた。巧单のをじは十ーニ巧の巧がおほろ じほ、 ぶんで ゐ た。 

フ ホン •ファ—ゼル 氏の扣巧 じがけ る お 日面は巧の 巧れ をす つかわ •巧 ひ巧して おの お« には 
巧ち が滿ち 巧れる やぅな也 地がして•をは、その山巧々辭し、巧び南巧一巧の巧をのか じ h つたので 
みります。 

ドィプの中央がよわ、おみ西のを巧ホを巧斤してをも 目につく のは•巧巧のホ 木が • #植 とか •巧路の W 
巧と か 梨と かまふ 果なで ある ことでホ0ます •このな 巧の並木で ある 巧# よわの か 入は•がる長が じ 心 け 
をす る もので卞ポ.これは •ところじ 巧り、材の ものであるものちあわ、 縣 のものであるものちホり « へ f . 
ます。 

五巧は了巧林！！や.巧巧や巧の花巧りであわますので•巧はそれ等の花の美しい R めをたのしみな 
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がら•巧を巧け巧たのであります。 


がら、あを巧け巧たのであります。 

このを巧の巧ぶの資が一つもなまれずしてちなの A 乂を舉けて 居ることは、*達人ボ •いかじ,.徳 
じついて 訊巧され て居るかを知る ことが 化來ます。 

それじしても•日本の巧夕は•おの巧由じホ山のをかがあるので卞 から•もっ と •これ々 巧ぶ し 
て•色々のみ g をを巧したら•自まで用ふだけでも巧當の牧 g が あると 巧 ひます。 

义材ぞ巧や、をち巧を》もつと巧用したら> それから巧ぞ^^の敎乂が巧られるのではないかとお 
ひます。 

• * • 

一木】巧每 < 造が 

フホン • 7ァ f ゼル巧は•東洋をニホも巧巧したことのみ6栗ホ*でわ々ぇすが*十ザ»じ一こ女月 
も日本じ*!在せられたち A は、同氏 S 束‘束化•化— S 5斤を巧にしたと云ふ保いまが 
わるのであゎます。 

同巧が、ィンドょゎ巧巧巧圃にかけての巧二回目の化わは、】ホ年末ょ々•巧ホに互々•滿 W を銳 
しく巧巧して »!■ せられたのは八ケ巧 tt であゎぇ卞〇 

】ホ I 


十々巧々卞ミ，て L とるんが入 It の||麵一 ♦つI こ丰一年て L と街渠•かれ こ 

.在わで■るれち >ザ»が Mk の mr ホ千 こ "igs 



1 ホニ 

巧巧の山巧じは •數 巧の巧牛の ほか •山羊 も.*も •巧 も-鶏も•♦も • fi はれてちわ•こむ等の 
H 巧もを部自己© UK 場より自給され て 居 0 えす•山巧 じは 巧あわ•教場あわ、#地がホつて、 H 本な 
ぞ では 一寸を られない*つた•そして’•ゆつたわした 一围の莊 田でホ々 i 卞〇 

ドイヴのを函々度巧して•まづな共の目を*かすものは•巧るところの山#が、ホく、ホがで A & 
とまふことであわます。 

*なは巧き^#々たる巧#も、 かサ、 人の手によつてかられたものと云ふことでホわえ卞〇 
巧 巧なる 大面巧の山林 も.*て人の手じ巧つて作られたものであ0ま卞〇この巧#に M するが！！ 
は • WS? の おを じよく 撤 をして居るのでみりまして •# 巧 人は巧 W 民を■を巧じて.山件♦•の 
麗巧 も•ドイプを®にちつて居ります。 

このを 林 じ巧るを巧の 株*? からは • S まも年々巧 S の A 入々♦けてゐるのでホり ます • 

日本のを面 15 の僅かじ一巧六みが 農 巧巧で•他は巧ん ど 林 ホ 山巧で わります夕これを人工じがつ 
て •植林され るので なく •そのよ、じしてせ棄されて 居る «は • K イヴと 化«して大きな 相なであわ 

妻。 

日本 S 巧巧 ものと 山林巧 じ手を かへ て •ホ林ホミ遍 める ことが. 必巧 でみわよ す。 


♦* 島の值へ十二の截年らかれこ〇のが m こ ♦■ riiii , •ホけ讀画墙轉の本 M 


。る巧 cu ?« 

0 るれら得か R 增のらか值 w 卜半毎 <げれず睾 M / fU 二 


巧びタム小島の哺> 

フォン.ファ1ゼル巧の山巧じ玄日历巧巧中、をがむをたのしませたのは> かをの導ゎでわゎよし 
た. - 

山巧のを巧にあつても•ホるの夕らしい^樂は•巧巧よゎ黄をえでよく！！かれるのでみゎ‘ます • 

ー ホを 团じ化て林ホへ入れば•木よりかへ•巧より木へ•巧から巧へ、巧れホぶを巧の巧らしさホと 
共じ，其の爱らしき嘟ゎの巧じをはかなとなるのでみゎました。 

この山巧のぶ木の中じは•ルみの Afi ザ 直 千二百セ十二巧も 巧り つけてホるとのこと であゎよ卞〇 
巢由のホき さは 息のホかじよ々•そのホさを巧にして.そのおも 巧々さま ざえでみ ゎます。 キブザ斗 
のためじは 自巧 木を化の え、 1尺化に切り•中を，を巧じして k ’ 下を おぎ、 «の走化に丸いみを巧つた 
ものを •が 木のなるベ-さの巧じ•かをや、巧で結びせけて あゎます が•この山 巧-しは 六巧の*ッ 
年が 居るとのこと で、 その巧巧の大ルに巧つて•巢のホ さもを々 じなつて 居ります. 

その他•巧十ボラ、お烏’フク B ゥ摩じ巧してはみ巧の ある 藥函や> そのはか> を«になた自が水 
のおをしたものがそれぞれ備へ化けてホ0ます。 

义画ばか‘りでなく ■臭をつくる树巧でわるや•巧葉や，禾本科の巧*などじついても•細む 


】さ 

の 巧 意々典 ホれて 營旗 じ ホ 欠かない なに •これ 等の林巧の ホち ♦るところ じは、これ等のものち 
な6ベく自なのを、じ> のかよぅおじ tt かれるので ホ々ま 卞* 

烏じ巧つては • g 典じ.巧毛々巧つたり、ちの尾モを巧ひた々卞&のがわ々ぇす から•これは •か 
わがね•用をして置いて、#ま時じは •これ 《の巧モや巧の5まで •それ•それ 適常の 場所に、 ♦ 
ホさる、のであゎます" 

臭由のお a を巧めとし•これ等の替が材巧までも•多おに直つて.巧意用巧じ•か爲の便 巧を ホ ゎ 
つ、あることボ•この山巧にル身が泣々なし•年々♦かする所なでみ々 をす • 

小おは隹柔のず>神 

お巧を！！ で、巧る！！風に.ル身の歌々«き、葉卷々くゆらしながら • R を！！ふして巧すファ—だル 
氏のル A じおするお括は•ちに»ホと資なじ滿ちたもので生涯ちれる ことの 化来ない尊い もので ホ 
ゎました。 

これから そのお々 少しばかり ホに おならせるします。 . 


r 具のためじ化を作つわのは •おそらく •世ホでド ィプが 始めで、それは中部ド ィヴの ブ I リン. ♦ 
T のべル) プシユ 巧 IT か•五十餘年巧じ、その巧地巧で♦由じつき挂々のザをのなみじ巧々したのが 
始ま ゎで.阳もなく •これが、 のを 丈 じ及び•引 ひて ホホの谷*じ も ホ•も 化これを 巧 用す る じ 
まつたのでありえず。 

«業！ Bg には•を巧はおくてはならねものでわる•せ•プ a シャのフレデリ.ブク大王は•ミの« 
ボ大變みきでみつたのですが •» 巧の熟するおじなると誓が g いて、その資を存するとまのでを 
巧めた種のホみ B かのれ々を出されたことボあゎえ卞， 

何分大王の命令であゎすミから、人巧はそれつと云ふ譯で、餐や•ホ島を•一生懸♦じなつて-— 
逐し畫したのであゎえす•とこ々がどぅでしよぅ*そのちじを a •一其の他のが大いに«まして. 
二 年の後には•をの化ザの巧實は、わんど，^1:11せんばかゎじなつたので わ々， >4卞•さすがの フレデリ 
ヴク大王も々じ驚き，早速がの巧々を»止卞ると共じ*今巧は、大いにホ A の巧霞を#•さる X 事と 
なゎ、化圃からルちをドシドシ•入して> 夕*||おじ力をながれ、蒲くその破#を«城卞*ことが也 
化たことがありえす。 

ーセ八乂ホに、プロシャのサキ ブ ニ—及び、ブランデンブル•クで.ま株が大夕害に か、々> 樹木の 
ホ巧み巧に、わやなの巧はを g したことがわゎます〇モこで ft 巧は•巧 A 舉をと#舉巧地に派し 
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て責巧を病ホしたところ•この畫では？前から w 木をボ居なくなつて•そのため本さの大委 
々來し•前紀の大巧をををるじまつたことボ巧巧したのであ々をした。 

义、一八六一をじフランスの巧かみは■凡てホ常な g 牧を見たので•同田 g 巧者では、これが原巧 
研义のため巧ぶ质の♦ホを nai して.を員會を化《したことがホゎを卞•こむを員貪の！ I ホこ巧りょ 
卞と•な時フランスでは•巧々のか島類を a して.これを食用じすることがみ围じホ斤し.そのため 
巧なな蓋巧がホしく试少し•巧つて•果夕巧巧おめ•農作みの寒さが大いに委して•な 巧のホ 
城芝巧したとまふホ資ホ畫したのでみり妻•また。巧を一十八をじシ ペリャのエ々テ， ン ブル 
グでお切 s と•巧さボ大香生して*化巧が巧つたことがあ々ますが•この原巧も•當時この地ザ か 
ら•婦人の留として•まの巧モを器じ！！出したため•ホみがホ常 じ g 少したことじ？こ 
ょボ巧つたのでありまず。 ， 

蠢 ばかりではわりぇせん•を林ををす巧 や巧なのをじついても 同を のこ i がホ ゎます。 

これは •ァメリヵの 例であ々 ますが •一八八 お 年 ペンシル •ハニァ 洗では. 拥のを巧を觸巧して>と^ 
を一巧置十 センの 蒙-を かけて 頁ひ上け、 これを 巧》 せんと ■つた ことがありぇしたこのをホの f 
巧を 1 ヶ年冊に. その Kh のためじま曲した を 巧は •化 巧 巧 じ達した とちふことであゎます。 ょころ 
か.その結巧はおなが•ホ巧な 巧 ひでおへてそのため耸作わの巧ホが•ーヶ年阳百 A ホの K 巧を巧、 


たとをふことじなり•天下のみ笑ひじなつたことポわりぇ 卞* 

ファ— ゼル 巧の 巧から がが思ひ出すのは•套四•五年の巧年に且つて、山城のそがの茶丐し•シ 
ャク トリさが大生して.字おま巧が：^しはせねかとの餐ぎがわつた時のホでわ々を卞。ところが 
，一の宇が巧に宇をなと云ふてミ齡恥^が心お基があゎます夕この時，】の巧なの巧近の茶两だけは 
一巧シャク 5 SS 々巧らなかつた G でホゎぇすそれは宇治 W じは、襄•か多く、襄のかみが 
おんで ゐ たので*他のま西の樣じ大きなが蒂をまけない巧じ•ル烏が シャクト9 さを • A 義 したの 
であわました。 . 


•鳥は害蟲駆除のま門家 

る巧のを巧はホ巧に枉んなもので、もしホなのために食をしられなければ•ザ术はたホなら♦し 
て-を巧するかザになると云ふことは以な學おの W % しをしたを說であゎぇず。をは色々の株巧のお 
蟲を> をへず读 W して居ると申してもよろしいのでホ0ぇすが-巧らげ•これ等の烏は•一むいどの 
化多くの舍 ft を食ふかと申しよ卞と•ドィプの♦をの巧べた•一巧の巧公の B の中には•ぶの巧ゎ驚 

< ーミ 



くべき數の#*がみつたのでわ々えす。. 


一太八 


稀(巧 A 】 ……二一二 A — 


白 r ク蛾《 


ヴ/ち 


一 « (こ. 


50 * 


'/ 3ち蟲 (* }. 


(ミ】……一そ二 


9 • ( « 】 ：..： ミ f y * y 维《 •).：.： 一二0 
葦。—リツヒ巧•はを の烏の せ f 用巧じな 巧して •ホのななち— をして？。. 

邱み’二巧の單ボラは、午前六時から午後セ時までじ•ャナギ寒まゥ is 夕八セミ. 
えた一易の匹十ダラと> 一二巧の日ボラと S 日マプモさ义ドク蛾の5.ぶ〇努ま一 0、0 C 05 
ミした。えた一二巧のヘン，シボラと一巧の日ガラと一巧のお f - 一一巧の♦クイ>グ♦とは.ナンそ 
ン王ダシヤク畫から夕方までの历じ•一 〇九六ちを食つたみ賴ホして居る。 

は卜：の二つの例は•いづれも•妾の 巧 合でみ々表すが•岛は幢ゆ時けじは.度巧するた A じ V 
<の養々ボを巧であるからして•者さ々食ム世も«巧^あ々表す0 





















小をは雜草の巧除をでもある 

A は*てが、さなどののわ«のみをたふものでむく•岛の種霞に巧つては•植を♦むものも • 
その巧はなかなか夕いのであゎえず•そこで.かよぅな種巧の A は，*々裹作物を巧卞とちふホ雜を 
«るのでありますが’しかし化の a 巧の♦は、雑#の種子を«食し> 大いに*まじなを與ふるものみ 
々まず® 

化るじ•このが意卞べき巧 t が、とかく巧却され R ちで•いかじも巧をであ々えす 

み巧中で•巧謂が g な巧とげばる、巧は•多くは雑が S おの大巧を巧むる、*まじとゎて•大看必 
巧な烏でホゎます。 

巧のかきは•化の出にがて’たもぞしきぶ A であ々よす•巧は•者さのおじは者 s ををひ、が冬の 
候には•巧田の雑草の径 f を夕ふのであゎえ卞。巧1巧は一日一♦ンス半の雑♦の含子を食卞るもの 
なることが钩つて居ります。だから.巧冬じがける g み«がホふ«♦の«子は何萬が千麵とまふホお 
に大量のものとまはなければなゎえせん- 

ホも化の K から見てホ巧に巧ななをでわりえ卞•ホのをふ雑をには•♦デの資•力♦バミの資 • 

* トト丰スの貪.ハングの#などもみりえす。こ 0 ハングは農塞に と々 て R もおかなものでみ 0 よ 


小 


せ 


« 


% 


i 

难はかんで..ハングの#ホ>夕卞&ものでホゎぇ卞。 

R は S 作ホの#身など、まふものがみ々妻•か•その食を.を151の々♦ょりち f の g チのが 
ズ ブト♦く 食ん ものでを妻。/ピ K?tH、 ごシバ • 1^3ゥ f ンべ、ノミ/ブグ 
ァカザ#は雀の最も♦かする種巧でホ々ます。 

W くのかく.をは雜ザを宴ぶものであり'をすから、さ業じは•かちの♦護を g 巧としなければな々 
ん。 - 

巧の？か A は凑芝巧らすと云ふちへホは大變阳巧つたものと云はなけれ》なわません。 


鳥を巧せ ょ 

は上がフォン•フ T — y ル巧の農卖とか島の M 巧じついてのなのホ g であ々えす • 

ト イヴではち業；}^じか 巧 欠くべか^ざるル A の爱巧のことは*巧じを田ちじしてゐる事わで 
みゎまずボ•それでも•今日 巧 ほ.お山村のドイヴのか舉巧では手工として> ょく小舟のをか 
ら せて居るのをな巧けます。ドイツでは.このやぅじ、奪じをス裘をつ くらせる と共に •々巧 


.ミ 業株ホとの{一巧じつきては•十みなるかなを輿へて肯 g を巧の巧神をま卞え卞巧く*して的も 
のでみゎます • 

日本の#巧人には.を殖の烏巧が、こんなじ#卖栋案に大切なものであることが•判つてゐないこ 
とはまことじ•巧をでありえす。 

隹などを今日尙ま蟲と、む巧て居るをがみいのではホりえすまい か。 

日本にがても' 巧巧の巧巧をおひ•巧巧のお巧を計るためじ、このみ煩を*の乂*動を巧すか巧が 
わゎえ卞。 

巧 じル♦巧 •巧ホ學 巧をじがては.お巧と農柔•を巧と栋柔の M 巧を十々が育して•農山み化にが 
けるか事巧ではをず手工として•かなの典を作らせこれをそれぞれ、巧林の中にお«せしめて. 
A 巧夕法の巧神を#餐卞るを巧があることをみは痛巧して居るのであゎます." 

「ホの米のを a でみ&巧蟲だけに巧る巧をでもーヶ年方千萬曲より一億數千萬曲じ建するだらぅと 
云はれて居ゎ 表すが、 この損ホは云ふえでもなく.農がの巧笨であゎ.日本々«のなホであゎよ 卞。 

ところでこのな*は•巧さの化巧で.巧の切がの中に巧化して冬を越すのであゎよすが•みたは巧 
の敎1•水田の巧をじをがゎ•このが巧中じお化して居るなるを g む本巧をおつて居るのでホ0え 
す C 巧 I •は】日に*に百匹巧くのがさをたするものでわるとお巧に巧つて • W 究巧おされておゎ 

、 ‘ ーセー 


まが♦は革，曼ミミ巧 《 li 芝產言す男ょぶ化」わまは一一占 

ごま f f ミ寿 Tf 5ち罢 f ?賢 I . f が食! 

て、農なじ輿へる巧益は•米じおするだけでも • K じ曼なものであ々ます•粟■でホる日本で 

は，ょろしく資そまきたて二わ* i し T 、 B 奮を 一 i た复蹇をる*こ 

したいものであ々え卞》 4 


牛、厥、巧の巧餐 

ドィブの*まは寡を作る化じ•牛や•ミ、巧，^澤山8して•一面に—を斤つてち《妻 • 
牛ホからホつたあは•巧日化合へ運んで：《♦や•チ—-スの原料じします•ミ S の大さじなり 
ますと組をじ菱て•ベ—コン•ハム•ラ，ド等を作り圭卞•鶴卵は言おきか•音目じ姐合で 
藥女て•商なみなつて•化合で巧はれぇす。 

1巧の 農まで、辑地奚 さじもょ《ま卞夕あ牛の ーニニ 巧、 R のあ 六すから十ミょでそれに i 


がセ十巧から二ち巧化ひ！*はれて居ります。 . 

鶏の巧有は»人の化巧となつて居りますが、其他じセ苗♦や、# IA もが常じ«はれてをゎえ卞。. 

をれ でド イヴの ft まは一巧になまれてちゎえ卞。巧に粗合が巧連して、居てこの組合の巧巧で•農 
おが！ a * される のでわりま卞から•生をなの宙おも、«格ら推持されて斤くのであ々ます。 

大載後のましみはおがと！！もホ變なものであゎえしたが、そ S 好がな興したのは.もつたく参 
巧のな同化合ポ巧»して居だからであると云つてょいのであゎえ卞* 

そこでかし ド イブの 農材巧同か合のことを»いて忌えせぅ • 

大哦後のドイッの巧興については、ドイプの政巧おは、巧せずして、*の基である農材じ巧がれ • 
«度困巧に培ぎつ、わつた褒村のお巧なをは、政沧ホの»じ巧ろしき力をちつてをつて來わのでホゎ 
ます。 

さ 巧を巧興し • S 巧を安をしなければ•ドイヴの巧巧もをを化ホないとの忌*じは•を g 】 致し • 
インフレ I シヨ ンじ巧つて、打ちのめされた農村に » し •» 々じ投けられた、經濟*美ホち♦は•爹 
巧を同化合を巧一して合理化卞る事のを»をな調し•政巧も敢巧として•その巧をに乘ゎ W し、その 
合理化のわめに、二千あち»マ—クのま化を巧し、巧にジ材中央«なや > プ"イ*ン中央を庫等ょり 
も•ち巧の♦を々まはすることじなゎ•巧巧巧年セ巧には、二巧巧の中央合巧となつて•獨&を g を 

1 セ之 


一-^因 

通じたる 新 ま 貪が めでたく 投 をされたのであゎます。 

かくして. を呈地のを霉雲は ホく•この寞會 のま 幸として S し•化—こ巧しいドイヴ 
のた巧組合がをれたので ホわます。 

ドイブに於ける窒の農村を同 f 數は、四萬千四百革八化合で •これ ミ 則す わちホの 扭わ 
であわます. 


巧 A 親合. 


酶■祖資 A み 

牛 M 組合…… 
s* 食 ミ …. 

•產••な合 • 
fl»R 資組を • 

菌有酒！！食.… 
£觀合：… 
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.巧 A 因 A 
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れ杳組合 . 

植組を. 

«»義パ ' N 組合. 


•0 ル屯 
一 i 
一二一二 


火酒！！合. 


其 ft 0紐食. 


一•五田田 


を巧が合の特を 

ド ィブの 5組を中た气 S すべさは、香さ n と5曼さる 二つで わり圭卞， 

さて夏では信用なをは一♦まま g で生れたのでわゎ妻ちドィツの農村にがける侣用お合は巧 
巧から香爱等をもなるベく、 St やぅに巧巧されたので；じな用組合とをつても•その— 
美の中じは.受販資はもちろん、をの器柔巧もをんで居るのが參いのであゎ妻。 

つえり*林 e 塞ま*じ巧ゎ•一ちの望巧におけ&クに必要な t ぶ. 一 sf で何でも 
やるのザょいとのみへ辜み《えして，この♦は•呈じ於ても.タタへられて來わ巧に星れた 

こご L 









このドィブ 82 同組をたるな用組合の參か夕巧亨《一育置十萬人で A 
玄巧〇九 S 戶に葦わ巧！* ass 挈星をに交し Tf 巧で 
ドィブのな用合化では•《がは組を員に皮々妻夕そのるを々ホ t するた A 
の人々よりもドシドシ巧つて居るので あ々 ます。 

.この信用組合®組貪はれして•農巧だけでは ないのであ々まして • S 村 じな 
ゆる-< 々を8して•れつて； と卞る 巧互簽の《同3を运》してち るので 
すと ころは•裹巧りで，この♦は•日本で もさ 夕 ふべ—であるとをひ毒 

M を 

ホ I 

ニハ占 

9 田 

】 • 田 
因王二 
|二•二 


ェ誰♦働ホ.1 ‘： ■. . 一五一•一ニホ八 八•五 


賴维■拥 入 I 

I . .. 五 vs 

* . . . 二さ•セ 21 

* M. セ • ホ 1 A 

* 巧 . 二因•四巧九 

2塞者 . 差 >*5 

8勞•者 . 五ち六九一 












エ麵♦働ホ.； .. 一直 ri ニホ八 八•五 

公法人. . . . 一五、二 1 ニニ 0 •ル 

其 他 ... ホ丸•ニニー ーニ•九 


信用組合で ぷ W して ゐるみ をは 二十セ億 お w マ— クのち巧に巧して居りもすが • 合 A の化巧« 
ホ均は なかに 一二 十ーマ— クであります•日本の信用な合は•組合負の出《奪均ボーハ十ーハセ曲でホつ 
たも 紀巧して居ゎえ卞。から巧みは日本に比巧す ると 巧みの一のか«出資じ*ざえせん- 
巧じ巧巧の信用な合の W きにがて•日本ょり大じちんで ゐる 事の一つは•度府の化巧資*貨かにが 
ては、巧巧化合が 仲 かをとなつて一をの巧巧を とる と共に•そのが巧を なし •粗合をの巧宜を 打り、 
大いに*をの巧巧を舉げて居ることでホ ゎまず； 

日本では、*村とかけ雄れて居る裹エ巧巧 や、 巧柔な巧のみが、巧巧のがが々ををわれつて居る M 
巧で仲々 g 巧じ即して居ないのでありえす • なはドィッでは•狙合具のを化 g 理 、巧 化植ち•門作# 
巧なじ M しても、信用狙合が巧巧との面の仲かまとなつて働いて居るのでホ0えす 
日本の信用組合もザく此おょで镇巧されたいものだとをひます。 

♦ X X 






ーミ 

れ卜：をもつて•ドイヴ！；••ハブ9ヤの山巧からの巧信々がわますが • H 本の農ぶが•巧 W 的じをま 
れる上じ•夕少ともをお一.?がれば幸せです。 


巧をの產業 

•トィブの氣侯 A 主の自巧的が巧は•かずしもをみではない•むし々巧ダ田に比おすればががおいと 
5 •てをい。 

，しかし、田巧の巧力に巧つて•獨逢のを柔はぞしくををして居る。 

巧巧の巧來の面巧は》巧巧をおいた日本の巧さ化で•即ち巧十七«六千セ百十でさ人口 B * そ六 
千友ち*人，でわるが、なお才—ストリアを合巧して•お面なはめ六十巧巧ミ2■ん口はと千ミ巧。 
萬人となり，を W のおル巧をかザしさへしなければ•ョ In ヴバじがてじ•西巧人ロホに*に V ヴ /' 
エト•ロシアじ々ぐ大 H である。 

巧拥大 tt の結果ドィヴはち巧置キ W — •の主化と，六ち四十セ*徐人を夫々.フランス•ポ—ラ 
ンド•チェッコ.ス a •ハキア. 9トアニア.•ヘルギ—.デンマ—クホの巧ぶ諸 W 、询なせら n ■この 

化二百九十 WK 良に及ぶおかの巧生を失つたのであるが•今固の才—ストリ7を巧ゼて.が 
巧たのである。 


他二ち九十に及ぶおかの巧主を失つたのでホるが•今固のホ—スト 9 ァを巧ゼて，が 巧 巧 u 
巧たのでわる。 

B 巧の化おは' 平巧と曲をが區が半々と見てょい。 

かが面巧は二十萬五中只 S 2 ( ホ—ストリァをがく)で•を面積の四四％•革ホ及巧化は二狂％巧 
惡一蓋％で大部分のすモ地は、ホ近を巧な靑巧の 巧《奉仕 ま 乎 じ 巧つて巧巧化して來て 居る。 

を國巧のちみの一は，を柔じが巧し•巧を化としては、店な碧は年を阳乎み餘«でサホで巧二化で 
ある〇ラィ麥は中»、束欧 S 巧のま巧をわでわる。 

このぶ大麥•巧麥.の產巧もおくない。 

がまは巧舉的の硏究じ巧つて•ホホーのを達おゎでありサホ產巧の一二分の一じ及んで居る。美化* 
ブプ、’宿巧、巧を#も巧當じ產出する， 

化 まは •ホ、 ね 二乎 巧 頭. 巧 凡そ二千 四百«巧•で、 巧 巧•ミルク、バタ—、 チ—ズ巧は.巧# 化 
冉をち 一打して居るが•とじ かく、 自給自足曲來るので ある。 

巧じを近化おじ巧する沒柔じ力を入れて居ることはを目じがす る， 

巧林の面なはね二十！<八千 W 良で•この八«までが人工栋であ6 。 IT &、嵌の W がを巧化して 



.が巧ヴハリャの山巧ょりの巧信にをられる巧く、巧材のみ畢的な «* 巧は.巧にホみの摸巧とされ 
て居る。 

かくて 巧林 じよつて年々ホ 巧の牧乂が ♦げられるのである。 

其化、 sr 石巧を巧當じ產化し- 石巧は駐後一なの»巧を奪はれたけれど巧巧ホじホぐをなをもっ 
て居る。 

义，かま»は世み一ゆ產巧で、お»、巧巧•巧の•鉛.銀等をも♦くを巧する。 


〇巧をの工業.'. 

獨 *5 のて-柔は•巧ホと共じ»拥の一一大工柔 W と S はれる程に赛達して居ろ， 

巧巧のエホは主として•中が巧田區巧にを連し•南巧では水ガ巧用の H 柔ポ巧んでわる， 

巧に化#エ柔にがては、せみ】で •ァ三リン 染料のかきは、サホ獨ホのホ化をよめ其化 > な•お* 
葉お.石 tr »巧薬•ポラス•拓巧人絹巧も巧んでわる， 

々屢エ柔にがては鐵《案ボ特じを達し•その中公ル—ル巧 巧 巧ぷの H ブセンには、♦ホめな 

クルブプ 大鐵エ 巧がホる。 


クルブプ大タエがボある。 

其他«巧な舉術用な试'を揉樣«‘迈お•皮革•ゴム獲おエ柔もけはれて居るが、自 C 車の年を« 
も十《をモ巧を巧巧して•世 i 四化で々る。 

ル—ルがガじがけるまエ柔 •» み工業、ザクセン 達 ザの巧巧> モ II か •シレジァには ミ • ils ， 
g 巧柔が大いにを建して居る。 

ホじ H るの巧巧を示して見ると、大哦巧の巧 a は.夕•ホと共じ•せホの一二大巧る 函 として 巧！！ し 
て居たので あろが、 大巧で大なる打擊を 巧け、 その後巧くな興したもの、•世ホの經濟巧巧じがつ 
て.巧び«かし•ナチス政灌の自が«巧政策の巧立じ巧つて • K るの巧«を資一わしてちるため•その 
供なじホなるもの々見ない けれども •尙有おの*る*たるを失はない， 

»入おの主なる-^のは•巧巧とを巧おである巧ち。搞巧•羊毛、コ It I •巧«.採ホ用揉子•モ 
を•ル ホ 等で、 ii 出はェまかェお-巧 «、 HIT かを化かぶ 女，««巧、 化睾石お、染料•お 
巧ボ么にみざ.其他巧•ぞ f 、 ダラス、 W 巧 • な«•毛«、巧な • «氣巧*•玩具みも相«•的さ 
れて居る。 

そのか引苗としては、 蘭、 朱、巧*! t •伊•白-#が»けられる•巧«も相當の W ♦を巧 a から ♦ 
入して居るのである。 



巧巧せホ K る上じ占める tt 合は • 綠巧の八•八で％化ホを二化々占めて居る • 義出じがて•九•化 K 
•乂一..がて八 - o % とをふゆでホる 

1诗は团巧わ奇の巧乏を吿けた巧巧が，漸ホ田お信用を固巧し，田巧の^111|||^エホを巧建して. 《內 
の需巧を滿わし-巧じ出巧のホ宇を » けて居. ることは•ナナス 巧策の巧软 にも巧る が、 何としても. 
f 田巧を巧が.節わ生巧を 資 巧して’よくめき、 ■巧で 作つたものを どんどん瞻 出す る」からでホる • 
巧年巧のドィッの巧ホ巧るは•《批五十九な千百 « マルク.•入置十四なムハ千八百 萬マルクで.前 
年じ比し•《出はわ二が-五み•♦入はわ S 巧夫々の增かである。 

出巧は四 as 巧《マルクで•前年よゎは一億マルク试少して居もが•これはか巧を巧の •入々 か 
と•轉じその供上じ 基く ものである•因にーマルクは巧巧の一四 二•一一 一十な を當じが當し•その 巧み 
の r かぺ -11 である 

前項巧巧のままよ本巧の工業の>宇はホな省«獨を度本じ巧る。 



ヒット.ラ f が巧 

ァドルフ • t ブトラ—は一八八乂年巧 巧 二十円、才— スト 91 ィン河 昨の か邑プラゥナ n に巧生し 
た’父は町の一を巧であつたボ化れボ十の歲の恃巧亡•十六 歳 じして巧を亡くした。 

«巧となつた t ブトラ— は•巧をホめてゥィ I ンじ•巧にミュンヘンじ化た化む が， 依と巧ふため 
に巧は！！案をとなり、ホは建をのが曲々香いて a 々巧たのでホる 

其後サホ大«じ1巧率として従軍、一時 HE 限を失巧するぇでのま傷々 A つたが、】九一九年か«と 
共じ巧院を出た t ブトラ—は祖 W 巧 a の巧 A を记て、巧に巧治寒として巧つことをみを*一ぶ♦度 
の同ををが合してナチス黨をおがした其の阳十年のま W を熏ね一丸一ニニ年じは•大獨 & W の總お 
として•巧にを！*逢へ々々卞るか化を巧たのでホる- 

「やれば出巧ないことはない•」これが t ヴトラ I 練なの信をであも•それにしても.ホの巧去と 
巧&のドン巧に巧んで居た WS 51 K を*今日あらしめたじ ブ， トラ—の々ホさはがとしても巧 W のはかは 
ない。 

巧に巧人のたも尊なすべき K は•を！**!■ちじ對して•「田お的自«ををおさせた」♦でみる。 

前 逢にホ塞な<巧れホてた 巧* IIW 巧におして•大な&ホ巧を興へ、國巧は一人巧らホ •巧 a ■の* 

ークニ 




J A 目 

巧で みると s ふ巧い巧をを 巧たせたことでわる • 

一九一二一年の夏プリ ユ—ニジグ 內巧の！！會 W なの後を引巧けて •ミニ ホセ 巧 A な植 々 g 得した t ブ 
トラ—8は •その 巧 i じ r 巧れ に四ケ年の年を輿へよ•併して呈は赛 せよ」と畔び呈じ g 
しては、 

ホの 西固は ドイブと云ふ•巧よりもまづそれをホせよ•貢巧よ々も斤のじ巧つて！ 

ドイブのれは义ホのねである。をみをもつ yJR へ。 

をて S 巧は*たとへ最♦のぞと！！もドイブの一巧でホる•ホの 巧べ 互じ爱せ • 

ホ自らのたみじ > なだけを巧ホせよ•ならばドイブは正義を9,ぃ。 

•トイブを孩ゎとせよ-なち萬の同おが生々々後括じした祖函を巧らねば ならね • 

ド イブ々？ をは •ホとそして S のた女に 巧 ■となつた 同 おを f 者だ。そんな ホは 饋 
おで打ちのめせ。 

獨 S 5 がお巧な權巧をを化されたら•巧 B 的じ5ほかないこと々紀 なせよ • 

巧太人的無巧巧となるな！ 

巧獨霧ボおられる時、ホ面するか巧のない巧ながのを とれ！ 

昔を 信ぜよ •かくてこそれは 巧が をたり？のだ。 


云 

巧 

五 

六 

七 

八 

九 
十 


>の育巧がを巧盛の！一巧をおひ巧たせた。面巧は巧に一丸となゎ•請神力は天を衝いた。 これが« 





この育巧はを巧あの 田 巧を装ひ巧たせた。■民は巧に一丸とな々 •請神 力は天を 衝 いた。これが « 
巧を今日あらし女た巧の力である。 

今•ドィヴの义字を日本じ代へて•ホじ書いてをよぅ • 

】•ホの祖两は 光輝 ホる大日本巧！■であると云ふことを巧よりもホづ♦せよ•巧 葉よりも 斤 
のじ巧つて。 

二、日本のおは义ホのなである。を身をもつてぶはなければならない。 

一二•大巧巧族は•たとへた貧のまと 雖も 同じ化を持つた同おであゎ.日丰—の一巧である•ホ 
のかく互じ巧せ。 

四•ホ自らのためじな巧だけを巧ホザよ•ならば日本はよゎ正義を巧ん • 

五、日本を誇りとせよ•みおの同胞が化を巧し•生命を餐おじした日本を爱し 巧らなければ な 

らち 

巧•日本々*るをは•ホとそして祖 W のた々じ巧*となつた神を*るネだ*そんな顏巧は*を 
日本*巧のをじがつて打のめせ！ 

セ•日本の正當な權巧を巧まするをがあれば、わくえで これと 记 はなければならない • 

八•巧太人の中の無«の巧が 度 手を 仲 ばしてちることを HK せよ • 




化， 一 « の巧ホボ放族した時•ホ面する必要のない巧な巧*!々 とれ！ 

十•巧日を なじ 自らの属する事に！！！^せよ 
巧に t ッ トラ—*巧は巧 jjlgj 巧よおじ自己の信ぶを巧まして'ホ巧ふををらせた* 

それは•ヴ H ルサィユ巧め巧巧•巧 w みの不巧竟 音 •"々ル ノが わな案、ラィンクンド出み. 巧軍 
備 > ホ • B お爱悅あ等でホるが•な巧ダー巧びお化したモおは•總て巧むホでホる" 

しかも現在のホ X したホ！*逢の前じは巧人も手が《ないのでわ& • B シャも. フブシス も.芙 W 
も.巧く 21 一巧の 化を巧さず して•オー スト 9— を合併し、巧にナ王ブ n 函々•そしてホに植民がの 
泰 W じ巧つてま* かを 巧々て居る fc ブトラ— 綠 がでわる。 

■しかも g 巧が巧ヶ年历じ巧し逐けた化事はそればかゎではない • 

11 內の 1 | 81 ^々、かつてないおじお巧させ*を*トィブ©|||村じ直度して居たた家も戶のたホを画おが 
引巧けて ft 村々巧に巧巧】をじ代へ、一切のお外よ々の>入を M 化して •今や 巧 aw は•向§化 
H 巧の生をじ巧つて•を巧逸の W 巧ザ自活し巧るまでじなつたのでホる•更に巧巧の K 味は その 
海外への•出ボホ々素 IF しい勢ひで增かの傾巧にわる ことでわる。 

今やを tt は巧の t ブトラ—總がゆ一♦手、一曲じ重* KW 、 むがお中されて居る。 • 

更に！！がは日本とおツ，伊太巧と担ホし•一を一ーセ年よわを卖の»巧じ巧化、「巧れじか 阳ケ巧 



々興へ よ！」のス A I ダンをを巧»の！：じ、ホに•けに • の背 R ■と#に巧けて欠の化ち - i 巧つ 



を 輿へ よ！」のス I ボンをを巧！ RS 巧じ、化じ、村に • 總巧の巧像*と共に巧けてホの々ホに巧つ 
て1して®るのである， 


まづ巧巧を 

た ブトラ— 總«の田カホ t のせ*は •ょづ 巧い巧せ を かる ことじある， 

* 巧の政あは•まづおしい W 巧を巧ることでホる•おしい！一巧々巧るためじは、正しい架おを巧な 
ければならないゥ 

しかも正しいををは•正しき巧じ巧つてかられる。 

この巧々下けたヒヴトラ—總巧の理をが•巧々！！度な逢！：々ななしておるのである • 

これが政治じ於ける原則でホり.又な巧である？ 

しかし’こぅした本巧的な•柄巧はその國おが巧 A を巧した巧合でない化り•これを巧面口にみへ 
られないものであることは、迅モじ於ける歷たがこれを巧巧して居る0 

現下巧！ ■の < 情ょり a るも夕しく、— おれ •「ぇづ正しい圃巧々 巧る ことでなけ I わばならない•正 



一ん八 

しい 田巧を巧るわめじは、まづあしいおをを样なければならない。正しい家庭は•邸ちあしい毋じ巧 
つて作られる。」こ^の、このホ凡なる H 理じな巧し•か <て•教育の上じ•家庭の責を巧の h じ、 

巧おが育の上に巧大 H 也がみはれなければならないと思ふ。 

* おお巧の基巧は •「ぇづ 巧 g な 巧 じある OJ 面 巧の正しいを巧窗巧もぇづ巧からである • 

かくて 巧い巧•資巧なる巧せの作られることに 巧つ て、それから生れる子がの巧が、精神が^さ 
れ •資 生活 じがける•巧の 合理化生活が を A られることは' これがやがて.一おおの 巧 性と な々 やダ 
ては •を 巧 巧のち 性となるからである0 

ドィッ W 巧の總てボ淸 ホを まんじ もこと 合理的な 巧を 生活を* 一 わする こと も ホ、 を wa の巧ホ 
ボ •そぅした自«を 巧つてち るからである •大戰 後の 巧乏じ おせず •巧 a 函を 今日みらしめたのは' 
責じ巧じおれみ"巧女のまであ々•巧せの 力であると ちつて*音では あるまい， 

か巧巧じがけ る一二 十は上の巧人の みく は、寡# である•この 巧が • 9された 爱巧を 相いて g 巧じ 起 
ち t つた か，；：.こそ、かくも獨 巧の巧巧は な g じ をんだ ので わる* 

巧巧を. 無規 しては • W おも •巧 治もあ々得ないのである， 

おに巧の W 情 お•人を 巧 かすちのはない •袁じ 巧 こそ‘ ホがの々人々 作々 健資なみ代の* 巧々作る 
巧基で ある， - 


だからこそ • t ブトラ—總 巧は、# 巧« 有は k た巧の な有々 •そして •家ち の K 有 じ力ををいで 居 



だから こそ ’ t ットラ—!! 巧は、夕巧！ J 有れ h た巧の巧有々、そして•おをのな有じカホをいで居 
るのでわる0 

巧に人面の • icm わ有•ホはを巧巧を巧は巧単がのか兒よゎ、そのーホを移#してけかなけれだ 
ならないのでわつて•このが巧はホ t じまをのよき巧ゆ力に侯たなければならないと思ム〇 

次じ靑少年を 

繼じ生れ出でわモかじ對し•かおなる g 有々與べ•これ々■まの有村に巧有するのは > 雨巧の g 

巧でぁる。 

巧よ く 生れたる子供を•よりおく訓巧し，*^正しい精神の W 巧としな育卞るのは•をを*家がそ 
の巧じあたらなければならない。 

しかも'「お巧な！ K 良•正しい苗ち」たるの巧有は.これをまづ巧少年じ巧して • g 極め じ巧はれ 
なければならないことは、今更云ふまでちないことである。 

巧のホには、その生れた子女を B おが巧つてお靑卞る。これが • t ヴトラ—8の$巧賴、む事でホ 
々•自らの 持神、 a 巧としてゆ理巧を> を«巧の頭、を！■巧の也！！•じを植して，これを正しく» く 

一八九 
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ところに • a ホの3が菱•明日の s . 夭の. KU 2が含じ * 反^れるのであ&ことを？白 
な卞る«統でわる。 

だからヒブトラ—總統は•靑少を子ホじ對して#則な巧众卞るのでみる。 

ホ R 當時 i す良で •» も巧へなかつた«なの子供が•今は t ブトラ—の靑か年■じ入つて. 
巧ホ共じ这ましくを々とした靑ザとな々•丸々と太つわ少ホ子女となつて居るのじ小あなは ない。 

たブトラ—靑少年！！は，今やブ子ン•シ—ラハを■宾にを獨 * の靑少年ミ貞とする；な C とな 
ゎ•ナナス攻おは •* 巧の巧 W 遂一れ上たくべからざるををの巧巧*信をのな立**力の巧巧 •« 化の 
巧トーを目巧じ巧み、現を曲負は巧ち«のホきみなして居る0 

十歲ょゎ十四な巧じをるか年を*みを！！に入 ■させ •十阳 歳ょ 0 十八歲をの者を靑ザ国じ入 W させ 
て居る- 

义ホ子は、「獨 US 女子靑年围 J ボあるボ'これはナチスホモ靑年围とはせ♦•改お的のたおを‘ ぜし 
ないで•獨 S? 哀たせとして A なひ.ホ齡のかさも十四歳よ々二十一歲をとし巧子よ 《一ニ ホ せら 
わて居る K は*獨巧のよき设巧を作り出すためじち大 W , むボ携はわて居る ことを ， A 掛つて於る J W 
じ獨巧ホ子巧年田じは十歳より十四巧をの少ホ W が巧けてあり巧ホは•十八 歳より 二十ぶ 巧をのけに 
半ケ年而一をの SS 所に入 f て、♦化をしなけわばならない ことじな つて民る 


かくて 巧 巧の山や•巧が巧丈の#かかとしてをれ愛るのである。 


かくて獨巧の山や•巧が厌±のみか巧としてをれ變るのでホ6。 

曲 围 巧みを网致 するためじ • w 巧が«くのである。自 * の上 地 じ*自らの力で 錐を 入れてがすので 
.ある0 

かくて巧作された立巧に、も自•—巧が巧食するを狂が採巧せられ る。 H 巧が この 事實じ樣しなけ 
れげ•いかじ巧困の首解を弄しても巧に w をまして居るとはちはれない0 

r 音葉でなぐ巧ひの上じ，ホ田の熱巧を現はす。」 これは t ブトラ— 總巧ボ巧じを巧巧の巧みが じか 
へる音葉である。其化靑少ホ®.ホモ曲は•を々 fi 靑を巧々•ち曲ぶ巧を-わひ•巧は g 巧 じ•天 
巧を«巧して自がに規しみ•ながを巧巧するはか国負は「巧, JjJ の巧®巧な」とな力してホのかお 
巧旋•な柔補充お育•農け華化等が斤はれ•巧年を巧をじがて • W 旨は • »ホ巧巧をわひ、も口 
が t 生巧上じがても•ょゎ • 戰柔的じ§す&ことをおへられて居るのでわ &• 
t ブトラ— 總巧は、この巧逢の靑少年じ對して、ホの かく 叫びかけて居ち， 

「巧が巧響少年羣1雲はホホ®塞でホ* • IS 君は霉が？髮 S ? 器」たホをな 

らねばならない•巧をはまだおくて•人生の巧ザ陆卞る巧お響を B 驗して居ない0 
巧ちは巧來ホして雜反する巧がない樣じ•かづち ゎと 国おしなければ ならない •な 巧がもし化巧しょ 
ぅとさへしなければ•巧をのぞするこのぶ情と麵結とを巧人と！！も巧巧から巧ひわる ことは 出ホた 

;九一 



い。かくてこそ•巧をは！*遠靑少年としてみ等の大なるホまとなるのであろぅ •«* な&靑少年巧 
ち！巧をは巧巧の生きた巧巧人であゎ、巧來の生きた巧をである。 

をぶながを•蒼ざめた命苗でなく、巧をは巧巧の血の血 •巧 神の中の«神であり、巧が*巧の. 氷な 
する生かでわる。」と 

日本の靑年もホ巧ふしたま巧に滿ちた言*を•日本の巧巧をから M きわいであらぅ。 

日本の靑ホ*は•化の山本拍之巧氏の指巧に巧つて、サホ1早く•今から四十年もがに生れてお& 
のである。かこそを日本の靑年が1曲に»合する時が巧たのでわる， 

&夕なる日本の巧少年巧ち！巧ちは前記 t ブトラ Ig 巧の叫びを•今ー ホ «みちして•を自のむじ 
I 一れ るものを•巧君のお互の 巧 神の中に•そして 血の 巧れ の 中に、日本の巧ホとしての•巧るものを 
しつかりと自巧しなければならない。， 


巧困 日本のた A じ 

われわれはみお1つの A を巧费ずるじも•それボ！■巧の贵■なる鞠資だと必得て、これを大«じし 
たことが r あるでわらうか， 

自々の健度を巧上させることボ•自個の W 力々增卞ことであらと考へて健廢じつと A わことダわる 
でわらうか。 

义モ巧を育てるじも、！#い ■« をホるのだとをム自«を待つて • g がモを餐育した♦■ザ梁してど 
れだけあるでみらうか。 

植 てボ單なる自己の•自巧のな場に於て考へられはしながつたであらうか。 

巧しきじまつては、 a まのを巧敎育に•果してホの 國 ちを敎育しつ、 あもと 宏ふ鐵巧たる g ホが • 
あつたでわらうか、夕しく通まの致あ«じその意 IT かあつたであらうか •围 家ををわ •阜 じ俩人が中 
也になつて居た•今をゆれ♦は•白 S をやとして • «んで来わ。 

多くの巧治巧が •》 宵おが、 i が•大擊敎«が*ネ敎家が •« 人が•商人が•靑ホが、子女が • 
そしておをも•巧も、そうでみつたのではあるをいか、しかし•われ巧何じが A すべ♦かと云ふ自由 
まなの々は•それは«合のれ々ではなくて反目離反のせ貪でわる • tt 属のな♦でなく# W のせ 

i 





一さ 

♦であも。 

そして•化 會ま義 が圃をををちし•巧 IIW 能の化♦が 国 ■みさへるをせんとするのでわも。 

角 神がなけて文化があホし•これにかつて Ag 文巧が巧はれたゆである。 

文巧は•しかし • 一化の巧街でしかない•技術のな貪は軍なる理論と > ネのせ貧でホる。 

义 Aw のな貪は物 R の量に巧つて•ょ々多くを持つをが•ょゎ拿いとまふなかとなつたのである， 
總ては正しい道から植巧へ、*去®日本は舉けてを路じ《入して斤つたのであつち 
この巧るべき a 去の思なホ、®人はか度こそををに擊«.，一て**に正しい人面の生きるベタれ會を 
奪回しなけれげならない. 

かじ大敵をちへて«つて居る祖■日本は、亦巧じ對しても•祖のを巧を奪回すべさ■大な巧 
なのあることを 國 巧は等しく 自覺 しなけれげならない。 

個人のちへから国家のな巧へ•一家庭の考へから•圃おの】 軍 化としてのををへ •そして • hw の 
'な貪から•よ々巧しい靖神そ拿しと争る肚會へ理論よ々 資 R を、！！上よ々も•まづち下から •$ わ 
肚貪を作らなければならない， 

今やを B 本の H 巧は•み々が》■民の】 a でわると まふ！！ 困たる自*の.じ起って’ R & 後じえづ 
】 步 から出直さなけれだならない時が来たので わ， 00 


化處じな W すれげ•ホ1!のな貪は.白ら«巧»合のな會 となり.「*ての個巧は . «て SW おのた 



■掌 fp の IK 軍 'は♦パ 巧 ほな j 八里 MoMm らたい Wj 

•なるれを4•事る*てれら々じ意天•いむらむ U C し巧み*の■先•げ# P み 

</れ < て og もだれ轉11靖<11>ム♦度今 


化處じな St 卞れば•争两のせ會は.さら Alxal 合のせ貪となゎ•「•ての W 巧は’なての田巧のた 
々じ一丸とな々供る ■; 巧な貪が、資現するのである。 - 
しかもそれは、單なる事變やの寸時の a みでわつてはならない* 

お互は巧じ！；まのためじを產し•一*おのた*じ事び. 函 なのた女じ 巧へ、 そして W おのたみにかい 
て居ろことの大なる害びと信をホもつて、 祖面 日本の大目的じ巧くまでな力しなければならない。 

「 B ミじ反するをは•ホづ自らに巧するネである。」と尚時に現下の時巧じがて巧が 田《こおょな、 
をは實巧にがて、敝田に巧ホするをである•とをふも a すではない • 

♦ 

战はこれからである 

上ホが巧ち，巧巧ボ巧《され’ないて《州がち落した。 

しみし田巧はこれをもつて、 R がなゎを吿げるものであるとちふのは巧早い • 

抗日の本 IK が上巧から•巧なじ、巧巧から否巧へと移つたみ日の田巧な Ijj は、單にま巧のみ去相手 
の？ないことは、ホ日の政巧の聲巧でも巧かであるボ•巧かおのミおにな苗く、なれのみをじ 
お！ i の巧人がお g してちることをかるをは、ネ间々辜菱のせ貧がょゎ巧らかとなること占ふ • 



ミ..をを-^ド‘户- 


ッ巧し多巧の金々巧して，巧*じ巧日軍備を a 化さザたミある • 

ま巧へ巧丸そをゎのなのち索をが日の一路へ巧びいた■も*ろ- 

巧じ日本が今日のま R じ一巧をつて度力杏9夕卞&や • R ■は自一一の ！ HK 々の！！！1$道辆♦巧用 
してせホの輿論をして' 巧日お化へと誘巧することじ•みらゆ&ネ巧み弄して居るので ホる •み R ぶ 
今をと巧も、手々巧へ巧々代へて•その共同力々巧用して•巧は*巧 •に、に•一 唐 jjj 日度— 
じ巧ゎ曲卞ものとあはなければならない- 

田おが巧に舉—一致•巧ぶ持义の大覺巧を巧た な けれげ ならない 理由もホ比 處にわる。 

しかし • H 巧は 皇 巧の 作«广1 ついて 少しも 公な节る必巧は ない0 
■巧は巧じみの二つの♦巧を*つて居れげょい • 

一•か巧巧巧な&事巧が巧をしても新だて巧ずもことな<含ぢけないこと。 

二•巧*•物資を節わし合理的な生活を 資 斤し •ょく 玫巧ゆ命じ巧 ふこと。 

祖田日本はか倒なる場合にも K じておけてはならないのであも， 

巧後の！一巧が 度 じ 一致 tt 力•このな後の鐵«を R しさへしなければ 載は いかじ 困壌で あつても • 
か 巧 H の巧をを 慧る資 な巧がを# 雨軍では ない。 

しかして•その兩軍の巧動を遺 g なく致#せし*®るものは.】じが後！一巧巧！！力か何じか、 つて 居 
ることを を* 巧は】人巧らじ抱いて居なければならない • 《*レ 


一みでみ IK) へ' 卜-雜 ゆ JUt 毎 X X たれ U れ I こひ 載 ゆ UNI の 軍皇 •けれこ 

•♦•うらかなは で •& が M のこ <♦ I 餐隹 


巧請を諸.賢へ V . 

K 巧な巧働と共に•ホ分の化養々巧々•人をホ》たのしく •なごやかじ•巧键街生 
に注意して、からだを巧健に•そして•巧费物資は巧力無な々省く•と云ふことは • 
これは ス 意に お ふことであゎ、ホ •絕 おの人道でもあるとあム〇 
がってホ少共本まじをいホがあれば•採ってなて、これみ日常を巧の上にがし • 
巧がまの、巧が店の、巧ポ會巧の、學巧の、「生ま、 *111 上の！！ HI 」 として巧くこと 
は、その 事自 B ボ '總 てのもの々幸巧にし•祖 B 日本々幸篇に卞るものであゎ • W 巧 
がみ々正しい生活咨をに撤卞ることは、祖—へ盡卞第ーホであるとあふ。 

ま を 
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